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午前問題 午後問題

No. 解答
出題
科 目 No. 解答

出題
科 自 No. 解答 出題 科 自 No. 

基準 基準 基準

a 解剖学 56 d 6 小児歯科学 a 2 解剖学 56 

2 c 2 解剖学 57 a 6 小児歯科学 2 b 2 解剖学 57 

3 a 2 解剖学 58 b 6 小児歯科学 3 d 2 解剖学 58 

4 c 2 解剖学 59 d 6 高歯官者・障害者 4 b 生化学 59 

5 b 生化学 60 c 6 高齢者障害者 5 c 生理学 60 

6 a 生化学 61 b 6 高齢者障害者 6 b 2 生理学 61 

7 d 1 生理学 62 d 6 高齢者・障害者 7 d 生理学 62 

8 d 生理学 63 d 7 歯科予防処置 8 c 3 病理学 63 

9 b 3 病理学 64 a b 7 歯科予防処置 9 a 3 病理学 64 

10 c ，ο 、 病理学 65 bc 7 歯科予防処置 10 b 3 病理学 65 

11 b 3 微生物学 66 a d 7 幽科予防処置 11 c 3 微生物学 66 

12 d 3 微生物学 67 b 7 歯科予防処置 12 b 3 微生物学 67 

13 d 3 微生物学 68 b 7 歯科予防処薗 13 a 3 薬理学 68 

14 c 3 薬理学 69 a 7 歯科予防処置 14 b 3 薬理学 69 

15 d 3 薬理学 70 a b 7 歯科予防処置 15 d 3 薬理学 70 

16 b 4 口腔衛生学 71 c 7 歯利予防処置 16 a 4 口腔衛生学 71 

17 a 4 口腔衛生学 72 b 7 歯科予防処置 17 d 4 口腔衛生学 72 

18 a 4 口腔衛生学 73 d 7 歯制予防処置 18 c 4 口腔衛生学 73 

19 a c 4 口腔衛生学 74 a b 7 歯料予防処置 19 cd 4 口腔衛生学 74 

20 b 4 口腔衛生学 75 a c 7 歯科予防処置 20 a 4 口腔衛生学 75 

21 b 4 口腔IQj生学 76 cd 7 歯科予防処置 21 b 4 口腔衛生学 76 

22 cd 4 口健衛生学 77 bd 7 歯科予防処置 22 a 4 口腔衛生学 77 
23 a b 4 口健衛生学 78 a d 7 歯科予防処置 23 b 4 衛生公衆衛生学 78 

24 a 4 衛生・公衆衛生学 79 bc 7 歯科予防処置 24 a b 4 衛生・公衆衛生学 79 

25 bc 4 衛生公衆衛生学 80 a b 8 歯科保健指導 25 bc 4 衛生・公衆衛生学 80 

26 d 4 衛生公衆衛生学 81 bd 8 歯科保健指導 26 b 4 衛生公衆衛生学 81 

27 cd 4 衛生公衆衛生学 82 bc 8 歯科保健指導 27 c 4 衛生・公衆衛生学 82 

28 a 4 衛生・公衆衛生学 83 a 8 歯科保健指導 28 a 4 IQj生・公衆衛生学 83 

29 c 4 衛生・公衆衛生学 84 ad 8 歯科保健指導 29 b 4 衛生公衆衛生学 84 

30 d 4 衛生-公衆衛生学 85 a 8 歯科保健指導 30 d 4 衛生公衆衛生学 85 

31 d 4 衛生・公衆衛生学 86 a 8 歯科保健指導 31 b 4 衛生・公衆衛生学 86 

32 ad 4 衛生・公衆衛生学 87 d 8 歯科保健指導 32 a d 4 衛生・公衆衛生学 87 

33 a 5 歯科衛生士慨総 88 d 8 歯科保健指導 33 b 5 歯科衛生士概論 88 

34 b 6 歯科臨床の基礎 89 c 8 歯科保健指導 34 a c 6 歯科臨床の基礎 89 

35 c 6 歯科臨床の基礎 90 d 8 歯糾保健指導 35 d 6 歯科臨床の墓鐙 90 

36 b 6 歯科臨床の基礎 91 d 8 鍋科保健指導 36 d 6 歯料臨床の基硲 91 

37 bd 6 歯科臨床の基礎 92 b c 8 歯科保健指導 37 a b 6 保存修復学 92 

38 d 6 保存修復学 93 d 8 歯科保健指導 38 d 6 保存修復学 93 

39 a 6 自量内療法学 94 cd 9 歯科診療補助 39 b 6 保存修復学 94 

40 c 6 保存修復学 95 a 9 歯科~療補助 40 b 6 歯内療法学 95 

41 c 6 歯内療法学 96 cd 9 飽和診療補助 41 cd 6 箇内療法学 96 

42 c 6 歯内療法学 97 a b 9 歯科診療補助 42 cd 6 歯周療法学 97 

43 c 6 歯周療法学 98 a 9 歯科診療補助 43 c 6 歯周療法学 98 

44 c d 6 歯周療法学 99 a c 9 歯科診療補助 44 ad 6 歯周療法学 99 

45 b 6 歯料補綴学 100 a 9 歯科~療補助 45 b 6 歯科補綴学 100 

46 a d 6 歯科補綴学 101 c 9 自歯科診療補助 46 bc 6 歯科補綴学 101 

47 d 6 歯科補綴学 102 cd 9 歯科~療補助 47 a c 6 歯科繍綴学 102 

48 b 6 歯科舗綴学 103 d 9 歯科診療補助 48 c 6 口腔外科学 103 

49 d 6 口腔外科学 104 cd 9 歯科診療縞助 49 bc 6 口腔外科学 104 

50 a 6 口腔外科学 105 a 9 歯科診療舗助 50 c 6 口腔外科学 105 

51 c 6 口腔外科学 106 d 9 舗科診療補助 51 a 6 口腔外科学 106 

52 cd 6 矯正歯科学 107 a 9 歯科診療鋪助 52 c 6 矯正歯科学 107 

53 c 6 矯正歯科学 108 d 9 歯科診療繍助 53 a c 6 矯正歯科学 108 

54 b 6 矯正歯科学 109 cd 9 歯糾診療繍助 54 b 6 矯正歯科学 109 

55 bd 6 矯正歯科学 110 bd 9 歯料診療補助 55 a c 6 小児歯糾学 110 

※出題基準 1 人体(歯 ・口腔を除く。)の構造と機能 5 歯税衛生士概論

2 歯 ・口腔の構造と機能 6 臨床歯科医学

3 疾病の成り立ち及び回復過程の促進 7 歯科予防処置論

4 歯・口腔の健康と予防に関わる人間と社会の仕組み
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解答

出題
ヰヰ 包基準

6 小児歯科学

6 小児歯科学

6 小児歯科学

6 高齢者・障害者

6 高齢者・障害者

6 高齢者・障害者

6 高齢者・障害者

7 歯科予防処置

7 歯科予防処置

7 歯科予防処置

7 歯科予防処置

7 歯料予防処置

7 歯科予防処置

7 歯科予防処置

7 歯科予防処置

7 歯科予防処置

7 歯科予防処置

7 歯科予防処置

7 歯科予防処置

7 歯科予防処置

7 歯科予防処置

7 歯科予防処置

7 歯科予防処置

7 歯科予防処置

8 歯科保健指導

8 歯科保健指導

8 歯科保健指導

8 歯科保健指導

8 歯科保健指導

8 歯科保健指導

8 歯科保健指導 l 

8 歯科保健指導 |

8 歯科保健指導

8 歯科保健指導 l

8 歯科保健指導

8 歯科保健指導

8 歯科保健指導

9 歯科診療補助

9 歯科診療補助

9 歯科診療補助

9 歯科診療補助

9 歯科診療補助

9 歯科診療循助

9 歯科診療補助

9 歯科診療補助

9 歯科診療補助

9 歯科診療補助

9 歯科診療補助

9 歯科診療繍助

9 歯税診療繍助

9 歯科診療徳助

9 歯科診療補助

9 歯科診療補助

9 歯科診療繍助

9 歯科診療補助

8 歯科保健指導論

9 歯科診療裕助論
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解説(午前問題) :J 
〔問題 1) 静脈血が流れているのはどれか。
a ij市動脈
b 総頚動脈

c 冠状動脈
d 上行大動脈

選択肢考察 答え a
Oa 肺動脈は酸素に乏しい血液(=静脈血)を肺lこ送
って酸素化する血管である。

Xb 総頚動脈は酸素に富む血液(=動脈血)を脳に運

ぷ血管である。

x c 冠状動脈は酸素に富む血液(=動脈血)を心臓自
身に供給する血管である。

Xd 上行大動脈は酸素に富む血液(=動脈血)を全身

に運ぶ血管である。

ポイント
<動脈血と静脈血>

-動脈血=酸素に富む血液 .大動脈、冠状動脈、肺静脈

・静脈血=酸素に乏しい血液:大静脈、冠状静脈、腕動脈

*肺動脈には静脈血、飾静脈には動脈血が流れている。

〔問題 2) 顔面頭蓋骨の写真 {別冊午前No.l)を別に
示す。

矢印の関節を構成する骨はどれか。

a 上顎骨
b 蝶形骨

c 側頭骨
d 後頭骨

別冊午前 NO.l 写真

選択肢考察

領関節

関節突起

x a、Xb、Oc、Xd

答え c 

頬骨弓

矢印は顎関節である。臨床では顎関節をTMJと略

す。これは側頭下顎関節(=Temporomandibular 

joint)の略である。つまり、側頭骨と下顎骨で構成

された関節である。

ポイント
<顎関節の特徴>

-側頭骨と下顎骨で構成されている。

・可動性の結合(楕円関節)である。

-滑膜と関節包によって包まれている。

-関節円板によって上下の関節腔に分けられる。

.左右両側の関節が連動する複関節である。

〔問題 3) エナメル質の構造物はどれか。
a 横紋
b エブネル線

c オー工ンの外形線
d アンドレーゼン線

選択肢考察 答え a 
Oa 横紋とは工ナメル小柱の長軸に直角方向の4μm 
間隔の線条のことである。

Xb 工ブネル線は象牙質にみられる4μm間隔

のことである。

x c オー工ン外形線は研磨襟本の象牙質にみら
灰化の低い部分(球間象牙質)の連なりのこ

る。

Xd アンドレーゼン線は象牙質を脱灰切片にし

みられる間隔 20μmの平行線のことである

ポイント
<エナメル質の構造物>

レチウス(平行)条|横紋の10本問問ごとにみられるよく発達した成長銀.

わ線条

れる石

とであ

ヒ際に

横紋 |エナメル小柱の畏輸に直角方向の4μm間隔の銀条.1日日の形成畳.
新産総 |出生時の急激怠変化や栄養変化などの環境変化によって》て生じる.
周濠条 |レチウス条がエナメル質表面に終わる一連の満。

l断された$分ハンヲーシユ |エナメ)~小往の償断された邸分(倹断帯)では暗く、縦

レーゲ)~条 I(縦断帯)では明るく、縞綾織を呈するもの.

た形縄成造さである.
れ、エナ

|リン灰石(アパヲイト)の結晶の配列によって形成された縄
エナメル小柱 |幅4μmの細畏い住で、エナメル芽細胞の後退によって形

メ)~象牙i毘の近くから歯の表面付近まで達している.
エナメル葉 |エナメル象牙嶋方らエナメ)~質表面まで達するi耳石灰化Iヒのすじ.
エナメル鍍 |工ナメ)~象牙嶋にみられる草むらのような低石灰化宇野.

れる黒色の筋|映頭{または切録)に近い領峨ゆ工ナメル象牙境にみら
エナメル紡錘 I~重状の突起.象牙芽細胞はD突起」すなわち象牙銀総が工:ナメ)~貨中に

入り込んだものと考えられている.

(問題 4) 舌咽神経が関与しているのはどれか。
a 涙の分泌
b 舌筋の運動

c 耳下線唾液の分泌
d 舌の前方2/3の味覚

選択肢考察 答え c 
xa 涙の分泌は三叉神経と顔面神経が関与する
Xb 舌筋の運動は舌下神経が支配している。

Oc 耳下腺唾液の分泌には舌咽神経が関与する
腺と舌下腺の唾液分泌には顔面神経が関与す

Xd 舌の後方 1/3の昧覚は舌咽神経が関与す

の前方2/3の味覚は顔面神経の枝の鼓索神

与する。

ポイント
<舌咽神経>

-舌の後方1/3と咽頭部の知覚 ・昧覚に関与す

・咽頭筋の運動に関与する。

-耳下腺唾液の分泌に関与する。

。顎下

る。

る。舌

経が関

る。
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〔問題 5) 内分泌器官と分泌されるホルモンとの組合せ

で正しいのどれか。

a 甲状腺一一一一一インスリン
b 上皮小体一一一一一Hラソルモン
c 副腎皮質←一一一 カテコールアミン
d 膝 臓 一一一一一一一カルシト二ン

選択肢考察 答え b
x a インスリンは際臓から分泌され、 血糖値を低下さ
せる。

Ob パラソルモンは上皮小体(副甲状腺)から分泌さ
れ、血中カルシウム濃度を上昇させる。

Xc カテコールアミン(ノルアドレナリン、アドレナ

リン、ドーパミン)は副腎髄質から分泌され、血圧

上昇、血糖値上昇、心拍数増加、心収縮力増大作用

がある。

xd カルシト二ンは甲状腺から分泌され、血中カルシ

ウム濃度を低下させる。

ポイント

<内分泌器官から分泌されるホルモン>

下垂体後来 パソプレツシン

甲状腺 チロキシン、カルシトーン

上皮小体〈副甲状腺〉 Jてフソルモン

降臨 グルカゴン、インスりン

副腎皮質 アルドスアロン、 コルチゾール

副腎髄質
カァコールアミン
(ノルアドレナリン、アドレナリン、ドーjてミン)

〔問題 6) コラーゲンのアミノ酸組成で最も多く 占め

るのはどれか。

a グリシン
b アラ二ン

c プロリン

d ヒド口キシプロリン

選択肢考察 答え a 
Oa、xb、Xc、xd

コラーゲンのアミノ酸組成は Gly-X-Yの繰り返

し構造からなる。 Gly(グリシン)が約 1/3を占め、

プロリンおよびヒドロキシプロリンが21%、アラ

二ンが 11%とかなり偏った構成となっている。 X

の位置に多いのがプロリン、 Yの位置に多いのがヒ
ドロキシプロりンである。

ポイント

<コラーゲンのアミノ酸組成>

. Gly-X-Yの繰り返し構造

. Gly (グリシン)が約1/3を占める。

'Xの位置にはプロリン、Yの位置にはヒドロキシプ

ロリンが多い。

(問題 7) 神経細胞の図を別に示す。

軸索はどれか。

日①

b ~ 
c ③ 
d ④ 

① 

② 

選択肢考察

x a ①は樹状突起である。
xb ②は細胞体である。

x c ③は髄鞘である。
Od ④は軸索(神経線維)である。

答え d 

ポイント

<神経細胞(=ニューロン)の構造>

細胞体、樹状突起、軸索(神経線維)からなる。

(問題 8) 肺気量の区分(スパイログラム)を図に示す。

機能的残気量はどれか。 5.0品
a ① 
b ② 

c ③ 
d ④ 

4.000 

③ 

④ 

選択肢考察 答え d
xa ①は予備吸気量である。通常の吸気後さらに吸い
込むことのできる空気量のことである。

xb ②は肺活量である。最大吸息位から最大呼息位ま

での肺容量の差のことである。

x c ③は1回換気量である。安静呼吸時に1回の呼吸
で怖に出入りする量のことである。

Od ④は機能的残気量である。安静呼息位(患を出し

た状態)での肺の残気量のことである。

ポイント

<肺気畳>

1回換気量 安静呼吸時に1回の呼吸で肺1<:出入りする室。

予備吸気量 通常の吸気後さらに吸い込むことのできる空気量。

機能的残気量 安静呼怠位(息を出した状態)での飾の残気量。

肺活量 最大吸息位から最大呼息位までの肺容量の差。

残気量
最大呼息位で肺に残っている空気の量。
残気量は自己の筋力のみでは吐出できない。

総肺気量 肺活量と残気量の利。

(問題 9) 急性炎症の徴候と組織変化との組合せで正
しいのはどれか。

a 発赤一一一一一壊死
b 腫脹一一一一浮腫

c 疹痛一一一一 うっ血
d 熱感一一一←一彦出

選択肢考察 答え b 

フ
」
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xa 急性炎症時には、充血(=血管砿張)による発赤
がみられる。

Ob 血液成分の湾出現象による鍾脹や浮腫が起こる。
x c 急性炎症時には、発痛物質や腫脹による疹痛が起
こる。

xd 熱感は充血によって起こる。

ポイント

<炎症の5大徴候>
①発赤 .血管j広張、充血

②腫脹 :血管透過性元進

③疹痛 ・浸透庄、pH、キ二ン濃度などの変化

④熱感血管砿張、充血

⑤機能障害

〔問題 10) う蝕の模式図を示す。
生活反応層はどれか。

a ① 
b ② 

c @ 
d ④ 

IZ' 

，)) 

4) 

選択肢考察 答え c
x a ①は混濁層である。
xb ②は透明層である。

Oc ③は生活反応層である。
xd ④はう蝕ではなく、歯髄壁に形成された第三象牙

質である。

ポイント

<象牙質う蝕>

多菌層 |象牙質基質の軟化、崩壊、多数の細菌の存在。

|象牙質基質に脱灰がみられる。象牙細管に少数の細菌の
寡菌層 | 

l侵入。

l象牙質基質の変化はほとんどない。象牙細管に少数の細菌
先駆歯磨 |の侵入。

混濁層 |象牙細管の線維に脂肪変性が生じる。細菌の侵入はない。

|トームス線維が石灰化されることによって象牙細管が閉鎖
透明層 | 
|され、透明にみえる。

生活反応属|歯髄の生活反応として、歯飽墜に第三象牙質を形成する。

(問題 11) 図はウイルス粒子の基本構造を示す。
エンベロープはどれか。

a ① 

b ② 

c ③ 
d @ 

選択肢考察 答え b
xa ①はスパイク(ぺプロマー)であり、宿主細胞の
表面と結合する部位である。

Ob ②はエンベロープとよばれ、一般に内側の膜タン
パク質と外側のリポタンパク質からできている。

x c ③はカプシドとよばれ、タンパク質でできており、
内側の核酸を取り囲んでいる。

x d ④は核酸であり、 DNAあるいは RNAが格納さ
れている。

午前問題解説

ポイント

<エンベロープ>

内側の膜タンパク質と外側のリポタンパク質からで

きている。

〔問題 12) アレルギーの組合せで正しいのはどれか。

a 1型アレルギ一一一一 自己免疫性溶血性貧血
b 11型アレルギ一一一一一気管支目指息

c 111型アレルギ一 一一一花粉症
d IV型アレルギ一一一一一金属アレルギー

選択肢考察 . ， 答え d 

x a 1型アレルギーはアナフィラキシー型ともよば
れ、 花粉症やアレルギー性鼻炎、気管支端息などが

ある。

x b 11型アレルギーは細胞障害型ともよばれ、赤血球

の血液型不適合輸血や自己免疫性溶血性貧血などが

ある。

x c 111型アレルギーは免疫複合体型ともよばれ、急性
糸球体腎炎や鯵原病などがある。

Od IV型アレルギーは遅延型ともよばれ、金属アレル

ギーやツベルクリン反応、臓器移植片拒絶反応など

がある。

ポイント

<アレルギーの分類>

|型
アナフィフ 気管支端息、花粉症、アレルギー性鼻炎、
キシー型 アナフィラキシーショック、ラテックスアレルギー

11型 細胞障害型
血液型不適合輸血、 自己免疫性溶血性貧血、
新生児溶血性疾患、天庖嬉

111型 免疫複合体型
急性糸球体腎炎、鯵原病、
全身性エリテマトーデス、リウマチ

IV型 遅延型
金属アレルギ一、接触性皮膚炎、
ツベルクリン反応、臓器移植片拒絶反応

〔問題 13) 補体について正しいのはどれか。

a 抗原を提示する。
b 腎で合成される。

c 炎症反応を抑制する。
d 血清タンパク質である。

選択肢考察 答え d
x a 抗原を提示するのは、抗原提示細胞であるマクロ
ファージである。

xb おもに肝臓で合成される。

Xc 補体が活性化すると、ヒスタミンを遊離させたり、

血管透過性を元進させるなど炎症反応を惹起するは

たらきがある。

Od 血清タンパク質の 1つで、食細胞による細菌の貧

食や溶菌の効果を高めるはたらきをしている。

ポイント

<補体>

・血清タンパクの 1つである。

-食細胞による細菌の食食や溶菌の効果を高める。

-抗原抗体複合体と一緒にはたらいて細菌を排除する

(=オプソニン作用がある)。

-抗体のはたらきを助ける。

円
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(閉館 14) 薬物血中濃度一時間曲線を図に示す。

(mr/L: 
l曲

万

国

・・・中・
-a
z 

。i:i: 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 (b) 
時欄

この図からわかるのはどれか。

a 安全域
b 50%有効量

c 生物学的半減期
d バイオアベイラピリティー

選択肢考察 答え c
xa 安全域〈治療係数〉とは文字どおり薬物の安全性
を示す指標で、 50%致死量 (LD50)-;-50%有効量

(ED50)で求められる。

x b 50%有効量 (ED回〉とは群の動物数の 50%が

その薬物に対して効果を示す用量のことである。

Oc 生物学的半減期とは文字どおり血液中の薬物濃度
が半分になる時間のことである。薬物血中濃度が

100mg/しから半分の 50mg/L(あるいは50mg/し

から半分の 25mg/L)になるのに、図中では3時間
を要している。

Xd バイオアベイラピリティー〈生物学的利用能〉と
は薬物を経口投与したとき、その薬物がどの程度吸

収されて体循環血液中に移行するかを表したもので

ある。

ポイント

く生物学的半減期>

-血液中の薬物濃度が半分になる時間をいう。

-代謝、排池の速い薬物は生物学的半減期は短い。

.蓄積性の薬物は生物学的半減期は長い。

(問題 15) 炎症のケミカルメディエーターはどれか。

a プロカイン
b プロピトカイン

c プロトロンピン
d プロスタグランジン

選択肢考察 答え d
x a プロカインは工ステJし型の局所麻酔薬である。
xb プロピト力インはアミド型の局所麻酔薬である。

Xc プロトロンピンは血液凝固因子である。

Od プロスタグランジンは、血管を鉱張させたり、体

jB調節中枢に作用して、体温を上昇させたり、骨吸

収作用などをもっ炎症のケミカルメディ工ーターで

ある。

ポイント

<炎症のケミカルメディエーター>

生体は外傷や感染などの有害刺激を受けると、その

刺激に応じて多くの生理活性物質が産生される。中で

も炎症に関係する物質を 「炎症のケミカルメディエー

タ-Jという。

作用

血管透過性充進、血管鉱張、気管支平滑筋収縮

内因性発漏物質、血管透過性元進、血管銘張

ブラジキニンの発痛作用の漕強、血管鉱張、
グランジン |体温上昇、胃粘膜保護、骨吸収
ロィコトリ工ン|好中球の遊走活性、気管支平滑筋収縮

〔問題 16) 日本人の下顎永久歯の萌出順序で愚も多いの

はどれか。

a 1→ 2→ 6→ 3→ 4→ 5→ 7 
b 1→ 6→ 2→ 3→ 4→ 5→ 7 

c 6→ l→ 2→ 3→ 4→ 5→ 7 
d 6→ 1→ 2→ 4→ 3→ 5→ 7 

選択肢考察 答え b
xa、Ob 日本人の下顎永久歯の窃出順序で最も多い
のは、 1→ 6→ 2→ 3→ 4→ 5→ 7である。

x c、xd 日本人の上顎永久歯の萌出順序で最も多い

のは、6→ 1→ 2→ 4→ 3→ 5→ 7である。

ポイント

く日本人の上下顎永久歯の萌出願序>

-上顎 :6→ 1→ 2→ 4→ 3→ 5→ 7
・下顎・ 1→ 6→ 2→ 3→ 4→ 5→ 7

〔問題 17) 瞭下と震も関連する唾液の作用はどれか。

a 円滑作用
b 緩衝作用

c 洗浄作用
d 水分平衡作用

選択肢考察 答え a
Oa 唾液は食物を円滑にして、喧帽や畷下を行いやす
くする。

xb 唾液は緩衝作用により口腔内を生理的 pHに保

ち、う蝕の発生を抑制する。

Xc 唾液は洗浄作用により口腔内を湿潤に保ち、粘膜

面や歯面を保護するとともに洗浄する。

xd 唾液は水分平衡を保つことで、口腔乾燥を防止し

ている。

ポイント

<唾液の作用>

-溜滑 ・保護作用

-緩衝作用

-洗浄作用

・抗脱灰作用

.消化作用

・イオン交換作用

.抗菌作用

・排池作用

(問題 18) ミユータンスレンサ球菌の合成する不溶性グ

ルカンの構成単位はどれか。

a グルコース
b スクロース

c ガラクトース
d フルクトース
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選択肢考察 答え a
Oa ミユータンスレンサ球菌の合成する不溶性グルカ
ンはグルコースのホモグリカンのため、構成単位は

グルコースである。

xb スクロースはミユータンスレンサ球菌の合成する

不溶性グルカンの基質(材料)である。スクロースは

グルコースとフルクトースからなる二縫類である。

Xc ガラクトースは六炭槍の1つである。

xd フルクトースはフルクタンの僑成単位である。

午前問題解説

ポイント

<糖転移酵素による菌体外多糖の合成>

スクロース→(グルコシルトランスフエラーゼ)

→グルカン+フルクトース

・スクロース → (フルクトシルトランスフエラーゼ)

→フルクタン+グルコース

(問題 19) 歯磨剤の基本成分で研磨剤はどれか。 2つ選
/、く。

a 無水ケイ素
b アルギン酸ナトリウム

c ピロリン酸カルシウム
d ラウリル硫酸ナトリウム

選択肢考察 答え ac 
Oa 無水ケイ索は研磨剤である。
xb アルギン厳ナトリウムは粘結剤である。

Oc ピロリン酸カルシウムは研磨剤である。
xd ラウリル硫酸ナトリウムは発泡剤である。

ポイント

く歯磨剤の研磨剤>

-リン酸水素カルシウム

.炭酸カルシウム

・ピロリン酸カルシウム

.二酸化ケイ素

-無水ケイ素

(筒題 20) 歯ブラシを撮動させる方法で操作が容易なブ

ラツシング法はどれか。

a パス法
b スクラピング法

c ステイルマン法
d チャーターズ法

選択肢考察 答え b
xa パス法は主として毛先を使用するブラッシング法
で、歯ブラシを娠動させる方法であるが、操作が難

しい。

Ob スクラピング法は主として毛先を使用するブラッ
シング法で、歯ブラシを振動させる方法であり、比

較的操作が容易である。

Xc ステイルマン法は主として脇腹を使用するプラッ

シング法で、歯ブラシを娠動させる方法であるが、

操作が難しい。

xd チャーターズ法は主として脇腹を使用するブラッ

シング法で、歯ブラシを振動させる方法であるが、

操作が幾しい。

ポイント

く歯ブラシを振動させるブラッシング法>

-パス法

・スクラピング法

.ステイルマン法

-チャーターズ法

〔閉館 21) 口腔乾燥症に対する検査はどれか。
a フードテスト
b サクソンテスト

c 改訂水飲みテスト
d 反復唾液聞東下テスト

選択肢考察 答え b
x a フードテストは侵食 ・際下障害のスクリー二ング
検査である。

Ob サクソンテストは刺激唾液の測定法で、口腔乾燥
症に対する検査である。

Xc 改訂水飲みテストは摂食・礁下障害のスクリ一二

ング検査である。

xd 反復唾液聞東下テストは侵食 ・瞭下障害のスクリー

ニング検査である。

ポイント

く刺激唾液の測定法>

-ガムテスト

10分間ガムを校み、分泌された唾液を容器に吐き

出し計測する。

-サクソンテスト

2分間ガーゼを一定のリズムで岐み、ガーゼに浸み
込んだ唾液の重さを計測する。

〔問題 22) 口腔清掃の疫学的指標はどれか。 2つ選べ。

a CFI 
b CPI 
c OHI 
d PHP 

選択肢考察 答え cd

x a CFIは地域の歯のフッ素症の指標である。
x b CPIは歯肉炎と歯周炎を合わせて評価する指標で
ある。

Oc、Od OHIやPHPは口腔清掃の疫学的指標であ
る。

ポイント

く口腔清掃の疫学的指僚>

'OHI 
'OHトS
. PHP 
'PLI 
. PCR 

p
h》
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(問題 23) 2群聞の比較でカイ2乗検定を用いるのはど

れか。 2つ選べ。

a DMF歯率
b DMF者率

c DMFT指数
d DMFS指数

選択肢考察 答え ab

Oa、Ob DMF歯率や DMF者率は割合のため力イ

2乗検定を用いる。
x c 、xd DMFT指数や DMFS指数は平均値のため

t検定を用いる。

ポイント

<有意差検定>

2群間に平均値や割合に差があるかを統計学的に検
証する方法を有意差検定という。

-平均値の差の検定:t検定

・割合の差の検定・カイ2乗検定

(問題 24) 地域保健法に基づき設置するのはどれか。
a 市町村保健センター
b 医療安全支援センター

c 口腔保健支援センタ-
d i也1或包括支援センター

選択肢考察 答え a
Oa 市町村保健センターは 「地域保健法」に基づき設

置する。

xb 医療安全支援センターは r医療法Jに基づき設置

する。

x c 口腔保健支媛センターは『歯科口腔保健の推進に
関する法律』に纂づき設置する。

xd 地域包括支援センターは『介護保険法」に基づき

設置する。

ポイント

<地域保健法に基づき設置する施設>

-保健所

・市町村保健センター

(問題 25)市町村が行う母子保健事業はどれか。2つ選
ノて。

a 就学時健康診断
b 未熟児養育医療

c 妊産婦の訪問指導
d 障害児の自立支援医療

選択肢考察 答え bc

xa 就学時健康診断は「学校保健安全法」に基づいて

行われる。

Ob  未熟児養育医療は市町村が行う母子保健事業であ

る。

Oc 新生児、妊産婦の訪問指導は市町村が行う母子保
健事業である。

xd 障害児の自立支援医療は『障害者の日常生活及び

社会生活を総合的に支援するための法律」に基づい

て行われる。

ポイント

く市町村が行う母子保健事業>

-保健指導

-健康診査(1歳6か月児健康診査、3歳児健康診査)

・栄養の摂取に関する援助

-母子健康手帳の交付

-新生児、妊産婦の訪問指導

.低体重児の届出

.養育医療

・未熟児の訪問指導

母子健康センターの設置

(問題 26) 労働衛生管理で作業管理はどれか。
a 有審物質からの隔離
b 有害物質発生の抑制

c 有害物質による障害への対応
d 有害物質の人体への侵入抑制

選択肢考察 答え d

x a 有害物質からの隔離は作業環境管理である。
xb 有害物質発生の抑制は作業環境管理である。

x c 有害物質による障害への対応は健康管理である。
Od 有害物質の人体への侵入抑制は作業管理である。

ポイント

産業保健は、現場では労働衛生3管理(作業環境管理、
作業管理、健康管理)を推進することで行われている。

(問題 27) 世界保健機関 (WHO)について正しいのは
どれか。 2つ選べ。
a 難民の帰還支援を行う。
b 国境なき医師団を設立する。

c 医薬品の安全性を向上させる。
d 専門家派遣による技術協力を行う。

選択肢考察 答え cd

x a 難民の帰還支援を行うのは国際連合難民高等弁務
官事務所 (UNHCR)である。

x b 国境なき医師団 (MSF)を設立するのは民間の

団体である。

Oc 医薬品の安全性を向上させるのは世界保健機関
(WHO)である。

Od 専門家派遣による技術協力を行うのは世界保健機

関 (WHO)である。

ポイント

<世界保健機関 (WHO)> 
疫学統計調査の分析・刊行や専門家派遣による技術

協力、医薬品の安全性の向上などを行っている。

〔問題 28) 我が国の人口統計で正しいのはどれか。
a 老年化指数が200を超えている。
b 4人に1人が75歳以上人口である。

c 生産年齢人口割合は経年的に増加している。
d 65歳以上人口が年少人口の3倍を超えている。

選択肢考察 答え a
Oa 老年化指数は200を超えている。
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xb 8人に 1人が75歳以上人口である。

Xc 生産年齢人口割合は経年的に減少している。

x d 65歳以上人口が年少人口の2倍を超えている。

ポイント

老年化指数が増加している理由は、老年人口の増加と

年少人口の減少である。

(問題 29) 就業医療関係者数(医師・歯科医師・薬剤師・

集合歯科衛生士)の年次推移を図に示す。
舗の

?J出i1ibフグご=〆:ごが:がが
:弓B間曲! 匹許戸寸正.~目f刊雪 :

10 12 J.4 16 18 四 22 ..鎚

平成c.)

就業歯科衛生士数はどれか。

a ア
b イ

c ウ
d 工

選択肢考察

x a アは医師である。
xb イは薬剤師である。

Oc ウは就業歯科衛生士である。
xd 工は歯科医師である。

答え c 

ポイント

く医師・歯科医師・薬剤師調査>

(多)医師→薬剤師→就業歯料衛生士→歯科医師

→就業歯科技工士(少)

〔問題 30) 混熱指標の測定器具の写真(別冊午前 No.2)

を別に示す。

この器具で測定するのはどれか。

a 気温
b 気湿
c 気流
d 縞射熱

別冊午前 No.2 写真

選択肢考察 答え d 

1

・5

午前問題解説

x a、xb 気温や気湿はアウグスト乾湿計やアスマン

通風乾湿計を用いて測定する。

x c 気流はカタ寒暖計を用いて測定する。
Od 車討す熱は黒球温度計を用いて測定する。

ポイント

く温熱指標>

一一 1<<=ー担|一般の温度計、アウグスト乾湿計、
品岨|アスマン通風乾湿計

温熱指傑|気湿|アウグスト乾湿計、アスマン通風乾湿計

気流|カタ湿度計

騎射熱|黒球温度計

感覚温度|気温、気湿、気流の総合的な指標の1つである。
不快指数|気流をOとしたi易合の感覚温度を不快指数という。

(問題 31) 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律に
規定されているのはどれか。

a 医療計画
b 福祉事務所の業務

c 入院医療施設の広充

d 社会経済活動への参加促進

選択肢考察 答え d

xa、Xc 医療計画や入院医療施設の拡充は「医療法」

に規定されている。

xb 福祉事務所の業務は『社会福祉法」に規定されて

いる。

Od 社会経済活動への参加促進は「精神保健及び精神

障害者福祉に関する法律」 に規定されている。

ポイント

<精神保健及び精神障害者福祉に関する法律の目的>

・4士会復帰の促進
-障害の発生予防

・社会経済活動への参加支援

-国民の精神的健康の保持および増進

〔問題 32) 医療保険制度で地域保険の保険者はどれか。

2つ選べ。
a 市町村
b 都道府県

c 健康保険組合

d 国民健康保険組合

選択肢考察 答え ad

Oa、Od 地域保険である国民健康保険の保険者は、

市町村と国民健康保険組合である。

xb 都道府県が保険者の医療保険制度はない。

x c 被用者保険である健康保険の保険者は全国健康保
険協会や健康保険組合などである。

ポイント

<医療保険制度>

-被保険者は保険者に保険料を支払う。

被保険者は病気やけがをしたとき、保健医療機関で

診療サービスを受ける。

・被保険者は診療サービスを受けるとき、一部負担金

を支払う。

-保険医療機関は診療報酬を審査支払機関に請求する。

-7-
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.審査支払機関は医療機関カらの請求を審査したうえ

で、保険者に請求する。

保険者は審査支払機関に請求金額を支払う。

-審査支払機関は保険医療機関に診療報酬を支払う。

〔問題 33) 要介護高齢者の医療面接で適切なのはどれか。
a 一問一答で行う。
b マスクを着用する。

c 非言語的な表現を避ける。
d 多くの情報を度に伝える。

選択肢考察 答え a
Oa 要介護高齢者に対する医療面接は日常生活動作
(ADL)の低下により十分に行えないことがあるた
め、要介護高齢者が返答しやすい一問一答で行うこ

とが望ましい。

xb 医療面接はマスクを外して行う。

Xc 非言語的な表現を避ける必要はない。

xd 要介護高齢者に対して多くの情報を一度に伝えて
も理解できない可能性が高い。

ポイント

要介護高齢者の医療面接では意思の疎通が困難なこと

が多い。意思の疎通が困難なときは、家族や周囲の介護

スタッフなどから患者の性格や癖などを教えてもらうこ

とも大きな助けとなる。

(問題 34)病歴聴取の組合せで正しいのはどれか。
a 既往歴一一一一過去の職歴
b 現病歴一一一一主訴に対する症状の経過
c 生活歴一一一生活保護受給資格の有無
d 家族歴一一一一一同居している家族の人数

選択肢考察 答え b
x a 既往歴とは患者の過去の健康状態とそれに対する
治療の有無である。

Ob 現病歴とは主訴に対する症状の経過(いつ、どこ
が、どんなふうに具合が悪くなってきたのか)である。

x c 生活歴とは生活習慣の調査である。
xd 家族歴とは患者の家族(祖父母-父母・兄弟姉妹)
の健康状態の調査である。

ポイント

く問診の内容>

①一般的事項
患者の氏名、年齢、性別、職業、住所、健康保険証
の番号など

②主訴 患者が現在、最も苦痛や不快に感じていること

③現病歴
主訴1<::対する症状の経過 (いつ、どこが、どんなふ
うに具合が悪くなってきたのか)

③既往歴 過去1<::おける疾患とそれ1<::対する治療の有無
⑤家族庭 家族(祖父母父母・兄弟姉妹)の健康状態の調査
⑤生活歴 生活習慣の調査

no 

午前問題解説

(問題 35) 水平位診療中に歯科医師が患者の口腔内にク

ラウンを誤って落下させた。

歯科衛生士の対応として正しいのはどれか。

a 座位にする。
b うがいをさせる。

c 顔を績に向かせる。
d モニタリングを開始する。

選択肢考察 答え c
xa 慌てて起こすとそのはずみで飲み込んでしまう場
合がある。

xb うがいをさせる前にクラウンを見つける必要があ

る。

Oc g，員を横に向かせると、 口狭部に落としたクラウン

はそれ以上奥に移動しにくくなるため、誤畷や誤飲

の危険性が{尽くなる。

xd パイタルサインに異常があるわけではないので、
モニタリングはこの段階では不要である。

ポイント

<水平位診療時における口腔内でのクラウン落下への対応>

まず、患者の顔を横に向かせる。

〔問題 36)磁気を利用している装置はどれか。
a CT 
b MRI 

c 内視鏡
d 超音波診断装置

選択肢考察 答え b
x a CT (computed tomography)はエックス線を
利用しており、被写体の周りを扇状エックス線束が

360度回転しながら横断的に走査し、 NalやXeな
どの検出器で透過工ックス線強度を測定後、画像再

構成計算を行って断層面の画像を表示する装置であ

る。

o b MRI (magnetic resonance imaging)は、生体
に強い磁場を与えることによって、生体を構成する

元素のうち、水素原子(プロトン)の分布を画像化

するものである。磁気を利用しているので、エック

ス線の被曝はない。

x c 内視鏡はおもに人体内部を観察することを目的と
した医療機器である。光源は体外の制御装置側にあ

り、光ファイパーで光を導いて先端部から照射する

ものが一般的である。工ックス線を照射しないので

被曝はない。

xd 超音波診断装置は、 20.000Hz以上の耳に聞こえ
ない高周波数の音波を使って人体の断面を得る方法

である。頭部などの軟組織の病変の検査に利用され

る。工ックス線を照射しないので被曝はない。

ポイント

< MRI > 
-生体に強い磁場を与える。

・水素原子(プロトン)の分布を画像化している0

.関節円板の診断に有効である。

・工ックス線の被曝はない。

第27回第1回模試 午前問題解説

(問題 37)疾患と歯科診療時の留意事項との組合せで正
しいのはどれか。 2つ選べ。
a 高血圧症一一一一一血中クレアチ二ン
b 糖尿病一一一一- HbA1c

c 腎不全一一一一一一 カルシウム措抗薬の服用
d 脳梗塞←一一一一一一ウーファリンの服用

選択肢考察 答え bd

x a 血中クレアチニン値が3mg/dL以上になると、腎
不全の症状が出る。

Ob 高血糖状態が長期間続くと、血管内の余分なブド
ウ糖は体内のタンパク質と結合する。この際、赤血

球のタンパク質であるヘモグロビン (Hb)とブドウ

糖が結合したものがグリコヘモグロビンであり、糖

尿病と密接な関係を有するものが HbA1cである。

x c カルシウム搭抗薬(=降圧薬)を服用するのは高
血庄患者である。

Od 脳梗塞の患者はワーファリン(=抗凝固薬)を服

用していることがある。 、

ポイント

< HbA1c > 
ヘモグロビン (Hb)とブドウ糖が結合したグリコ

ヘモグロビンの 1つ。
基準値:4.0 ~ 5.5% (乙の範囲だと糖尿病ではない。

または良好な血糖コントロールができている)

〔問題 38) Er:YAGレーザーの用途はどれか。
a 歯肉の切開

b う蝕の検査
c 粘液癌の除去
d 象牙質の切削

選択肢考察 答え d
x a 歯肉の切聞にはCO2レーザーやメスなどが用い

られる。

xb う蝕の検査には半導体レーザー光の反射蛍光を測

定する装置が用いられている。

x c 粘液癌の除去にはCO2レーザーが応用されてい
る。

Od Er:YAGレーザーは象牙質の切削が可能である。

ポイント

< Er:YAGレーザー>
硬組織の切削が可能で、歯の切削への利用が認可さ

れている。 Er:YAGレーザ は水への吸収率が高い。

(問題 39) 根管治療用器材でニッケルチタン合金が使用

されるのはどれか。

a ファイル
b ルーラ-

c シルパポイント

d ピーソーリーマー

選択肢考察 答え a
Oa 根管治療用ファイルはステンレススチール製がー
般的であるが、ニッケルチタン合金製ファイルも増

加している。

xb ルーラーはステンレススチールなどで製作されて

おり、ニッケJ[.，チタン合金は使用されない。
x c シルバーポイントは純銀が使用される。
xd ピーソーリーマーはステンレススチールなどで製
作されており、ニッケルチタン合金は使用されない。

ポイント

<ニッケルチタン合金>

超弾性や形状記憶性などを有する合金である。根管

治療用ファイルや矯正用ワイヤーに利用されている。

〔問題 40) ~5，歳の女性。上顎右側第一大臼歯の冷水痛
を主訴として来院した。 コンポジッ トレジンを用いた間

接法で修復することとした。完成した修復物の写真 {別

冊午前No.3)を別に示す。
修復物装着時の手順はとれか。

a 岐合調整→合着→隣接面調整
b Q交合調楚→隣接面調整 →合着
c 隣接面調整→合着→校合調整
d 隣接面調整→ l校合調整→合着

別冊午前 No.3 写真

選択肢考察 答え c 

M'コンポジツト
R 司 レジンインレー

x a、xb、Oc、xd

完成したコンポジッ トレジンインレーは、まず口

腔内に試適し、隣接面の調整を行いながら高洞への

適合状態を確認する。次に、岐合を確認して岐合調

整を行うが、メタルインレーと異なりコンポジツト

レジンインレーでは岐合時に破折、 破損の危険性が

ある。そのため、歯質と接着性レジンセメントで合

着してから岐合調整を行う必要がある。したがって、

隣接面調整→合着→岐合調整という手順となる。

ポイント

<コンポジットレジンインレーの合着>

-接着性レジンセメントを使用する。

・インレ 体の被着面はシランカップリング処理を行

つ。

〔問題 41) 歯肉療法と用いる薬剤との組合せでEしいの
はどれか。

a 筒接覆髄法一←一一一一 フエノ-Jしカンフル
b 直接覆髄法一一一一一一 パラホルムアルデヒ ド

c 暫間的間接覆髄法一-HY剤配合力ルボキシレー
トセメント

d 歯髄鎮静消炎療法一一水酸化カルシウム

Q
d
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選択肢考察 答え c
x a、Xb 間接覆髄法や直接覆髄法には水酸化カルシ
ウムなどの覆髄材が使用される。

Oc 暫間的間接覆髄法には軟化象牙質の再石灰化が期
待できる HY~J配合力ルボキシレートセメントが使

用される。

Xd 歯髄鎮静消炎療法にはユージノーJしゃフエノール
カンフルなどが用いられる。

ポイント

<暫間的間接覆髄法>

軟化象牙貨をすべて除去すると露髄の危険性のある

深在性う蝕lζ用いる。軟化象牙質の再石灰化を目的と

して HY~J配合力jしボキシレー トセメントや水酸化カ

ルシウムなどが用いられる。

〔問題 42) 24歳の男性。歯の変色を主訴として来院し

た。 エックス線写真を撮影すると根管充填がされていた。

初診時の口腔内写真 (別冊午前No.4)を別に示す。

適切な対応はどれか。

a 歯面研磨

b 3/4クラウン装着
c ウォーキングブリーチ
d グラスアイオノマ セメント修復

別冊午前 No.4写真

選択肢考察
.~ー

合え C 

上顎右側

中切歯の変色

x a 歯菌研磨は歯質表面への着色に有効である。
x b 3/4クラウンは唇面以外を覆う補綴物であり、歯
の変色による審美障害には適用しない。

Oc エックス線写真で根管充填がされていることより
失活歯であることがわかる。失活歯の変色にはウォ

ーキングブリーチが有効である。

xd 失活歯の変色にグラスアイオノマーセメント修復

は適切でない。

ポイント

<ウコfーキングブリーチ>

失活歯の変色に適用する漂白法である。 30%過酸

化水素水と過ホウ酸ナトリウムの混和物を歯髄腔内lζ

貼付する。

午前問題解説

〔問題 43) 32歳の女性。上顎前歯部の歯肉退縮を訴え

来院した。歯の動揺はみられない。初診時の口腔内写真

(別冊午前 No.5)を別に示す。歯周組織検査結果の一

部を表に示す。

まず行う対応として考えられるのはどれか。

a 暫間固定

b 抗菌薬の投与

c 口腔清掃指導
d 歯周形成手術

円雨一午前 No.5 写真

選択肢考察 答え c 

歯肉退J縮

xa 歯の動揺はみられず、暫間固定が必要とは考えら
れない。

xb 抗菌薬の投与は急性症状がある場合に行う。

Oc 初診時には歯周基本治療として口腔清掃指導が行
われる。

xd 歯肉退縮を訴えている患者に対して、歯周基本治

療後に歯周形成手術を考慮する。

ポイント

<中等度~重度歯周炎患者への歯周治療の標準的な流れ>

歯周基本治療→再評価→歯周外科治療→再評価

→口腔機能回復治療→再評価→メインテナンス・SPT

(問題 44) 65歳の男性。歯周病の治療を希望して来院

した。慢性歯周炎と診断し、歯周基本治療を行ったとこ

ろ、|官に深い歯周ポケットが残存したためフラップ手

術を行うこととした。初診日寺の口腔内写真 (別冊午前

No.6)を別に示す。

術後に生じる可能性が高いのはどれか。 2つ選べ。
a 歯の破折
b 審美障害

c 象牙質知覚過敏症
d ポケット深さの浅化

| 別冊午前 No.6 写真

選択肢考察 答え cd 

n
u
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分岐部の露出は

みられない

x a フラップ手術後に歯の破折が生じるとは根拠に乏
しく、可能性が高いとはいえない。

xb フラップ手術後には歯肉が退縮しやすい。前歯部

では歯肉退縮による審美障害が生じる可能性はある

が、今回は臼歯部のフラップ手術であり審美障害を

訴える可能性が高いとはいえない。

Oc フラップ手術後に歯肉が退縮すると象牙質知覚過
敏症が生じる可能性が高い。

Od フラップ手術はポケッ ト深さの浅化を目的として
いる。 フラップ手術後に歯肉が退縮することでポケ

ット深さは浅くなる。

ポイント

<フラップ手術後に生じやすいこと>

-象牙質知覚過敏

・歯肉退縮

・一時的な動揺度増加

(問題 45) 岐合位はどれか。

a 中心位
b ~交頭百五合位

c 下顎安静{立
d 最大関口位

選択肢考察 答え b
x a 中心位は穎頭位である。下顎が上顎lこ対して無理
なく最後方位にあり、蝶香運動のできる位置である。

Ob 岐頭依合位は校合位の 1つで、上下顎歯列が安定

し最も多くの部位で接触した状態である。

x c 下顎安静位は筋肉位である。直立または正しい姿
勢で綾をかけた状態で前方を直視したときの頭慈に

対する下顎の位置である。

xd 霞大関口位は文字どおり最大関口時の下顎位であ

る。校合はしていないので校合位ではない。

ポイント

<下顎位>

占、ー 下顎が上顎に対して無理なく最後方位にあり、蝶番運動
中心位 ム
TU'I..!ム のできる位置。

|形態的、機能的に正常な岐頚猷合の状態。正常者では殴
中心岐合位|

|頭飯合位と一致ロ
岐頭~合位 |上下顎歯列が安定し最も多くの部位で接触した状態。

白直立または正しい姿勢で腰をかけた状態で前方を直視し
たときの頭蓋に対する下顎の位置。

下顎安静位|
口唇は閉じているが、 上下顎歯には2-3mmの空隙
(安静空隙)がある。

綴頭安定位|下顎頭(頼頭)が関節窓内で安定な位置にある状態。
|偏心位(中心位または中心校合位から下顎を水平的に移

偏心岐合位|動させたとき)で岐合接触した状態の位置。前方校合
位、側方校合位、後方岐合位がある。

(問題 46) 義歯の写真(別冊午前No.7A、B)を別に示す。

写真Aの義歯と比較した写真Bの義歯の特徴はどれ

か。 2つ選べ。

a 異物感が少ない。

b 熱の伝導性が悪い。

c 修理が容易である。
d プラークが付着しにくい。

別冊午前 No.7A、B 写真

選択肢考察 答え ad 

レジン床義歯 金属床義歯

Oa 写真Aはレジン床義歯で、写真Bは金属床義歯で
ある。金属床はレジン床より強度があるので、薄く

製作できる。 したがって、異物感は少ない。

xb 金属床はレジン床より熱の伝導性がよい。

x c 修理、調整は困難である。
Od 金属床は吸水性がないので、プラークは付着しに
くい。

ポイント

くレジン床義歯と比較した金属床義歯の特徴>

①強度がある。

②異物感が少ない。

③熱伝導性が大きい。

④吸水性がない(プラーク付着が少ない)。

⑤適合性に優れる。

⑥製作・修理が困難である。

⑦高価である。

⑧重くなる。

(問題 47) ある操作中の写真 (別冊午前No.8)を別に

示す。

行っている操作はどれか。

a パントグラフ法
b チェックバイ トf去
c ゴシックアーチ描記法
d フェイスボウトランスファー

| 別冊午前 No.8 写真

選択肢考察 答え d 

顔弓

(フェイスポウ)

-11一



第27回第1回模試 午前問題解説

xa 全調節性岐合器を使用する場合のq交合採得法の 1
つである。

xb 半調節性岐合器を使用する場合の岐合採得法の 1

つである。

Xc 全部床義歯や部分床義歯の岐合採得法の 1つで

ある。

Od 写真は顔弓(=フェイスボウ)による記録を行つ

ているところである。この操作をフ工イスボウトラ

ンスフアーという。顔弓は頭蓋骨lζ対する上顎の位

置関係を記録し、この関係を岐合器上に再現するた

めに使用する。

ポイント

<顔弓(=フェイスポウ)> 
頭蓋骨に対する上顎の位置関係を記録し、この関係

を岐合器ょに再現するために使用する。

〔問題 48)インプラントの基本構造の中で骨との生体親
和性を最も要求されるのはどれか。

a 上部精進
b フィクスチャ-

c アパットメント
d アパットメントスクリユー

選択肢考察 答え b
x a 上部構造とは補綴物の乙となので、骨との生体親
手口性が要求されるわけではない。

Ob フィクスチヤーとはインプラント体のことで、顎

骨内に埋入する部分である。この部分は所要性質と

して骨との生体親和性に優れている必要がある。し

たがって、チタンが使用されている。

x c アパットメントは支台!こ相当する部分なので、骨
との生体親和性が要求されるわけではない。

xd アパットメントスクリユーとは、フィクスチャー

とアパットメントを連結するものである。直後骨と

接触する部分ではないので、骨との生体親和性が要

求されるわけではない。

ポイント

くインプラントの基本構造>

①歯根一一フィクスチヤー(=インプラント体)

②支台一一アHツトメント
③補綴物一一上部構造

(問題 49) 62歳の男性。右側顔面の違和感を主訴とし

て来院した。昨日、窓を開けて自動車を運転中、突然右

側顔面に違和感を覚えたという。痛みはないが、昧覚障

害と聴覚障害は認められた。初診時の顔貌写真 (別冊午

前No.9)を別に示す。

考えられるのはどれか。

a 神経線維腫
b 舌咽神経痛

c 三叉神経痛
d 顔面神経麻簿

可 福一午前 No.9 写真

選択肢考察 答え d 

右側の口角が

下垂している

xa 腫擦の 1つである神経線維臆とは考えにくい。
xb、xc 疹痛がないので神経痛とは考えにくい。
Od 顔面神経麻簿では兎目良、鼻唇湾の消失、口笛不能、

目良験および口角下垂、 j干際 ・唾液線"戻線の分泌障

害、昧覚障害、聴覚障害などがみられる。

ポイント

く顔面神経麻簿の症状>

①片側性の仮面様顔貌

②麻癖性兎眼

③口角下垂

④口蓋帆(軟口蓋)下垂

⑤長唇溝消失

⑥口笛不能(=唇音の構成障害)

⑦唾液、 j戻、汗などの分泌障害

⑧昧覚障害

〔問題 50) 血液凝固因子の異常によるのはどれか。
日 血友病

b 悪性貧血

c 再生不良性貧血
d 血小板減少性紫斑病

選択肢考察 答え a
Oa 血友病人血友病8、vonWillebrand病、ピタ

ミン K欠乏症は、血液凝固因子の異常によるもの

である。

xb 悪性貧血では、貧血症状、ハンター舌炎(赤く平

らな舌)、脳神経症状などがみられる。原因は胃粘

膜萎縮によるビタミン812の欠乏である。
x c 再生不良性貧血は出血性素因ではなく、貧血の 1
つである。

xd 血小板減少性紫斑病 (ITP)は血小板の異常によ

るものである。

ポイント

<血液凝固因子の異常による疾患>

①血友病A

②血友病B

③von Willebrand病
④ビタミンK欠乏症

〔問題 51) TNM分類でMが示すのはどれか。

a 原発腫第の大きさ
b 隣媛臓器転移の有無

c 遠隔臓器転移の有無
d 所属リンパ節転移の有無と広がり

内
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選択肢考察 答え c
x a 原発腫鎮の大きさ(広がり)は rTJで表す。

xb 隣接臓器転移の有無では分類しない。

Oc 遠隔臓器転移の有無は rMJで表す。
xd 所属リンパ節転移の有無と広がりは rNJで表す。

ポイント

<TNM分類>

TO; 0 

T1 ; 0-2 cm 
T 原発腫場 IT2; 2-4 cm 

の大きさ IT3;4 cm-

(使結を含む) IT4a;骨髄質、舌深層の筋肉 (外舌筋)‘ 上積洞、顔面の皮膚!こ遣潤した腫纏
T4b; D1I明筋間隙、賀状突起または頭蓋底lこ浸潤した腫哲也または内頚動脈

を全同性に取り囲んだ睡11
NO; 0 

N りンパ節

転移

Nl ; 0-3 cm 
N2a;患側のみ単発 3-6cm
N2b;窓側のみ多発 3-6cm
N2c; 対側~ 3-6cm 
N3; 6cm-

MO;なし
Ml ;あり

M;遠隔転移

〔問題 52)口腔習癖と不正峻合との組合せで正しいのは
どれか。 2つ選べ。

a 吸指癖一一一一一一上下顎前突
b 岐爪癖一一一一一一歯列弓の狭窄

c 舌突出癖一一一一一一関 岐
d 下唇吸引癖一一一一上顎前歯の唇側傾斜

選択肢考察 答え cd
x a 吸指癖では、上顎前歯の唇側傾斜と下顎前歯の舌
側傾斜、上顎歯列弓の狭窄などが生じる。

x b q交爪癖では前歯切縁の岐耗や歯の傾斜などが生じ
る。

Oc 舌突出癖では、上下顎前歯の唇側傾斜や関岐など
が生じる。

Od 吸唇癖のうち、下唇吸引癖では上顎前歯の唇恨~傾

斜や下顎前歯の舌側傾斜が生じる。

ポイント

<口腔習癖>

吸指癖(母指吸引癖)や吸唇癖、弄舌癖(舌突出癖)、

岐爪癖、ロ呼吸などがある。不正校合の原因となり、

矯正治療の進行や治療後の岐合の安定などに影響を与

える。

〔問題 53) 矯正装置の写真 (別冊午前 No.10)を別に

示す。

装置の名称、はどれか。

a タングクリプ
b チンキャップ

c リップパンパ-
d 犬歯間保定装置

ijj石下前 No.10 写真

選択肢考察 答え c 

午前問題解説

xa タングクリブは舌突出癖などを防止するためのク
リプが存在する。

xb チンキャップはオトガイ憶装置ともいわれ、顎外

固定装酉ずある。

Oc バンドに唇側弧線がついており、前歯部椙当部に
パンパーがあるため、リップパンパーである。

xd 犬歯間保定装置は左右犬歯閣を連結するワイヤー

である。

ポイント

<リップパンパー>

機能的矯正装置であり、下唇の筋機能圧の排除およ

び筋機能圧を用いて歯の移動を行う。

〔問題 54) 口腔内写真 (別冊午前No.ll)を別に示す。
矢印が示す歯の位置異常はどれか。

a 移転
b 転位

c 近心捻転
d 舌側傾斜

別冊午前 No.ll 写真|

選択肢考察 答え b 

上顎左側中切歯の
唇側転位

xa 移転とは、隣在歯と萌出位置が入れ替わっている
状態である。

Ob 転位とは、歯が正常な位置より近遠心方向や唇舌
方向に位置している状態である。矢印で示す歯は唇

側転位である。

x c 近心捻転とは、歯が長砲を中心に近心方向へ回転
している状態である。矢印で示す歯はやや遠心lこ捻
転している。

xd 舌側傾斜とは、歯軸が舌側方向へ傾いている状態

である。

ポイント

<歯の位置異常>

選択肢以外の位置異常として以下のものがある。

.低位:(攻合平面に達していない状態

-高位:(攻合平面を超えている状態

q
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〔問題 55)矯正治療の機能的ペネフィットはどれか。 2
つ選べ。

a う蝕の予防
b 発音の明瞭化

c 心理障害の改善
d 咽嶋障害の改善

選択肢考察 令 答え bd
xa 矯正治療で歯列不正を除去するとう蝕や歯周病の
予防となるが、これは口腔保健におけるペネフィッ

トである。

Ob 矯正治療で歯列不正を除去し発言の明際化が得ら
れることは機能的ペネフィットである。

Xc  矯正治療で自信列不正を除去し心理障害の改善が得

られることは心理社会的ペネフィッ トである。

Od 矯正治療で歯列不正を除去し日且暢障害の改善が得
られることは機能的ペネフィッ卜である。

ポイント

く矯正治療で得られるペネフィット>

-機能的ペネフィット

-心理社会的ペネフィット

-口腔保健におけるべネフィッ ト

(問題 56)生後10か月ころにみられるようになるの'ま
どれか。

a 寝返り
b ひとり歩き
c 首のすわり
d つかまり立ち

選択肢考察 答え d
x a 寝返りは生後6-7か月ころにみられる。
xb ひとり歩きは生後 12か月ころにみられる。

x c 首のすわりは生後3-4か月ころにみられる。
Od つかまり立ちは生後10か月ころにみられる。

ポイント

<運動機能の発達>

はいはい生後8-9か月頃
ひとり立ち :生後12か月頃

ひとり歩き 生後15か月頃

〔問題 57) 6歳の男児。 小学校の歯科健康診断でう蝕を

指摘され保護者とともに来院した。歯科医院を受診する

のは初めてであり、怖がっている。

適切な対応はどれか。

a TSD 法
b 静脈内鎮静法

c レスポンスコスト法
d ハンドオーバーマウス法

選択肢考察 答え a
Oa TSD法は、説明して、見せて、行う方法であり、
歯科受診が初めてで怖がっている患児への対応とし

て適切である。

xb 静脈内鎮静法は深い鎮静が得られるが、歯科医院

を受診するのは初めてで怖がっている患児への初診

時の対応としては不適切である。

午前問題解説

x c レスポンスコスト法とは、不適切な行動をした場
合にトークンを取り上げる方法である。怖がってい

る患児への初診時の対応としては不適切である。

xd ハンドオーバーマウス法は泣き叫んで反抗してい

る患児に適用する方法である。怖がっている患児へ

の初診時の対応としては不適切である。

ポイント

くTSDi去>
未経験の環境や診療器具などに対する不安、恐怖な

どを克服するために最も有効である。十分な理解力の

ある、コミュニケーションがとれる小児に適用する。

〔問題 58) 乳歯用既製冠の写真 (別冊午前 No.12)を別
に示す。

使用する部位はどれか。

a 上顎第一乳臼歯
b 上顎第二乳臼歯

c 下顎第一乳臼歯
d 下顎第二乳臼歯

1而予前 No.12 写真

選択肢考察 答え b 

上顎第二乳臼歯周既製冠

x a 上顎第一乳臼歯は2-303<:顕である。
Ob 上顎第二乳臼歯は4岐頭であり、近心舌側岐頭と

遠心頬側岐頭の聞に斜走隆線がみられる。写真の既

製冠は上顎第二乳臼歯周である。

Xc、xd 下顎乳臼歯は頬舌径よりも近遠心径のほう

が大きい。

ポイント

く上顎第二乳臼歯>

-歯冠外形が上顎第一大臼歯に類似している。

-近心舌側岐頭の舌側面にカラペリー結節がみられる

ことがある。

〔問題 59)老年症候群で正しいのはどれか。
a 運動能力の個人差が小さい。
b 疾患の症状は定型的である。

c 薬剤lに対する反応は若年者と同等である。
d 疾患の発症や予後に社会的要因がかかわることが
多い。

選択肢考察 答え d
xa 運動能力の個人差は大きい。
xb 疾患の症状は非定型的である。

Xc  薬剤に対する反応は若年者と異なる。

Od 疾患の発症や予後lこ社会的要因(ストレスなど)
がかかわることが多い。

A
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ポイント

く老年症候群の特徴>

-個人差が大きい。

.高齢者は1人で多くの疾患を有する。

.疾患の徴候が非定型的である。

-疾病僑造、疾患の病態が異なる。

-治療、薬剤に対する反応が異なる。

.侵襲的な検査が行いにくい。

-検査値の基準値が若年者と異なる。

-本来の疾懇と直接関係のない合併症を起こしやすい。

・なるべく早期の離床、自立を図るように配慮する。

-予後が、社会的、環境的な要素により支配されやす

く、疾患の完全な治癒が望めないことが多いため、

社会復帰の対応が難しい。

〔問題 60)高齢者にみられる加齢変化はどれか。
a 舌筋力の増大
b 昧覚闘値の低下

c 関節結節の平坦化
d 唾液分泌畳のi包加

選択肢考察 答え c
x a 加齢に伴い舌筋力は低下する。
xb 加鈴に伴い昧覚闇値は増加する(鈍くなる)。

Oc 加齢に伴い関節結節は吸収するため、平坦化する。
xd 加齢に伴い唾液分泌量は減少するため、口腔乾燥

がみられやすい。

ポイント

加齢に伴い関節結節は吸収するため、平坦化する。

(問題 61) 認知症の中核症状はどれか。
a 異食
b 失認

c 焦燥
d 俳個

選択肢考察 答え b
x a 食べ物以外のものも口に入れる〈異食〉は認知症
の周辺症状である。

Ob 視覚 ・聴覚 ・触覚などの理解ができない〈失認〉
は認知症の中核症状である。

Xc イライラして落ち着かない〈焦燥〉は認知症の周

辺症状である。

xd 無目的に歩き回る〈俳個〉は認知症の周辺症状で

ある。

ポイント

<認知症の中核症状>

-記憶障害

・実行機能障害

・失行

-失語

・失認

午前問題解説

〔問題 62)運動性格音障害の原因となるのはどれか。
a 無歯顎
b 舌部分切除

c 口唇顎裂閉鎖
d 筋ジストロフィー

選択肢考察 答え d
xa 無歯顎は器質性構音障害の原因となる。
xb 舌部分切除lま器質性構音障害の原因となる。

x c ロ1唇顎裂閉鎖は器質性構音障害の原因となる。
Od 筋ジストロフィーは運動性街音障害の原因となる。

ポイント

く構音障害>

-運動性情音障害

大脳皮質の運動中枢から末梢の筋に至る神経や筋に

病変が起こり、発声発語器官の運動が障害されて生

じる。

-器質性構音障害

情音器官の形態の異常や欠損、可動性の減退などに

より生じる。

〔問題 63)衣服がフッ化ジアンミン銀によって着色した
ときの処置に用いるのはどれか。

a 中性洗剤
b 消毒周アルコール

c フッ化ナトリウム
d ヨウ化カリ飽和溶液

選択肢考察 答え d 
x a、xb、xc 、Od
衣服がフッ化ジアンミン銀によって着色した場合

は直ちに水洗し、水洗しでも脱色しない場合はヨウ

化カリ飽和溶液を塗布して水洗する。

ポイント

<衣服がフッ化ジアンミン銀によって着色したときの処理〉

水洗→ヨウ化カリ飽和溶液→水洗

(問題 64) パノラマ工ツクス線写真 {別冊午前No.13)
を別に示す。

観察できるのはどれか。 2つ選べ。
a 欠如歯
b 根管充填

c 遊離捕義歯
d インプラント

別冊午前 No.13 写真

選択肢考察 答え a b 

小臼歯が

欠如している

保管充療が

行われている

R
U
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Oa 上顎右側小臼歯の欠損と考えられる空隙がみられ
る。なお、歯数を確認すると、小臼歯が両側の上下

顎とも小臼歯が欠如している。

Ob 工ツクス線写真から根管充i長がされている歯が数
歯確認できる。

X C 遊離端義歯は存在しない。

Xd インプラントは観察できない。

ポイント

・根管充填材や金属繍綴物はエックス線不透過性である。

.エックス線造影剤が添加されているレジン系材料はエ

ックス線不透過性を示す。

(問題 65) う蝕予防に用いられる糖アルコールはどれか。

2つ選べ。

a スクロース

b キシリトール

c ソルピトール
d アスバルテーム

選択肢考察 答え bc

xa スクロースはショ糖である。

Ob キシリ トールは工業的にキシロースから作られる
糖アルコ ルである。

Oc ソルピトールは工業的1こグルコ スから作られる

糖アルコールである。

xd アスパルテームはアミノ酸系の非糖質系甘味料で

ある。

ポイント

<糖アルコール>

不溶性グルカンの基質や酸産性の材料とならない非

う蝕性甘味料である。低カロリーであるが、多量の摂

取により下痢を生じる。

(問題 66) 口腔内写真 (別冊午前No.14)を別に示す。

観察できるのはどれか。 2つ選べ。
a クラウン
b メラニン色素沈着

c テトラサイクリン歯
d ブラックトライアングル

別冊午前 No.14 写真

選択肢考察 答え a d 

ブラック
トライアング 乳頭歯肉の

退縮

マージンが

露出した
クラウン

Oa 上顎右側中切歯にクラウンが装着されているが、
歯肉退縮によりマージンが露出している。

xb メラニン色素沈着はみられない。

Xc  歯に着色がみられるが、テトラサイクリン歯はみ

られない。

午前問題解説

Od 下顎前歯部の乳頭歯肉が退織し、ブラック トライ

アングルを呈している。

ポイント

<テトラサイクリン歯>

歯の形成期にテトラサイクリンを服用することによ

り、歯が黄褐色~灰褐色iζ変色する。変色は左右対称
性に帯状に連なるように観察される。

〔問題 67)病的口臭の原因となる可能性が最も高い全身
疾患はどれか。

a 高血圧
b 肝硬変

c 白内障
d 狭心症

選択肢考察 答え b
× 日 高血圧と口臭とは関係ない。

Ob 肝硬変により高アンモ二ア血症となり、肝性口臭
がみられる。

x c 白内障と口臭とは関係ない。
xd 狭心症と口臭とは関係ない。

ポイント

<口臭の分類>

煙量液の分泌が少ない時
起床時、空腹時、緊張時

生理的口臭 月経時

※摂取食品による」口含臭め(ニなンいニク、アルコールなど)
は、生理的口臭l

病的口臭 ほとんどは口腔1<::関連する
①口腔由来 う蝕、歯周疾患、口内炎、不潔な義歯など
②口腔以外の 鼻咽頭疾患(郡鼻腔炎、 アデノイドなど)
部位由来 呼吸器疾患(気管支拡張症など)

消化器疾患(胃がん、胃炎)
糖尿病(アセトン臭)、肝硬変(アンモニア臭)、
トリメチルアミン尿素(トリメチルアミン)など

心因性口臭
精神的、心理的に問題

(自臭症)

(問題 68) 食片圧入を訴えている患者に対して行ってい

るある検査時の口腔内写真 (別冊午前 No.15)を別に

示す。

同じ目的に使用するのはどれか。

a くさび
b デンタルフロス

c 工キスプローラー
d メジャリングデバイス

別冊午前 No.15 写真

選択肢考察 答え b

歯間部に

コンタクトゲージが
i事入されている

n
b
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x a くさびは歯間離開に使用する。
Ob 口腔内写真をみると歯間部にコンタクトゲージが
挿入されており、 隣接接触点の強さ(歯間離関度)

を調べていることがわかる。デンタルフロスは、食

片圧入を訴えている患者の隣接接触点の強さを調べ

るために使用する。 したがって、同じ巴的に使用し

ているのはデンタルフロスである。

x c エキスプローラーは歯石などの触知に使用するも
のであり、コンタクトゲージと同じ目的で使用する

ものではない。

xd メジャ リングデバイスはクラウンなどの厚みを計

測するものである。

ポイント

<接触点の診査>

-デンタルフロス

-コンタク トゲージ

(問題 69) う蝕活動性試験で正しいのはどれか。
a う蝕の発症を予測できる。
b 結果の判定に 1週間を要する。

c う蝕進行度の判定に用いられる。
d 特別な設備や技術が必要である。

選択肢考察 答え a
Oa う蝕活動性試験では、う蝕の発症や進行を予測で
きる。

x b う蝕活動性試験の結果の判定は数日以内である。
x c う蝕活動性試験は、う蝕進行度の判定には用いら
れない。

xd う蝕活動性試験としては、特別な設備や技術が必

要ないもののほうが簡便でよい。

ポイント

くう蝕活動性試験の白的>

-リコール間隔の決定

-う蝕予防プログラムの立案

-集団におけるスクリー二ング

.患者のモチペーションの強化

(問題 70)歯面へのフッ化ナトリウム溶液塗布時の対応
で正しいのはどれか。 2つ選べ。
a 定期的な歯面塗布を勧める。
b 口にたまった唾液は吐き出させる。

c 歯面が黒く着色することを伝える。

d 塗布後10分間は飲食を控えさせる。

選択肢考察 答え ab

Oa フッ化物歯面塗布は1回のみでは効果が少ないた
め、定期的な塗布を勧めるのがよい。

Ob フッ化物歯面塗布後は口にたまった唾液は吐き出
させる。

x c 歯面が黒く着色することを伝えるのは、乳歯う蝕
に対するフッ化ジアンミン銀塗布時の対応である。

xd フッ化物歯面塗布後30分間は飲食ゃうがいを避

けるよう指導する。

午前問題解説

ポイント

<フッ化物歯面塗布>

フッ化物の局所応用である。う蝕に対するプロフ工

ツショナルケアであり、 とくに萌出直後の歯や根面露

出した歯などに対して有効である。

〔問題 71) 患者のスケーリング中にスケーラーを指に刺
してしまった。

まず行うのはどれか。

a 担当医に報告する。
b 流水下で洗浄する。

c グ口「ブを徹去する。
d 手指を薬液で消毒する。

選択肢考察 答え c 
x a、xb、Oc、xd

スケーリング中にスケーラーを指に刺してしまっ

た場合には、直ちにグローブを外して傷口から血液

をしぼり出し、流水下で手指をよく洗浄するのがよ
し、。

ポイント

針刺し事故などを起こした場合には、まず混入した血

液を早急に体外lこ出すことを考える。その後、 上司に報
告して血液検査などを行って今後の対応を検討するのが

よい。

〔問題 72) 初診時と歯周基本治療後の再評価時のアタツ

チメン トレベル (AL)とプローピングデプス (PD>の

結果を表に示す。

初診時

AL (mm) 

PD (mm) 

再評価時

AL (mm) 

PD (mm) 

歯周基本治療による歯肉退縮量はどれか。

a Omm 
b 1mm 

c 2mm 
d 3mm 

選択肢考察 答え b 
xa、Ob、xc、xd

アタッチメントレベルはセメントエナメル境から

ポケット底までの距離であり、 プローピングデプス

は歯肉辺縁からポケット底までの距離である。その

ため、セメント工ナメル境から歯肉辺縁までの距離

はアタッチメント レベjしとプローピングデブスの

差で表される。 術前のセメン トエナメル境から歯

肉辺縁までの距離は lmmであり、歯周基本治療後

のセメントエナメル境から歯肉辺縁までの距離は

2mmであるため、歯周基本治療による歯肉退縮量

は2-1斗 mmとなる。
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ポイント

<歯肉退縮がみられる患者のアタッチメントレベル>

アタッチメントレベル=歯肉退縮量+プロービング

デプス(歯肉退緒豊=セメント工ナメル境から歯肉辺

縁までの距離)

(問題 73) 歯面塗布に用いるフッ化物でフッ化物イオン

濃度が最も高いのはどれか。

a APFゲル

b APF溶液

c 2%NaF溶液

d 8%SnF2溶液

選択肢考察 答え d
x a、xb APFゲJ["はリン駿酸性フッ化ナトリウム

(APF)溶液をゲル状にしたものである。 APF溶液

は2%NaF(第2法)が最も用いられており、フッ

化物イオン濃度は 9.000ppmである。

x c 2%NaF溶液のフッ化物イオン濃度は 9.000

ppmである。

o d 8%SnF2溶液のフッ化物イオン濃度は 19.400
ppmで最も高い。

ポイント

<フッ化物歯面塗布のフッ化物イオン濃度>

. APF溶液:9.000ppm(第2法)、12.300ppm(第1法)

APFゲル・ 9.000ppm

・2%NaF溶液・ 9.000ppm

. 4%SnF2溶液 :9.700ppm 

・8%SnF2溶液 19，400ppm 

(問題 74) 65歳の女性。全部床義歯の脱落を訴えて来
院した。患者は関節リウマチの既往がある。口腔内を診

査すると、粘膜が発赤しており、義歯の清掃不良を認めた。

考慮すべき検査はどれか。 2つ選べ。
a 唾液分泌速度
b Candida菌数

c S.mutans菌数
d Lactobacilli 菌数

選択肢考察 答え ab 
Oa 関節りウマチの既往があり、全部床義歯の脱落を
訴えているため、シ工 グレン症候群による唾液の

減少が疑われる。したがって、唾液分泌速度を測定

するとよい。

Ob 粘膜が発赤し、義歯の清掃不良を認めるため、
Candidaによる義歯性口内炎が疑われる。 したが

って、 Caηdlda菌数を測定するとよい。

x c 、xd 患者は全部床義歯の脱落を訴えて£り、

S.mutans菌数やLactobacHli菌数の測定を考慮す

べきとは考えにくい。

ポイント

<シエーグレン症候群>

関節リウマチなどの穆原病に合併することがある。

唾液や涙の分泌の低下が生じるため、口腔乾燥やドラ

イアイなどが生じる。暖液分泌霊低下により、う蝕の

増加や義歯の脱落などが生じやすい。

午前問題解説

(問題 75) 歯周病の検査はどれか。2つ選べ。

a BOP 
b 顎機能検査

c 唾液潜血検査
d グJ["コ スクリアランス

選択肢考察 答え ac 
Oa BOPはプ口ーピング時の出血のことであり、歯
周病の検査である。

xb 顎機能検査は下顎の運動などを検査するものであ

り、歯周病の検査ではない。

Oc 唾液潜血検査は歯周病のスクリー二ングに用いら

れる検査である。

xd グルコースクリアランスはう蝕活動性試験として

用いられる検査である。

ポイント

く歯周病の検査>

・0垂液潜血検査

.プローピング

-歯の動揺度検査

-付着歯肉幅の測定など

〔問題 76) フッ化物歯面塗布法はどれか。 2つ選べ。
a ;.先口法
b 噴霧法

c 綿俸法
d イオン導入法

選択肢考察 答え cd 
xa、xb、Oc、Od

フッ化物歯面塗布法として、トレ一法やイオン導

入法、綿球 ・綿棒塗布法が挙げられる。

ポイント

<フッ化物歯面塗布法>

-トレ一法

・イオン導入法

-綿球 ・綿棒塗布法

(問題 77) 器具の写真 (別冊午前 No.16)を別に示す。

この器具を用いた検査に関係あるのはどれか。2つ選
べ。

a Miller 

b Glickman 

c しoe&Silness

d Lindhe&Nyman 

別冊午前 NO.16 写真

選択肢考察 答え bd 

ファーケーシヨンプローブ

Q
U
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x a Millerは歯の動揺度の分類に関係している。ファ

ーケーションプローブとは関係ない。

Ob、Od 写真の器具はファーケーションプローブで

あり、根分岐部病変の検査に使用する。 Glickman

やしindhe&Nymanは根分岐部病変の分類に関係し

ている。

x c Loe&Silnessは歯肉炎指数 (GI)などに関係して

いる。ファ ケーションプローブとは関係ない。

午前問題解説

ポイント

<根分岐部病変の分類>

. Glickmanの分類

. Lindh巴&Nymanの水平的分類

(問題 78) キユレットスケーラーのシャープ二ングの日

的はどれか。 2つ選べ。
a 操作時間を短縮する。
b 刃部の形態を変える。

c 刃部先端を鋭利にする。

d 術者の疲労を軽減する。

選択肢考察 答え ad

Oa、Od 鋭利なカッティングエッジを作ることによ

り、スケーリング ・ルートプレー二ングの操作時間

を短縮し、 術者の疲労を軽減することができる。

xb シャープニングでは刃部の形態を変えないように

する。

x c キュレットスケーラーの刃部先端は半円形の丸み
がある。形態を鋭利にしない。

ポイント

シャーブ二ングは刃部の形態を変えずに鋭利なカツテ

イング工ツジを作るのが巴的である。それによって、術

者の疲労だけでなく、患者の不快感を軽減することもで

きる。

(問題 79) 脱灰面へのタッグで保持される材料はどれか。

2つ選べ。
a アマルガム
b 小高裂j部員塞材

c 矯正用ブラケッ ト
d カルボキシレ トセメント

選択肢考察 答え bc

xa アマルガムは酸処理不要のため、脱灰面へのタツ

グにより保持されるものではない。

Ob 小寓裂j部長塞法に使用するレジン系填塞材は、工

ナメル質への酸処理で形成された脱灰面の微小な凹

凸へのレジンタッグによって保持される。

Oc 矯正用ブラケッ トは接着性レジンセメントで歯商

に接着させるが、 工ナメル質への酸処理で形成され

た脱灰薗の微小な凹凸へのしジンタッグによって保

持される。

xd カルポキシレートセメン卜は酸処理不要のため、

脱灰面へのタッグにより保持されるものではない。

ポイント

歯質接着性のあるしジン系材料は、 エナメル質の酸処

理により得られた微小な凹凸にレジンが依合したレジン

タッグによって機械的に保持される。

〔問題 80) 5歳の男児。上顎右側乳前歯の脱落を主訴と
して来院した。上唇の裂傷、 8歯に重度う蝕がみられる。
男児は幼稚園に通園しているがコミュニケーションがと

りにくく、衣服が汚れている。母親との会話の一部を示す。

歯科衛生士 r顔をどこかにぶつけたのですかJ

母 親 rさっき転んだんですJ

歯科衛生士 r衣服がかなり汚れているようですがj

母 親 r転んだときに汚れたんだと思いますj

歯科衛生士 r手にあざがありますね』
母 親 r・・・・ 」

歯科衛生士 j『虫歯が多いようですが、これまで治療

を受けたことはありますか」

母 親 r本人が歯医者さんを嫌がるんですJ

歯科衛生士 r歯科医院には連れて行かれたのですかJ

母 親「いいえ、歯医者さんに連れてくるのは

今日が初めてです」

歯科衛生士 r初めてなんですねJ

母 親 「はい ーJ

連携をとるべきなのはどれか。 2つ選べ。
a 児童相談所
b 福祉事務所

c 市町村保健センター
d 地域包括支援センター

選択肢考察 答え ab 
Oa、Ob 8歯に重度う蝕がみられるが歯科医院に来

院するのは初めてであり、コミュニケーションがと

りにくく、衣服が汚れている。母親は転んだといっ

ているが、手にあざがあり、 乳前歯の脱落は転倒に

よるものか疑わしい。 このような虐待が疑われる児

童を発見したときは、市町村や児童相談所、 福祉事

務所と連携をとり対応することが望ましい。

x c 市町村保健センターは 「地域保健法Jに基づく施
設である。

xd 地減包括支援センターは「介護保険法」に基づく

施設である。高齢者虐待の連携先である。

ポイント

<児童虐待の通告先>

-市町村

・児童相談所

.福祉事務所

〔問題 81) ADしの評価項目はどれか。 2つ選べ。
a 買 物
b 更衣

c 洗濯
d 入 浴

選択肢考察 答え bd

x a、 xc 買物や洗濯はInstrumentalActivity of 

Daily Living (IADL:手段的日常生活動作〉の評価
項目である。

Ob、Od 更衣や入浴はActivitiesof Daily Living 
(ADL:日常生活動作〉の評価項目である。
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ポイント

く Activitiesof Daily Living (ADL 日常生活動作)> 
. 1人の人聞が独立して生活するために毎日繰り返さ

れる一連の身体的動作群をさす。

-食事、移乗〈移動〉、整容、トイレ、入浴、歩行、

階段昇降、更衣、排便、排尿の10項目がある。

〔問題 82)45歳の女性。歯磨き時に上顎前歯部の歯肉
から出血することを主訴として来院した。口腔内写真(別

冊午前No.17)を別に示す。

症状を緩和する歯磨剤の薬効成分はどれか。2つ選べ。
a 硝酸カリウム

b トラネキサム酸

c イプシロンアミノカプロン酸
d モノフルオロリン酸ナトリウム

別冊午前 No.17 写真

選択肢考察 答え bc 

歯肉腫脹

x a 硝酸カリウムは知覚過敏を緩和する歯磨剤の薬効
成分である。

Ob トラネキサム酸は歯肉腫脹や歯肉からの出血を緩
和する歯磨剤の薬効成分である。

Oc イプシロンアミノカプロン酸は歯肉の炎症を緩和

する歯磨剤の薬効成分である。

xd モノフルオロリン酸ナトリウムは歯の再石灰化を

促進する歯磨剤の薬効成分である。

ポイント

<歯周疾患、予防のための歯磨剤の薬効成分>

-殺 菌塩酸クロルヘキシジン、トリクロサン、

塩化セチルピリジニウム、塩化ペンザ)1.，コ

ニウム

-消 炎 ・グリチjしりチン酸類、イプシロンアミノカ

プロン酸

・出血抑制:トラネキサム酸

-粘膜の収鮫 。塩化ナトリウム

〔問題 83) 保健所で保護者を対象とした歯科保健指導を

行ったところ、保護者から口腔清掃方法について質問を

受けた。児童は1週間前に下顎乳中切歯が萌出したとい

う。全身疾患や口腔粘膜の異常はない。

保護者への適切な助言はどれか。

a 歯ブラシに慣らす練習をしましょう。
b 夜間!こ頻回の授乳を行ってください。

c 就寝前の歯磨きを習慣化してください。
d 子ども自身で歯を磨く練習を開始しましょう。

選択肢考察 答え a
Oa 下顎乳中切歯が萌出するのは生後7~8 か月の離

午前問題解説

乳中期である。この時期の口腔清掃方法は歯ブラシ

に慣らす練習をすることである。

xb 離乳中期は夜間に頻回の授乳を避けるように指導

する。

Xc 就寝前の歯磨きを習慣化するのは離乳完了婦であ

る。

xd 子ども自身で歯を磨く練習を開始するのは離乳完

了期である。

ポイント

<離乳中期(生後 7~8か月)の口腔清掃方法>

-歯ブラシに慣らす練習をする。

-夜間に頻田の授乳を避けるように指導する。

(問題 84)歯科保健指導で適切なのはどれか。2つ選べ。
a 定期健康診査で評価する。
b 保健行動の変更を強制する。

c 口腔内状況を公表して競わせる。
d 自分で可能な口腔清掃法に自信をもたせる。

選択肢考察 答え ad

O臼 行動変容が継続していることを定期健康診査で評
価する。

xb 行動変容は強制してもあまり効果はない。

x c 口腔内状況を公表して競わせる乙とはない。
Od 自分で可能な口腔清掃法に自信をもたせ、継続さ

せることが重要である。

ポイント

行動変容では相手の状況に応じて、指導の方法や内容

を柔軟に変化させることが重要である。

〔問題 85) 口腔由来の口臭症で歯周病穣患の有無にかか
わらず高濃度に検出されるのはどれか。

a 硫化水素
b アンモ二ア

c インドール
d メチルメルカブタン

選択肢考察 答え a
Oa 生理的口臭をはじめ口腔由来の口臭症では硫化水

素が高濃度に検出される。

xb 腎不全では全身由来の病的口臭としてアンモ二ア

が検出される。

Xc 肝疾患や腸疾患では全身由来の病的口臭としてイ

ンドールが検出される。

xd 歯周病由来の口臭では硫化水素のほかメチルメル

カブタンが検出される。

ポイント

<口臭の原因となる偉発性硫黄化合物>

-硫化水素

・メチルメルカブタン

-ジメチルサルファイド

nu 
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(問題 86)50歳の男性。歯周病の治療のため通院して
いる。 30年間で 1日20本の喫煙習慣がある。喫煙に

ついて聞きとりを行った。結果を別に示す。

・朝起きたらまず喫煙をする。

-体調が悪くても喫煙はする。

喫煙所を見つけるたびに喫煙する。

禁煙指導で適切なのはどれか。

a 禁煙外来を紹介する。

b 電子タバコに蓄える。

c 低ニコチンタバコに替える。

d 喫煙本数を徐々に減少させる。

選択肢考察 答え a
Oa  喫煙習慣や聞きとりの結果からニコチン依存度が

高いため、禁煙外来を紹介することは適切であるo

x b 霞子タバコに替えても喫煙習慣は変わらないた

め、禁煙指導としては適切でない。

x c 低ニコチンタバコに替えても喫煙習慣は変わらな
いため、禁煙指導としては適切でない。

xd 喫煙本数を徐々に減少させても喫煙習慣は変わら

ないため、禁煙指導としては適切でない。

ポイント

<禁煙指導>

禁煙指導では 1:本も喫煙させないことが望ましい。

禁煙支援の協力者を本人に決めさせ、禁煙外来や禁煙

補助薬の使用を推奨する。

〔問題 87) 食事バランスガイドにおける副菜はどれか。

a 納豆
b ヨーグル卜

c ロールHン
d ひじきの煮物

選択肢考察 答え d

x a 納豆は主菜である。
x b ヨーグル卜は牛乳 ・乳製品である。

x c ロールパンは主食である。
Od ひじきの煮物は副菜である。

ポイント

<食事バランスガイ ドの料理グループ>

目ごはん、パン、麺、パスタなどを主材料とする料理(主lζ炭水化
物の供給源)。

主食 11つ分=ごはん小盛り1杯=おにぎり1個=食パン1枚など
1.5つ分=ごはん中盛り1杯など
2つ分 =うどん1杯=もりそば1杯=スパゲッティーなど
野菜、いも、豆類(大豆を除く)、きのと、海藻などを主材料と
する料理(主にビタミン ミネラル、食物繊維の供給源)。

副菜|
1つ分=野菜サラダ=具だくさん昧噌汁=ひじきの煮物など
2つ分=野菜の煮物=野菜妙め=芋の煮っころがしなど
肉、魚、卵、大豆および大豆製品などを主材料とする料理(主に
たんぱく質の供給源)。

主菜 11つ分=冷奴=納豆=目玉焼き-sllなど
2つ分=焼き魚=魚の天ぷら=まぐろとイ力の刺身など
3つ分=ハンJ(ーグステーキ=豚肉のレょうが焼きなど
l牛乳、ヨ グルト、チズなど(主にカルシウムの供給源)。

牛乳 | 
乳製品 11つ分=牛乳コップ半分=チーズ1かけ=ヨーグルト1パックなど
|2つ分=牛乳紙1本分
|りんご、みかん、すい力、いちとなど(主にビタミンC、力リウ

果物 |ムの供給源)。
1つ分=みかん1個=りんご半分=かき1個=梨半分など

午前問題解説

〔問題 88)高齢者の栄養スクリー二ング検査はどれか。
a BI (Barthel Index) 

b FIM (Functional Ind巴pendenceMeasure) 

c MMSE (Mini-Mental State Examination) 

d MNA (Mini-Nutritional Assessment) 

選択肢考察 答え d

x a BIはADL(Activities of Daily Living)の評価法

である。食事、移乗、整容、トイレ、入浴、歩行、

階段昇降、更衣、排便、排尿の 10項目を評価する。

「できるJADしを評価する。

x b FIMは，ADしの評価法である。実際に 「してしるJ

ADしを評価することで、介助量の測定が可能であ

る。

x c MMSEは認知機能の評価スケールである。認知
症のスクリーニングを目的とする。

Od MNA (簡易栄養状態評価法〉は高齢者の栄養ス

クリーニングを目的とする。

ポイント

<高齢者の栄養スクリーニング検査>

-主観的包括的評価法 (SGA)

-簡易栄養状態評価法 (MNA)

〔問題 89) 鼻咽腔を閉鎖するのはどれか。

a 口蓋垂筋
b 口蓋舌筋

c 口蓋帆挙筋
d 口蓋帆張筋

選択肢考察 答え c
x a 口蓋骨後端の後鼻赫から起始し、軟口蓋の正中部
を後下方に走り、口蓋垂に停止する。収縮により口

蓋垂を挙上する。

xb 口蓋腹膜に起始し、口蓋舌弓内を縦走し、舌縁お

よび舌背に停止する。口峡を閉鎖する。

Oc 側頭骨岩様部および耳管軟骨より起始し、口蓋腿

膜に停止する。収縮すると口蓋帆は挙上するため、

鼻咽腔が閉鎖される。

xd 口議中凡張筋は蝶形骨線、蝶形骨舟状富、耳管膜性

板から起始し、翼状突起内側板の下端にある翼突鈎

で内側に向かつて直角に曲がり、口蓋鍵膜に停止す

る。収縮すると口蓋帆は下降する。

ポイント

<鼻咽腔閉鎖機能>

水や食塊が咽頭に送られると、軟口蓋が挙上して咽

頭鼻音日との隙聞を塞ぐことで、鼻腔との交通を遮断す

る機能である。

(問題 90)咳テストで正しいのはどれか。
a 冷水を用いる。
b シリンジを用いる。

c 口腔底に水を入れる。
d 0嵩息患者には行わない。

選択肢考察 答え d
x a 咳テストではク工ン酸生理食塩水水溶液を用い
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る。冷水を用いるのは改定水飲み検査である。

Xb 咳テストでは超音波ネブライザーを用いる。シリ

ンジを用いるのは改定水飲み検査である。

x c 咳テストではク工ン酸生理食塩水水溶液を口から
吸入してもらう。冷水を口腔底に入れるのは改定水

飲み検査である。

Od 咳テストは目指息患者には禁忌である。

ポイント

<咳テスト>

反復唾液畷下テストや改訂水飲み検査、フードテス

トで見洛とされやすいムセのない誤瞬、いわゆる不顕

性誤臓を評価する。

〔問題 91) 85歳の女性。同居している家族から食事時

にむせることが気になると相談された。これまでは家族

と同じように食事していたが、最近はむせることが多く

なってきたという。

適切な助言はどれか。

a 1口霊を多くする。
b 頭部を後屈させる。

c {[p臥位で廊下させる。
d 液体にはとろみをつける。

選択肢考察 答え d
x a 1口震が多いと誤隠しやすくなるため少なくす
る。

Xb 頭部を後屈させると誤慨しやすくなるため、頭部

は前屈させる。

x c 座位またはフアーラ一位で嚇下させる。
Od 食事時にむせているため、誤嚇が疑われる。液体
は誤嚇しやすいため、片栗粉などて。とろみをつける

ことが適切である。

ポイント

介護施設でよく提供されるきざみ食については、 口腔

内に運びにくい、口腔内で食塊を作りにくい、こぼれや

すい、咽頭に残留しやすいなどの理由で、臓下障害のあ

るときには適さないといわれている。

〔問題 92) ある装置の写真 (別冊午前 No.18)を別!こ
示す。

この装置で改善できるのはどれか。 2つ選べ。

a 関口障害
b 構音障害

c 摂食 -嚇下障害
d 鼻咽腔閉鎖機能障害

|別冊午前 NO.18 写真

選択肢考察 答え bc 

舌接触補助床

午前問題解説

x a 関口障害は舌接触補助床で改善できない。
Ob 構音障害は舌接触補助床で改善することが可能で
ある。

Oc 摂食 -際下障害は舌接触補助床で改善することが
可能である。

xd 鼻咽腔閉鎖機能障害は軟口蓋挙上装置くJI.ラタル
リフト〉で改善することは可能であるが、舌接触補

助床では改善できない。

ポイント

<舌接触補助床>

口蓋の形態を変えることで舌の機能低下を補い、摂

食 ・際下障害や構音(発音)障害の改善を促す。

(問題 93) 健康教育で適切なのはどれか。

a 介入の方法は一定にする。
b 健康行動と価値観は無関係である。

c 知識を提供すれば行動変容は完了する。
d 動機付けに関わる因子は時間とともに変化する。

選択肢考察 答え d
xa 介入は対象者に合わせて行うべきである。
Xb 健康行動はそれぞれの価値観で大きく異なる。

x c 知識を提供しても行動が変わらなければ完了しな
い。

Od 動機付けに関わる因子は一定ではなく、時間とと
もに変化すべきである。

ポイント

健康教育では動機付けが重要であり、危機感は行動変

容のきっかけになる。

(問題 94) 車椅子患者のチ工アーユニットへの移動で適

切なのはどれか。 2つ選べ。

a 介助者は腰を高くしておく。
b 車精子のフットレストを下げる。

c 車椅子に浅く座り直してもらう。
d チェアーユニットを座位にしておく。

選択肢考察 答え cd
x a 介助者は力を要するので、腰を低くしておく。
xb 車椅子のフットレストをもち上げ、介助者の足を

入れる。

Oc デンタルチ工アlこ移動させやすいように、車椅子
に浅く座り直してもらう。

Od チ工アーユニットを座位にしておく。さらに、デ
ンタルチェアに移動させやすいように、車椅子のシ

ートより下げておく。

ポイント

<車椅子患者の補助>

①フットレストは持ち上げる。

②介助者は腰を低くする。

③デンタルチ工アを車筒子のシートより下げておく。

④患者の左側にユニットがくるように車筒子を寄せ

る。

⑤介助者の両腕を患者の脇に入れて移動させる。
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(問題 95)歯科用診療台〈ユニット〉に付属していない
のはどれか。

日 コンプレッサ-

b ブラケットテーブル

c スリ ウ工イシリンジ

d フットコントローラー

選択肢考察 答え a
x a コンブレッサ とは空気圧縮機のことで、工ア

タービン、スリーウェイシリンジにエアー(空気)

を送る機械である。歯料用診療台〈ユニット〉に付

属していない。

Ob ブラケットテーブルとは基本セットや各種薬品、
ワッテ缶などを置く台のことである。

Oc スリーウェイシリンジからはウォーターと工アー
が出る。

Od フッ トコントローラーは工アータービン、マイク
ロモーターの回転制御を行うもので、足で操作する。

ポイント

<歯科用診療台に付属しているもの>

①ライト

②ブラケットテーブル

③スリーウェイシリンジ

④工アータービンハンドピース

⑤マイクロモーターハンドピース

⑥コップ給水装置

⑦排唾器

③スピットン

⑨フッ トコントローラー

⑩給水パルプ

⑪排唾HJレブ

⑫ヘッドレストなど

(問題 96) 歯科用セメントでポリアクりJ[，酸を液体成分
とするのはどれか。 2つ選べ。
a リン酸亜鉛セメント
b 接着性レジンセメント

c カルポキシレートセメント
d グラスアイオノマーセメント

選択肢考察 答え cd
x a リン酸亜鉛セメントは、粉末が酸化亜鉛、酸化マ
グネシウムで、液体が正リン酸である。

Xb 接着性レジンセメント (PMMA系)は、粉末が
PMMA (ポリメチルメタクリレート)で、液体は
4-METAが添加されたMMA(メチルメタクリレ
ト)である。

Oc カルボキシレ トセメントは、粉末が酸化亜鉛、
酸化マグネシウムで、液体がポリアクリル酸、イタ

コン酸である。

Od グラスアイオノマーセメントは、粉末がアルミナ
シリケートガラス、フッ化カルシウムで、液体がポ

リアクリル酸、イタコン酸である。

ポイント

<各種歯科用セメントの粉末と液体の成分>

セメント | 粉末 | 液体

グラスアイオノマー |アルミナシリケートガラス lポリアクリJ~酸
セメント |フッ化カルシウム |イタコン酸
リン酸蛮鉛セメント |酸化彊鉛、酸化マグネシウム 1.iEリン酸
力J~ポキシレ トセメント|酸化亜鉛、酸化マグネシウム|ポりアクリル酸
酸化亜鉛ユージノー)~ I .~".=... _，，_. I |酸化亜鉛、 口ジン |ユージノルセメント I~'----- --- I 

ケイ酸セメント |アルミナシリケートガラス |正リン酸

EBAセメント 酸化亜鉛、シリカ
ユージノール、
オルトエトキシ安
息香酸

(問題 97) 光重合型コンポジツトレジンで正しいのはど

れか。 2つ選べ。
a 光増感剤はカンファーキノンである。
b 重合抑制剤はハイ ドロキノンである。

c フィラーは全体の 20~ 30%を占める。

d ベース材はメチルメタクリレートである。

選択肢考察 答え ab 
Oa 光増感剤はカンフア キノンである。
Ob 重合抑制剤はハイドロキノンである。
x c 無機質フィラー (石英，シリカ，アルミナ，ガラ
ス)が全体の 70~80%以上を占める。

xd ペース材はBiシGMAである。

ポイント

<光重合型コンポジッ トレジンの特徴>

①ペース材(基材)の主成分はBis-GMAである。
②無機質フィラー (石英，シリカ， アルミナ，ガラ

ス)が全体の70~80%以上を占める。

③無機質フィラーはシラン処理されている。

④重合開始剤 ‘カンファーキノン

⑤重合抑制剤:/ ¥イドロキノン

⑤重合促進剤:ジメチルパラトルイジン

⑦熱膨張係数 :23~41 x 10.6j"C 

(歯質 11.4xlO勺'C)

〔問題 98) 上顎左側第一小臼歯の隣接面う蝕にコンポジ

ツトレジン修復を行うことになった。ラパーダムクラン

プの写真 (別冊午前 No.19)を別に示す。

使用するのはどれか。

日 ① b ② c @ d @ 

別冊午前 NO.19 写真 '

選択肢考察 答え a 

① ② 

③ ④ 

qd 
フ
」
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Oa ①は上下顎小臼歯部閣のクランプである。
Xb ②は下顎大臼歯用のクランプである。
Xc ③は下顎前歯周のクランプである。

xd ④は上顎前歯周のクランプである。

ポイント

くクランプの分類>

# 201 上顎大白歯用

# 202 下顎大臼歯周

# 207 上下顎小臼歯周
# 210 上顎前歯用

〔問題 99) 即時歯間分離法に使用するのはどれか。 2つ

選べ。

a ウエッジ
b 弾性ゴム

c セバレータ-
d デンタルフロス

選択肢考察 答え ac

Oa ウエッジ(くさび)は即時歯悶分離法で使用され
る器具である。

xb 弾性ゴムは緩徐歯間分離法で用いられる。

Oc セバレーターは即時歯問分離法で使用される器具
である。工リオツ トやアイポリーなど、いくつか種

類がある。

xd デンタルフロスは緩徐歯問分離法で用いられる。

即時分自在に比べて傷害が少なく、患者に不快感を与

えない利点はあるが、目的を達するまでに時間を要

する。

ポイント

く歯間分離で用いる材料>

(問題100) 外科的歯周療法用器具の写真 (別冊午前No.

20)を示す。

この器具を用いないのはどれか。

a 歯肉切除術
b 遊離歯肉移植術

c 歯肉剥離掻腿術
d 歯周組織再生誘導法

|別冊午前 NO.20 写真

選択肢考察 答え a 

持針器

xa 歯肉切除術は仮性ポケットで歯槽骨吸収がない場
合に行う。骨縁上ポケッ トの軟組織笠を切除して、

仮性ポケットを除去する。ポケッ トマーカ一、力一

クランドメス、歯周パックは必要であるが、骨膜剥

一24-

午前問題解説

離子、持針器、縫合糸は必要ない。

Ob 遊離歯肉移植術には骨膜剥艶子、持針器、縫合糸、
歯周パックなどが用いられる。

Oc 歯肉剥離掻限術〈フラップ手術〉には骨膜剥離子、
持針器、縫合糸、歯周パックなどが用いられる。

Od 歯周組織再生誘導法 (GTR法〉の術式は通常の

フラップ手術に準じる。骨膜剥m子、持針器、縫合
糸、歯周パックが用いられる。

ポイント

く歯肉切除術での準備器具>

-局所麻酔用器具一式、ポケッ トマーカ一、 カークラ

ンドメス、 歯周パック、スケーラーなど。

・縫合用器具一式は必要ない。

〔問題 101) 校合調整に使用する器具はどれか。

a カーバイ ドパー
b コンタクトゲージ

c 力ーボランダムポイント
d ファーケ ションプローブ

選択肢考察 答え c
xa カーバイドパーは歯質の切削に用いる。岐合調整
には用いない。

xb コンタクトゲージは隣接面における接触状態を診
査するのに用いる。

Oc カーボランダムポイントは岐合調襲、冠や充線物
の形態修正に用いる。

xd ファーケーシヨンプローブは根分岐部病変の診査

に用いる。

ポイント

く岐合調整!こ使用する器具>

カーボランダムポイント、R交合紙、町交合紙ホルダー
など。

〔問題 102) 印象用トレーの写真 {別冊午前 NO.21)を

別に示す。

このトレーについて正しいのはどれか。 2つ選べ。
a 歯肉圧排が必要である。
b 概形印象採得に用いる。

c 支台歯の概形成後に製作する。
d トレーにシリコーンラパー印象材を盛る。

別冊午前 NO.21 写真

選択肢考察 答え cd 

個歯トレー

x a 歯肉庄排は不要である。
xb 個歯トレーも個人トレーも精密印象に用いる。

Oc 個歯トレーは支台歯形成前に製作することはでき
ない。ある程度支台歯形成した後(概形成後)に、

第27回第1困撲試

アルジネート印象を行い、この印象で作られた模型

上で個歯トレーは製作される。

Od トレーにはシリコーンラパー印象材を盛って印象

採得する。

ポイント

く個歯トレー>

①支台歯数と問じ数が必要である。

②精密印象に用いる。

③個歯トレーは支台歯形成後に製作される。

④即時重合レジンで製作することが多い。

⑤シリコーンラパー印象材を用いることが多い。

⑥歯肉庄排は不要になる。

(伺題 103) 器具の写真 (別冊午前 No.22)を別に示す。

この器具の用途はどれか。

a 切開 ・排膿
b 残根の鍍去

c 歯槽骨の削除
d 不良肉芽の除去

Ijj有写前 NO.22 写真

選択肢考察 答え d 

語圏
鋭匙

x a メス、ゾンデ(=消息子)の使用目的である。
xb 残根釦子やルートチップの使用目的である。
x c マイセル、マレット、骨パーなどの使用目的であ
る。

Od 鋭匙の使用目的である。

ポイント

く口腔外科用器具とその用途>

用途

メス 切開

骨膜剥離子 骨膜剥縦

マイセル、マレツト、骨パー 歯偲骨の削除

3見匙 不良肉芽の除去

エレベーター 歯の脱臼、抜歯

抜歯鉛子 抜歯

スポンゼル、オキシセル 局所的止血

縫合用器具一式 縫合

世二とチップ 残根の抜去

(問題 104) 鍍歯後の患者指導で適切なのはどれか。 2つ

選べ。

a 俵歯窓を歯ブラシで磨いてください。
b 腫れたときは温湿布で温めてください。

c 抜歯当日は入浴、飲酒、運動は避けてください。
d 麻酔奏効中は口唇を噛まないようにしてください。

午前問題解説

選択肢考察 答え cd
xa 抜歯:i;に触れないようにしたほうがよい。

xb 腫脹がある場合は、冷湿布で患部を冷やす。

Oc 抜歯後、当日は入浴、飲酒、運動などは避けても
りつ。
Od 麻酔は術後 1~3時悶持続するので、岐頬 ・ 岐

舌の危険性を注意する。

ポイント

く抜歯後の注意点>

①麻酔は術後1~3時間持続するので、 q交頬 ・ 岐舌の

危険性を注意する。

②麻酔が切れると存痛が生じやすいので、鎮痛薬の服

用方法を説明する。

③帰宅後出血した場合に備えて、滅菌ガーゼを渡し、

圧迫止血をするように指導する。

④扱歯後、当日は入浴、飲酒、運動などは避けてもらう。

⑤腫脹がある場合は、;令湿布を行い患部を冷やす。

〔問題 105) 頭部エックス線規格写真における顔面平面上

の点との組合せで正しいのはどれか。

a ナジオン一一一一一ー ポゴニオン
b オルピターレ一一一一ー ポリオン

c セラ ポゴニオン

d ANS PNS 

選択肢考察 答え a
Oa ナジオン (N)とポゴニオン (pog)とを結んだ
平面を顔面平面という。

x b オルビターレ (Or)とポリオン (Po)とを結ん

だ平面を FH平面(=フランクフルト平面)という。

x c SN平面はセラ (S)とナジオン (N)とを結ん

だ平面である。

x d ANSとPNSとを結んだ平面を口蓋平面という。

ポイント

<頭部エックス線規格写真の基準平面>

①5N平函 セフ (5) ナジオン (N)

②FH平面 オルピターレ (Or) ポリオン (Po)

③顔面平面 ナジオン (N) ポゴオン (POq)

@口蓋平面 AN5 PN5 

⑤岐合平面 上下領中切歯切縁の中点
上下顎第一大臼歯の岐頭猷
合する中点

⑥下顎下線平面 メントン (Me) 下顎下縁の後線聞の最深点

⑦Y勅 セラ (5) グナチオン (Gn)

〔問題 106) 歯科治療で2歳児を非協力にする援も大きい

要因はどれか。

a 暗示
b 反抗心

c 病的恐怖
d 分離不安

選択肢考察 答え d 

xa、xb、xc、Od

2歳ころは自我が確立していないため、保護者と
分離すると不安感が熔加する。 そのため、治療に対

して非協力的なる。したがって、3歳未満では母子

分離をしないのが原則である。

R
d
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ポイント

<歯科的対応法>

3歳未満 3歳以上
母子分離 X i込

ト クンエコノミ，.去 。 。
(オペラント条件づけ法)

モァリング法 f':.. 。
TSD法 × 。
HOM法 × O (泣叫ぷ小児)
タイムアウト法 × 。
前投薬 。 × 

笑気吸入麻酔法 X 。

〔問題107) 心身障害児への対応で正しいのはどれか。
日 リコールを通して予後管理を行う。

b 保護者は診療室に入れないようにする。

c 抑制異と関口器の使用は不可欠である。
d TSD 法は精神発達遅滞児に有効である。

選択肢考察 答え a
Oa 患児白身で口腔衛生管理できない場合が多いの
で、りコールを通して予後管理を続ける。

xb 窓児と意思疎通がとれないことが多いので、保護

者を診療室に入れたほうがよい。

x c 障害が軽度でコミュニケーシヨンがとれるなら、
抑制具と関口器は不要である。

x d TSD 法 (TellShow Do 法)は 5~6歳前後の協
カ児に適応される。

ポイント

<心身障害児の歯科診療>

①必ず全身麻酔下で行うわけではない。

②障害の種類や程度によって対応が異なる。

③リコールを通して予後管理を続ける。

④必ず抑制具と開口器を使用するわけではない。

⑤精神発達遅滞児では歯の数や形の異常、不正岐合が

多い。

⑥精神発達遅滞児では歯肉炎 ・う蝕の権窓率が高い。

⑦ハンドオ パーマウス法 (HOM法)は精神発達遅
j講児にあまり有効ではない。

③全身麻酔法は不随意運動のある脳性麻痩児に有効で

ある。

(問題 108)摂食隙下機能の評価のため確認するのはどれ
か。

a 食べる順番
b 嫌いな食べ物
c 食事をした時刻
d 食事に要した時間

選択肢考察 答え d

x a 食べる順番は、摂食撚下機能の評価のために確認
する事項ではない。

xb 食物の好き嫌いは、摂食聞東下機能の評価のために

確認する事項ではない。

x c 食事をした時刻は、摂食畷下機能の評価のために
確認する事項ではない。

Od 摂食聞東下障害があると、食事に要する時間が長く
なる。そのため、摂食嚇下機能の評価のため確認する。

午前問題解説

ポイント

<摂食鴨下機能の評価>

食事の姿勢、摂食動作、食事に要した時間など。

〔問題 109) 成人の心肺蘇生 (CPR)の胸骨庄迫で正し
いのはどれか。 2つ選べ。
日 剣状突起を圧迫する。

b 胸骨圧迫は片手で行う。

c 1 分間lこ 100~120 回行う。

d 胸骨圧迫30回に対し人工呼吸を2回行う。

選択肢考察 答え cd
x a 決して剣状突起を圧迫しないように注意する。
xb 術者は両手を重ね合わせて患者の胸骨の下半分の

部位に置き、胸骨圧迫は両手で行う。

o c 100~120 回/分の割合で、胸骨が 5~6cm 陥

凹する程度に押す。

Od 胸骨圧迫30回に対し人工呼吸を2回行う。

ポイント

<成人の心肺蘇生 (CpR)> 
-術者は両手を重ね合わせて患者の胸骨の下半分の部

位に置く。

. 100~ 1 20回/分以上の割合で、胸骨が5~6cm陥凹

する程度に押す。

. 1人で行う場合は、胸骨圧迫30固に対し人工呼吸
を2回行う。

. AEDを装着するまで胸骨圧迫を行う。

(問題 110) 脈泊の測定について正しいのはどれか。 2つ

選べ。

a 脈拍は母指で測定する。
b 脈拍は犠骨動脈で測定する。
c 頻脈は血圧が高い場合lこ起こる。
d 不整脈ではリズムの乱れがみられる。

選択肢考察 答え bd

x a 脈拍は31旨(示指、中指、薬指)で蝕知する。
Ob 脈伯は通常、犠骨動脈で触知するが、足背動脈、
上腕動脈、総頚動脈でも触知できる。

xc 血圧が高い場合、頚動脈洞や大動脈弓にある伸展
受容器により反射性に循環の抑制が起こるため、脈

拍は徐脈となる。

Od 脈拍の速度、リズム(律動)、周期などが乱れる
病変を不整脈という。

ポイント

<脈拍の測定>

①脈拍は3指(示指、中指、薬指)で触知する

②通常は、携骨動脈で触知する (足背動脈、 上腕動

脈、総頚動脈でも触知できる)

③脈拍数の基準値成人60~80回/分、学童期70~

90回/分、幼児90~ 1 20回/分

n
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戸
L

解説 (午後問題)

(問題 1) 純綾液腺はどれか。

a 耳下腺
b 顎下腺
c 舌下腺
d 前舌腺

選択肢考察 答え a
Oa 耳下腺は大唾液腺の 1つで、純策液腺である。
xb 顎下線は大唾液腺の 1つで、混合腺であるが、粘

液より疑液のほうが多い。

x c 舌下腺は大唾液腺の1つで、混合腺であるが、奨
液より粘液のほうが多い。

xd 前舌腺 (Blandin-Nuhn腺)は舌尖の下部にある
小唾液腺で、混合腺である。

ポイント

<大唾液腺 (3つ)> 
①耳下腺;純策液腺

②顎下腺 ，混合腺 (粘液性<竣液性)

③舌下腺，混合腺(粘液性>疑液性)

(問題 2) 顔面頭蓋骨の写真 (別冊午後No.l)を別に

示す。

矢印の部分に付着するのはどれか。

a 岐筋
b 側頭筋

c 内側翼突筋
d 外側奨突筋

別冊午後 No.l 写真

選択肢考察 答え b 

筋突起

関節突起

x a 岐筋の起始は頬骨弓で、停止が下顎枝外面の岐筋

粗面である。

Ob 矢印部分は筋突起なので側頭筋が付着する。側頭
筋の起始は{則頭寓で、停止が下顎骨の筋突起である。

x c 内側翼突筋の起始は蝶形骨翼状突起の翼突窓で、
停止が下顎角内面の翼突筋粗面である。

xd 外側翼突筋の下頭の起始は蝶形骨翼状突起外側板
で、停止が関節突起の下顎頚内面の翼突筋窓である。

ポイント

<日且咽筋の起始と停止>

明鴫筋 起始 停止 作用

岐筋 頬骨弓
下顎絞外面 関口運動、
(畷筋粗面) 下顎の前方運動に関与

閉口運動、
側頭筋 側頭窓 筋突起 下顎の後方運動、

巳 自~方運動に関与

内側 蝶形骨翼状突起の 下顎角内面 閉口運動、
翼突筋 翼突窓 (翼突筋粗爾) 下顎の前方運動に関与

外側
上頭蝶形骨*);1;1関節円板 関口選動、
下頭蝶形骨奨状 関節突起の下顎頭内面 下顎の前方運動、

翼突筋
突起外慣~板 (翼突筋窓) 側方運動に関与

〔問題 3) 歯の岐頭数と歯根数との組合せで正しいの
はどれか。

a 上顎第一乳臼歯一一一一2岐頭2根
b 上顎第二乳臼歯一一一一 2岐頭3根

c 下顎第一乳臼歯 4 ~交頭 3 根
d 下顎第二乳臼歯一一一5岐頚2根

選択肢考察 答え d
xa 上顎第一乳臼歯は 2~3 校頭3 根である。

xb 上顎第二乳臼歯は4岐頭3根である。

x c 下顎第一乳臼歯の約50%は4校頭2根である。
Od 下顎第二乳臼歯は5岐頭2根である。

ポイント

<各歯の岐頭数と歯根数>

上顎 下 顎

乳中切歯、乳側切歯、乳犬歯 1根 1根
第一乳臼歯 2~3岐頭 3根 4岐頭2根(50%)
第乳臼歯 4岐頭3根 5q交頭2根

中切歯、側切歯、犬歯 1 t艮 1根
第一小臼歯 2q交頭2根(50%) 2岐顕1根
第小臼歯 2q交頭1根 2U交頭1根
第一大臼歯 4岐頭3根 5岐頭2根
第一大臼歯 4岐頭3根 4岐頭2根(50%)

〔問題 4) DNAの二重らせん構造の維持に関与する結

合はどれか。

a 共有結合
b 水素結合

c 金属結合
d イオン結合

選択肢考察 答え b 

xa、Ob、xc、xd
アデ二ンとチミンは2本の水素結合で、グア二

ンとシトシンは3本の水素結合で二重らせん構造
を維持している。
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ポイント

< DNAの二重らせん構造>

. りン目置の骨格

寸息水素総合
塩事の積豊富

(問題 5) 胃液の分泌を促進するのはどれか。
a トリプシン
b セクレチン

c ガストリン
d アミラーゼ

選択肢考察 答え c
x a 十二指腸に分泌される隣液に含まれる消化酵素

で、タンパク質をポリペプチドやアミノ酸lこ分解す
る。

x b 十二指腸から空腸の粘膜で産生され、小腸内の

pHの低下によって血中に放出される消化管ホルモ

ンである。胃酸の分泌や小腸の運動を抑制する。ま

た、際液の分泌を促進する。

Oc 胃の幽門部粘膜でE互生され、食物による機械的刺
;激および迷走神経刺激により分泌される消化管ホル

モンである。胃液の分泌や、胃酸 (塩酸)やペプシ

ンの分泌を促進する。

xd 唾;夜、解液に含まれる消化醇素で、デンプンを麦

芽糖に分解する。

消化管ホルモン

ガストリン

エンテロガストロン

セレクチン

コレシストキ二ン
(1(ンクレオチミン〉

(問題 6) 昧醤が存在するのはどれか。

a 切歯乳頭
b 有郭手L~真
c 糸状乳頭
d 耳下腺乳頭

選択肢考察 答え b

xa 切歯乳頭とは上顎左右中切歯聞に存在し、直下に
は切歯孔が存在する。

Ob 昧覚の受容器は昧雷に存在する昧細胞であり、舌
乳頭(有郭乳頭、賞状乳頭、葉状乳頭)や軟口蓋に

は昧替が存在する。

X c 糸状乳頭は舌乳頭の 1つであるが、昧雷は存在

しない。

午後問題解説

xd 耳下腺乳頭とは頬粘膜に存在する耳下腺の関口部

位である。

ポイント

く昧蓄>

・味覚の受容器は味雷に存在する昧細胞である。

-舌乳頭(有郭乳頭、茸状乳頭、葉状乳頭)や軟口蓋

には味雷が存在する。

-糸状乳頭には昧奮は存在しない。

(問題 7) 体温の調節に関与するのはどれか。

a 小脳
b 延髄

c 視床
d 視床下部

選択肢考察 答え d
x a 小脳は平衡感覚や筋の緊張調節など全身運動の統
合を行う。

xb 延髄には呼吸中枢、血圧調節中枢、唾液分泌中枢、
O~吐中枢、心臓抑制中枢、血管運動中枢が存在する。

Xc 視床は感覚を伝える神経経路の中継所である。

Od 視床下部には体温調節中枢、摂食中枢、飲水中枢、
睡眠中枢が存在する。

ポイント

<視床下部>

体温調節中枢、摂食中枢、飲水中枢、睡眠中枢が存

在する。

(問題 8) アポトーシスで認められるのはどれか。

a 核の崩壊
b 細胞の膨潤

c 遺伝子の関与
d 細胞周囲への炎症反応

選択肢考察 答え c
x a、xb、xd これらは壊死〈ネクローシス〉の特
微である。

Oc アポトーシスは個体の遺伝的に制御された生理
的、能動的な細胞死のことである。アポトーシスで

は被の凝集、細胞の縮小 ・断片化がみられる。

ポイント

<ネクローシスとアポトーシス>

i裳死〈ネクローシス〉 アポト シス
発生状況 集団的 散発的

細胞の形態変化 膨潤 縮小、断片化
核の変化 崩壊 凝集、断片化

細胞周回への炎症反応 引き起こす 引き起こさない

遺伝子の関与 なし あり

〔問題 9) 抜歯創の治癒過程でみられるのはどれか。

a 凝血の器質化
b 内皮細胞の消失

c 破歯細胞の1曽加
d 象牙芽細胞の出現

nu
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選択肢考察 答え a
Oa 抜歯後 2~4 日目で凝血塊の器質化が認められ
る。

xb 内皮細胞の消失は認められない。
x c 破歯細胞は歯根吸収や内部吸収でみられる。
xd 歯は存在しないので象牙芽細胞は存在しない。歯

槽骨骨縁部lこは破骨細胞が現れ、骨吸収がみられる。

ポイント

<抜歯創の治癒過程>

①抜歯後2~4日目で肉芽組織が増殖し始める(器質

化の開始)。

②抜歯後2~4日巴で創縁の歯肉上皮細胞も増殖し、

創面を覆い始める。

@歯槽骨骨縁部lこは破骨細胞が現れ、骨吸収がみられ
る。

④抜歯後1週日で凝血塊は肉芽組織に置換される。

⑤抜歯後1か月目で抜歯寓が新生骨梁で満たされる。

〔問題 10) 顎骨!こ発生する褒胞と歯の位置を図に示す。

この褒胞はどれか。

a 粘液嚢胞
b 歯根嚢胞

c 含歯性嚢胞
d 術後性上顎嚢胞

選択肢考察 答え b

x a 唾液腺に由来する嚢胞で、唾液腺排j也管の損傷や
閉鎖による唾液の流出障害によって生じ、下口唇に

好発する。口底部lζ生じた大きな粘液嚢胞をガマ腫
という。

Ob 重層扇平上皮で裏装された肉芽組織ならびに線維
性結合組織よりなる嚢胞である。失活歯(無髄歯)

に生じる。根尖部に境界明瞭な類円形のエックス線

透過像力T認められる。

Xc  歯冠形成終了後に退縮エナメル上皮に嚢胞化が生

じたものである。嚢胞内に埋伏歯を含む。

xd 上顎洞炎〈副鼻腔炎〉の根治術の後、数年以上の
経過を経て上顎洞の癒痕組織中に生じる。

ポイント

<歯根嚢胞>

①根尖部の肉芽組織中のマラッセの残遺上皮が感染刺

激で増殖し、褒胞を形成したもの。

②原因歯は失活歯(無髄歯)である。

③大半は自覚症状はない。

④大きくなると、顎骨が膨隆し、羊皮紙様感やまれに

波動を触知する。

⑤試験穿刺により、コレステリン結晶を含む褐色の粘

調な内容液を含む。

⑥重層扇平上皮で裏装されている。

⑦根尖部に境界明瞭な類円形のエックス線透過像であ

る。

③臨床的には歯根肉芽経との鑑別は困難である。

午後問題解説

(問題 11) 細菌の鉄の利用を阻害することで抗菌作用を
示す唾液成分はどれか。

a リゾチム
b ヒスタチン

c ラク トフ工リン
d ペルオキシダーゼ

選択肢考察 答え c
x a リゾチームは細菌の細胞壁のペプチドグリカンを
分解する。

xb ヒスタチンは細菌が口腔内に定着するのを抑える。
Oc ラクトマエりンは鉄のキレート作用により、細菌
の鉄の利用を阻害することで抗菌作用を示す。

xd ペルオキシダ ゼは次亜塩素酸イオンやペルオキ

シ亜硝酸イオンを産生する乙とで抗菌作用を示す。

ポイント

くラクトフ工リン>

鉄のキレート作用lこより、細菌の鉄の利用を阻害す
ることで抗菌作用を示す抗菌物質である。

〔問題 12) 内毒素について正しいのはどれか。

a 易熱性である。
b リポ多糖である。
c トキソイ ド化できる。
d グラム陽性菌の細胞壁に存在する。

選択肢考察 答え b
xa 耐熱性(熱に強い)である。
Ob リポ多1密である。
x c 内毒素はトキソイド化(無毒化)できない。
xd グラム陽性菌でなく、グラム陰性菌の細胞壁に存
在する。

ポイント

<外毒素と内毒素>

外務素 内毒素

本態 菌体外に分泌されるタンパク質
グフム陰性箇の細胞墜を備
成するリポ多梅

作用
種類によって異なる(特異性) 発熱、ショック
神経毒、腸管毒、溶血毒など (血管のj広張)

熱に対する
易熱性{熱に弱い) 耐熱性(熱に強い)

抵抗性
毒性 きわめて強い 外毒素より弱い

免疫原性
強い 弱い

(抗体が産生されやすい) (抗体が産生されにくい)

トキソイドイじ できる できない

産生する箇
破傷風菌、ポツリヌス菌、

グラム陰性菌
ガス燦箔菌、ジフテリア菌など

〔問題 13) 薬物の初回通過効果がみられるのはどれか。

a 肝臓
b 腎臓

c 際臓
d 牌臓

選択肢考察 答え a
Oa、xb、xc、xd
ほとんどの薬物は肝臓において初回通過効果を受

ける。薬物代謝に関与する酵素を薬物代謝酵素(例，

チトクロームP450)といい、肝臓に多く存在する。
nuJV 
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ポイント

<肝臓での薬物代謝反応>

①第1栂，酸化、還元、加水分解

@第2相;抱合

(問題 14) 施錠せずに保管できるのはどれか。
a 毒薬
b 劇薬

c 麻薬
d 向精神薬

選択肢考察 答え b
xa 毒薬は『医薬品医療機器等法」により施錠して保

管する必要がある。

Ob 劇薬は「医薬品医療機器等法Jでは施錠の義務は

ない。ただし、ほかの薬物と区別して保管する必要

がある。

x c r麻薬及び向精神薬取締法Jにより、「鍵をかけた
堅固な設備内に貯蔵してJ と記載されている。

x d r麻薬及び向精神薬取締法Jにより施錠の必要があ

る。

ポイント

<薬物の表示と保管>

フベル表示 保管場所
普通薬 特定の取り決めなし 特定の取り決めなし

劇薬
白地に赤枠、赤字で

ほかの医薬品と区別
薬品名と「創』の表示

毒薬
黒i也1;::白枠、白字で 鍵をかけた場所
薬品名と『毒Jの表示 ほかの医薬品と区別

ほかの医薬品と厳密1;::区別
麻 薬 『麻Jの表示 鍵をかけた堅固な設備内に保管

(麻薬金庫)
向精神薬 『向Jの表示 鍵をかけた設備

(問題 15) 抗プラスミン薬はどれか。
a ビタミン K
b ビタミンC

c 酸化セルロース
d E;ーアミノカプロン酸

選択肢考察 答え d

x a ビタミン Kは肝臓でのプロトロンピンの生合成
に必要なビタミンで、 全身性止血薬である。

x b ビタミンCは毛細血管壁を強化するとともに、

血小板の生成を促し、トロンピンの作用を賦活する

はたらきをもった全身性止血薬である。

x c 酸化セルロースは物理的凝固促進薬で出血局所に
外用薬として直接適用する。局所性止血薬である。

Od E;-アミノカプ口ン酸や トラネキサム酸は抗プラ
スミン薬で、全身性止血薬の 1つに分類される。

午後問題解説

ポイント

<止血薬の分類>

種類 例

局 血液タンパク凝固楽 塩化アルミ ウム、

所 (収徹薬) 硫酸アルミニウムカリウム

{生 吸収性止血薬
酸化セルロース、ゼフチン、

止 アルギン酸ナトリウム
血 凝固機序作用薬 トロンピン
薬 血管収縮薬 アドレナリン、ノルアドレナリン

全 血液凝固促進楽 フィブリノ ゲン、第V11回子濃縮製剤、

身 (凝固因子製剤) 第IX因子濃縮製剤、ビタミンK

性 毛細血管強化薬
アドレノクロム、カルパゾクロム、

止 ビタミンC、フラポノイド
血
抗プラスミン薬

トフネキサム酸、
薬 イプシロンアミノ力プロン酸

〔問題 16) ペリクルで正しいのはどれか。

a 歯垢形成の起点となる。
b 厚さは約1mmである。
c バイオフィルムの一種である。
d 歯肉j誇j参出液由来のタンパク質が主体である。

選択肢考察 答え a
Oa ペリクルは細菌の歯菌への付着を助け、歯垢形成
の起点となる。

Xb ペリ クルの厚さは 0.3~ 1 μm である。

x c ぺリクルはバイオフィルムではない。
Xd ペリクjしは唾液由来の糖タンパク質が主体である。

ポイント

<ペリク)[，の特徴>

-口腔内で歯の表面に形成される薄い膜状の沈着物で

ある。

- 厚さは約0.3~1.0μmである。

唾液の糖タンパク質に由来する有機成分からなる。

細胞や細菌を含まず、構造形態をもたない。

〔問題 17)Str.θ!ptococcus mutansで正しいのはどれか。
a 酸感受性がある。
b 偏性嫌気性薗である。

c 黄色ブドウ球菌である。
d 菌体外多糖を産生する。

選択肢考察 答え d
x a Streptococcus mutansは耐酸性である。
x b Streptococcus mutansは通性嫌気性菌である。
x c Streptococcus mutansは口腔レンサ球菌であ
る。黄色ブドウ球菌はStaphy/ococcusaureusで
ある。

o d Streptococcus mutansはスクロースを基質〈材
料〉としてグルコシルトランスフエラーゼにより菌

体外多糖〈不溶性グルカン〉を産生する。

ポイント

くStreptococcusmutansの特徴>
-酸産生能

-耐酸性

.通性嫌気性

・菌体外多糖産生能
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xd キシリト-)しは一度に大量に摂取すると下痢を生

じる。〔問題 18) 成熟プラークと比較して初期プラークに多い
のはどれか。

a 樗菌
b 運動性菌

c グラム陽性菌
d 偏性嫌気性菌

選択肢考察 答え c
×日 成熟プラークには樗菌が多く、初期プラークには

球菌が多い。

xb 成熟プラークには運動性箇が多く、初期プラーク

には運動性菌は少ない。

Oc 成熟プラークにはグラム陰性菌が多く、初期プラ
ークにはグラム陽性菌が多い。

xd 成熟プラークには偏性嫌気性菌が多く、初期プラ

ークには好気性萄や通性嫌気性菌が多い。

ポイント

歯肉縁上プラーク中では初期から成熟期にかげで

Streptococcus属の割合はほとんど変動せず、全体の
約50%を占める。

〔問題 19) 洗口剤に配合される薬用成分はどれか。 2つ

選べ。

a エタノール
b グリセリン

c トリクロサン
d クロルヘキシジン

選択肢考察 答え cd
x a エタノールは洗ロ剤に配合される基本成分で浴剤
である。

xb グリセリンはj先口剤に配合される基本成分で湿潤

剤である。

Oc トリクロサンは洗口剤に配合される薬用成分で殺
菌剤である。

Od クロルヘキシジンは洗口剤に配合される薬用成分
で殺菌剤である。

ポイント

<洗口剤に配合される薬用成分>

-トリクロサン

・トラネキサム酸

-クロルヘキシジン

.塩化ベンゼトニウム

.グリチルレチン酸ステアリル

(問題 20) キシリ トールについて正しいのはどれか。
a 保湿性がある。
b スクロースから生成される。

c インスリンの分泌を刺激する。
d 一度に大量に摂取すると便秘になる。

選択肢考察 答え a
Oa キシリトールは保湿性がある。
xb キシリト ルはキシロースから生成される。

x c キシリトールは代用甘味料であり、インスソンの
分泌を刺激しない。

ポイント

キシりトールはスクロースと同程度の甘味度を有する。

(問題 21) ある市の保健センターで行った1歳6か月児
歯科健康診査におけるう蝕羅窓型の内訳を表lこ示す。

う蝕羅患型 人数(人)

。】型 56 

02型 24 

A型 10 

B型 8 

C型 2 

言十 100 

う蝕を有する者の割合はどれか。

a 10% b 20% c 40% d 80% 

選択肢考察 答え b
xa、Ob、xc、xd

1歳6か月児歯科健康診査でう蝕を有する者はう

蝕羅患型A型、 B型、 C型である。

う蝕羅患型A型、 B型、C型の合計は 10+ 8 + 
2 = 20 (人)。 合計が 100人のため、う蝕を有す
る者の割合は20ハ00x 100 = 20 (%)となる。

ポイント

<1歳6か月児歯科健康診査のう蝕寵患型>

目う蝕もなく、かつ口腔環境がよい

う蝕はないが、口腔環境が悪い
上顎前歯部のみまたは臼歯部のみにう蝕がある

臼歯部および上顎前歯部にう蝕がある
臼直面部および前歯部すべてにう蝕がある
下顎前歯部のみにう蝕がある

〔問題 22) ある疾病のスクリー二ング検査の結果を表に
示す。

イ

工

感度はどれか。

ア
a ア+イ

b アー
ア+ウ

工
C イ+工

d 工ー
ウ+工

選択肢考察 答え a 
寸フ

Oa ー」ーーは感度である。
ア+イ
寸フ

xb 士三てーは陽性反応適中度〈検査後確率〉である。
)~+ワ

q
u
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ポイント

・感度本当に疾病がある人のうちスクリーニングでも

陽性と判定された人の割合

-特異度.健全な人のうちスクリー二ングでも陰性と判

定された人の割合

〔問題 23) ヘルスプロモーションの取組みで正しいのは
どれか。

a 医療保険制度の導入
b ウォーキングコースの整備
c 予防嬢種による免疫の付与
d 救急医療機関への搬送体制の整備

選択肢考察 答え b
xa 必要な医療サービスを受けられるように保障する
制度であり、ヘルスプロモーシヨンには含まれない。

Ob ウォーキングコースの整備など健康を支援する環
境を整備することはヘルスプロモーションの取組み

である。

Xc  予防接種による特異的予防は一次予防に該当し、

ヘルスプロモーシヨンには含まれない。

Xd 救急医療はヘルスプロモーションには含まれな
l，¥。

ポイント

くヘルスプロモーションを実現するための5項目>
-公共の健康政策を整備する

-健康を支援する環境を整備する

・1也i或での健康憎進活動を強化する
-健康管理に対する個人の意識や技術 能力を向上さ

せる

-健康サービスのあり方を見直す

ど+AF のる
す施実が村町市巾きづ基法進

診

診

断

査

幽
句
。
検
検
診
診

康

べ

怠

症

康

康

健

選

疾

穏

健

健

つ

周

粗

殊

定

ω
2歯
南
{
同
特
特

内正

。

E
か

a
b

c

d

融

れ

選択肢考察 答え ab
Oa、Ob 歯周疾患検診や骨粗怒症検診は「健康増進
法」に基づき市町村が実施する。

Xc 特殊健康診断は「労働安全衛生法』に基づき実施

される。

xd 特定健康診査は「高齢者の医療の確保に関する法

律』に基づき実施される。

ポイント

く健康増進法に基づき市町村が実施する健康増進事業>

-がん検診

・骨粗聖書症検診

.歯周疾患検診

・肝炎ウイルス検診

〔問題 25) 学校保健安全法で歯科健康診断が必須なのは

どれか。 2つ選べ。
a 保育園児
b 幼稚園児

c 小学校児童
d 大学生

選択肢考察 答え bc 
x a、Ob、Oc、 xd
学校保健の対象は、幼稚園児、 小学校児童、中学

校 ・高等学校生徒、大学生であるが、学校歯科医は

大学以外の学校に置くことになっているため、歯科

健康診断は大学の必須の項目ではなl，¥。また、職員

も歯科健康診断の対象とはならない。

ポイント

学校保健の対象は、幼稚園児、 小学校児童、 中学校 -

高等学校生徒、 大学生で、健康診断については各学校の

職員も対象となる。 すべての学校には学校医を置かなけ

ればならない。

〔問題 26)大規模地震発生後48時間以内の対応として
優先度が高いのはどれか。

a メンタルケア
b 不明者の捜索と救助

c 仮設住宅建設地の確保
d 避難所の一般廃棄物調査

選択肢考察 答え b
X a メンタルケアは地震発生数日後から数年に及ぶ。
Ob 不明者の捜索と救助は遅くとも 72時間以内に行
う必要がある。

Xc 仮設住宅建設地の確保は地震発生1か月以上後の
復旧時!こ必要となる。

xd 避難所の一般廃棄物調査は避難所が設置されて数

日後から必要となる。

ポイント

災害初期においては、呼吸器感染症や下痢 ・感染性腸

炎などの感染症に対する防疫対策や不明者の捜索と救助

が優先される。

(問題 27)歯周疾患の予防の組合せで正しいのはどれか。
a 第一次予防一一一一吹合調整
b 第二次予防一一一一 PMTC

c 第二次予防一一一一 ルートプレー二ング
d 第三次予防一一一一歯石除去

選択肢考察 答え c
x a q交合調整は歯周疾患の予防の第二次予防である。
x b PMTCは歯周疾患の予防の第一次予防である。

Oc ルートプレーニングは歯周疾患の予防の第二次予
防である。

xd 歯石除去は予防的スケーリングであれば歯周疾患

の予防の第一次予防で、歯周基本治療としてのスケ

ーリングであれば歯周疾患の予防の第二次予防であ

る。いずれにしても第三次予防ではない。

円
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ポイント

く歯周疾患予防の3段階>

第一次予防 | 第二次予紡

l 早期発見即時治療
健康熔進 ・特異的予防 |

l 機能陣容防止
①健康溜進 |③早期発見即時治療

健康教育、 | 歯周塞本治療
口腔保健指導 I (ス'1-リ ~1. 1P1合調車)
②符異的予防 I@機能陣容防止
プラークコントロール、 | ルートプレーニング、

予防的スケーリング、 | 歯周外料処置

PMTC 

第三次予防

リハビリテーシヨン

⑤リハビリテーシヨン

クラウン ・ブリッジ、

床義歯による補綴処置

(問題 28) 人口動態の指標に関する組合せで正しいのは

どれか。

a 乳児死亡一一一生後1年未満の死亡
b 周産期死亡一一一妊娠満22週以後の死産のみ

c 人口泡減率一一一出生率と死亡率との差

d 合計特殊出生率- 1人の女性が生涯に産む女児数

選択肢考察 答え a
Oa 乳児死亡は生後 1:年未満の死亡である。
xb 周産期死亡は妊娠満22週以後の死産と生後1週

未満の早期新生児死亡をあわせたものである。

Xc 人口得減率は 1年間の人口糧減数を前年の人口で

除した値である。

xd 合計特殊出生率は1人の女性が生涯に産む平均児

数(男児と女児)である。

ポイント

<出生に関する指標>

-合計特殊出生率:1人の女性が生涯に産む平均児数

(男児と女児)

・総再生産率・ 1人の女性が生涯に産む女児数
-純再生産率 死亡率を考慮した 1人の女性が生涯に

産む女児数

(問題 29) 環境問題とその原因物質との組合せで正しい
のはどれか。

a 酸性雨一一一一一一一ダイオキシン
b 大気汚染一一一一一微小粒子状物質 (PM2.5)

c 地球温暖化一一一一一酸化炭素
d 光化学スモッグ一一硫黄酸化物

選択肢考察 答え b
x a 酸性雨の原因は硫黄酸化物や窒素酸化物である。
Ob 大気汚染の原因は一酸化炭素や二酸化硫黄、微小
粒子状物質 (PM2.5)である。

x c 地球混暖化の原因は二酸化炭素やメタンである。
xd 光化学スモッグの原因は光化学オキシダントであ

る。

ポイント

く大気汚染>

「環境基本法Jでは二酸化硫黄、一酸化炭素、浮遊

粒子状物質(SPM)、微小粒子状物質(PM2.5)、二酸

化窒素、光化学オキシダント、ベンゼン、トリク口口

エチレン、テトラクロロエチレン、ジクロロメタン、ダ

イオキシン類が大気汚染物質として規定されている。

午後問題解説

(閉館 30) 院内感染対策チーム (ICT)で正しいのはど

れか。

a 感染患者の治療に強制介入する。
b 歯科衛生士はチームに入らない。

c 専従歯科医師の配置が必須である。
d 院内の感染症サーベイランスを行う。

選択肢考察 答え d

xa 感染患者の治療に強制介入は行わない。
xb 歯料衛生士も含め、多職種が集まりチームを結成

する。

x c 専従歯平井医師の配置は必須ではない。
Od 院内感染対策チーム (ICT)の役寄jは院内の感染

症サーベイランス〈流行監視〉である。

ポイント

院内感染対策は標準予防策〈スタンダードプレコーシ

ヨン〉と感染経路別予防策〈トランスミッションベース

ドブレコーション〉の2つの方法から成立する。

(問題 31) 国民医療費に含まれるのはどれか。

a 正常分娩の貧用
b 薬局調剤の費用

c 予防接種の費用
d 人間ドックの費用

選択肢考察 答え b
x a r正常J妊娠分娩は疾病治療ではないため、国民
医療貨には含まれない。

Ob 調節lは治療目的であり、健康保険で支払いが可能
である。

Xc 予防接種は疾病予防のため、国民医療費には含ま

れない。

xd 人間ドックは疾病治療ではないため、国民医療費

には含まれない。

ポイント

く国民医療費に含まれないもの>

-正常な妊娠や分娩などに要する費用

-健康の維持 .!曽進を目的とした健康診断(人間ドッ

ク費用)

-予防接種(個人的に行うもの)などに要する費用

-固定した身体障害のために必要とする義眼や義肢な

どの費用

-介護保険の質用

〔問題 32) 介護保険について正しいのはどれか。 2つ選
〆て。

a 予防給付制度がある。
b 第2号被保険者は 65歳以上である。

c 認知症対応型通所介護は居宅サービスである。
d 歯科衛生士は居宅療養管理指導を行うことができ
る。

選択肢考察 答え ad

Oa 介護保険には予防給付制度がある。
xb 被保険者は、 65歳以上の第 1号被保険者と 40
-64歳の第2号被保険者にわけられる。

内
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x c 認知症対応型通所介護は地域密着型サービスであ
る。

Od 歯科衛生士は居宅療養管理指導を行うことができ
る。

ポイント

<居宅療養管理指導>

病院、診療所または薬局の医師、歯科医師、薬剤師、

歯科衛生士、管理栄養士などが通院困難な要介護者な

どについて、居宅を訪問して、心身の状況や環境など

を把握し、それらを踏まえて療養上の管理および指導

を行う。

(問題 33) rすべての人は差別なしに適切な医療を受け
る権利を有する」と謡ったのはどれか。

a オタワ憲章
b リスポン宣言

c ヘルシンキ宣言
d ジュネーブ宣言

選択肢考察 答え b
x a オタワ憲章はヘルスプロモーションについて謡わ
れている。

Ob リスボン宣言は患者の自己決定権について謡われ
ている。リスボン宣言で「すべての人は、差別なし

に適切な医療を受ける権利を有するJ と謹われてい

る。

x c ヘルシンキ宣言はヒトを対象とした医学研究の倫
理指針である。

Xd ジュネーブ宣言は世界医師総会で採択された医の
倫理宣言である。「医師の奉仕宣言Jや 『医の倫理

規定』と表現される。

ポイント

<リスボン宣言で謡われていること>

-良質の医療を受ける権利

選択の自白の権利

自己決定の権利

-意識のない患者、法的無能力の患者への対応

.患者の意思に反する処置

-情報に対する権利

.守秘義務に対する権利

.健康教育を受ける権利

.尊厳に対する権利

・宗教的支援に対する権利

(問題 34)隣接面う蝕の診査に有効なのはどれか。 2つ
選べ。

a セバレータ-
b コンタクトゲージ

c 診査用ファイパー照射器
d (f交合法によるエックス線写真鑓影

選択肢考察 答え ac 
Oa セバレーターを歯聞に挿入させて、隣接面う蝕の
診査を行う。

xb コンタク トゲージはコンタクトポイントの診査や

クラウン試適の調整時に用いる。

Oc 診査問ファイパー照射器で光を照射して、隣接面

午後問題解説

う蝕の診査を行うo

x d q交合法ではなく、校翼j去による工ツクス線撮影が
隣接面う蝕の診査に有効である。

ポイント

<隣接面初期う蝕の診査>

①探針による触診

②歯間分離器(セバレーター)の利用

③デンタルフ口スの利用

④エックス線写真 (とくに校翼法が有効)

⑤診査用ファイパー照射器

(問題 35) エックス線の性質で正しいのはどれか。

a 質量がある。
b 真空中では音速度である。

c 電場、磁場の影響を受ける。
d 物質に当たると、透過、吸収、散乱を起こす。

選択肢考察 答え d

x a ガンマ線と同機に電磁波の 1つである。波なの
で質量はない。

xb 真空中では光速度である。

x c 電場、磁場の影響を受けない。
Od 物質に当たると、透過、吸収、散乱を起こす。

ポイント

<工ックス線の性質>

①電磁波の1つである。

②真空中では光速度である。

③物質に当たると、透過、吸収、散乱を起こす。

④着色作用がある。

⑤波動的現象を示す。

⑥電離 ・励起作用がある。

⑦物質により透過性に差がある。

③フィルムを感光させる。

⑨蛍光を発生させる。

⑩エックス線の強さは距離の2乗に反比例する。
⑪電場、磁場の影響を受けない。

⑫管電圧が高いと透過力は大きい。

⑬コンブトン散乱を生じる。

⑪波長が長いとエネルギーが小さい。

(問題 36) DLST <薬剤誘発性リンパ球刺激試験〉を行
うのはどれか。

a 尿検査
b 免疫血清学的検査

c 血液生化学的検査

d 金属アレルギー検査

選択肢考察 答え d

xa 尿検査では、尿量、比重、 pH、尿糖、ケトン体、
尿タンパク、ピリルピンなどの項目を検査する。一

度に多くの項目を簡単にできるのでスクリーニング

検査として有効である。

xb 免疫血清学的検査では、抗原抗体反応を利用して、

血液型、 白血球数と血液像、赤血球沈降速度、C反

応性タンパク <CRP)などの項目を検査する。
x c 血液生化学的検査とは、 血清中に含まれる糖、タ
ンパク質、脂質、電解質などの量を測定する検査で

ある。
A
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Od DLST <薬剤誘発性リンパ球刺激試験〉とは、 IV
型アレルギー (接触性皮膚炎、薬疹、金属アレルギ、

ーなど)を有する患者の末梢血液中lこ製剤jによって
感作されたりンパ球が存在するか否かを、患者末梢

血単核球と薬剤の共培養した後、リンパ球のi曽殖率

で検出する方法である。金属アレルギー検査として

行われる。

ポイント

<金属アレルギー検査>

JI.ッチテストやDLST<薬剤誘発性リンパ球刺激試
験〉を行う。

(問題 37) 酸蝕症の原因はどれか。 2つ選べ。

a 習慣1即座吐
b 黒酢の過剰摂取

c 過度のブラッシンクー圧
d プラーク内細菌の酸産生

選択肢考察 答え ab
Oa 習慣性幅吐による胃酸は酸蝕症の原因となる。
Ob 黒酢の過剰摂取は酸蝕症の原因となる。
x c 過度のブラッシング圧は摩耗症の原因となる。
xd プラーク内細菌の酸産生はう蝕の原因となる。

ポイント

<酸蝕症の原因>

-習慣性D匝吐

・酸性食品の過剰摂取

-塩酸、硫酸などを取り扱う職業の酸蝕症もある

(問題 38)28歳の女性。上顎左側小白歯の隣接面う蝕
に対してコンポジットレジン修復を行うこととした。初

診時の口腔内写真 {別冊午後No.2)を別に示す。

まず使用するのはどれか。

a i)¥ワイトポイント
b カーボランダムポイント

c ラウンド型スチールJ(-
d FGダイヤモンドポイント

別冊午後 NO.2 写真

選択肢考察 答え d 

隣接面う蝕

xa ホワイトポイントはコンポジットレジンの形態修
正、研磨などに使用する。

xb 力ーボランダムポイン卜は金属修復物の調整など

に使用する。

x c、Od FGダイヤモンドポイントはエナメル質の
切削に有効であり、隣接面う蝕の治療に際してまず

午後問題解説

使用する。 FGダイヤモンドポイン卜で軟化象牙質
まで達する禽洞を形成したのち、ラウンド型スチー

ルパーやスプーンエキスカベータなどで軟化象牙質

の除去を行う。

ポイント

< FGダイヤモンドポイント>
高速切削に使用する。エナメル質の切削に有効であ

り、う窓の開鉱やペペルの付与などに用いる。

〔問題 39) 歯の変色を主訴として来院した患者に対して、

写真 {別冊午後 No.3)に示す漂白法を用いて対応する

こととした。

使用される薬剤jの主成分はどれか。

a フッ化水素

b 過酸化尿素

c 過ホウ酸ナトリウム
d 次亜塩素酸ナトリウム

| 別冊午後 NO.3 写真

選択肢考察 答え b 

カスタムトレーに
薬剤を注入している

x a フッ化水素は漂白には使用されない。
Ob カスタムトレーを用いたホ ムブリーチの薬剤jの
主成分としては過酸化尿素が用いられている。

x c 過ホウ酸ナトリウムはウォーキングブリーチに使
用される

xd 次亜塩素酸ナトリウムは根管洗浄などに使用され

る。

ポイント

<ホームブリーチ>

カスタムトレーに患者自身が薬剤を入れて使用す

る。薬剤の主成分として過酸化尿素が用いられている。

(問題 40)45歳の男性。下顎左側第一大臼歯の校合痛
を主訴として来院した。感染根管治療を行うこととした。

クラウンと感染象牙質を除去した後の口腔内写真 (別冊

午後 No.4)を別に示す。

ラパーダム防湿前に行うのはどれか。

a 歯肉圧排
b 隔壁の形成

c 根管口の鉱大
d 作業長の測定

~福一午後 No.4 写真

選択肢考察 答え b 

r
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歯質の溺療が

進行している

x a ラパーダム防湿前に歯肉圧排は必要ない。
Ob 歯質の崩壊が進行しており、ラパーダム防湿前に
隔壁の形成を行うとよい。

Xc  根管口の位大はラパーダム防湿後に行う。

Xd 作業長の測定はラパーダム防湿後に行う。

ポイント

く隔壁の形成>

歯質の崩壊が進行している場合に、ラパーダム防湿

の封鎖性を向上させることを目的として行う。ラパー

ダム防湿中の薬剤lの漏洩、唾液の侵入を防止できる。
また、仮封材の厚みの確保も可能となる。

(問題 41) 55歳の女性。上顎右側臼歯部の歯肉腫脹を
主訴として来院した。頬側歯肉部に痩孔がみられた。初

診時の口腔内写真 (別冊午後No.5)を別に示す。

痩孔の原因歯の特定に使用するのはどれか。2つ選べ。
a 局所麻酔薬
b ペーパーポイント
c エックス線フィルム
d ガッタパーチャポイント

| 別冊午後 NO.5 写真

選択肢考察 答え cd 

歯肉が

腿股している

xa 局所麻酔薬は痩孔の原因歯の特定には使用しな
し、。

xb ペーパーポイントは痩孔の原因歯の特定lこは使用

しない。

Oc 、Od 痩孔の原因歯の特定には、ガッタパーチャ
ポイントを痩孔から簿入して工ツクス線写真撮影を

行うとよい。

ポイント

<ガツタパーチャポイント〉

ガッタパーチャポイントは工ツクス線造影性を有し

ている。そのため、痩孔からガッタパーチャポイント

午後問題解説

を挿入しエックス線写真撮影を行い、ポイント先端が

どこに到達しているかを確認することで、痩孔の原因

部位を特定することができる。

〔問題 42)喫煙習慣を有する歯周炎患者でみられやすい
のはどれか。 2つ選べ。
a 歯肉出血
b 乳頭歯肉の漬湯

c 歯槽骨吸収の進行
d アタッチメントロスの増加

選択肢考察 答え cd
x a 喫煙習慣を有する歯周炎患者では、タバコの影響
により歯肉血管の収絡が生じるためあまり出血はみ

られない。

xb 乳頭歯肉の潰携は療死性潰傷性歯肉炎などでみら

れる。喫煙習慣を有する歯周炎患者の歯肉の特徴で

ない。

Oc 、Od 喫煙習慣を有する歯周炎患者では歯周炎が
進行し著日月な歯僧骨吸収やアタッチメントロスがみ

られやすい。

ポイント

喫煙は歯周炎を憎悪するリスクファクターである。 歯

肉の色素沈着や上皮の角化、歯肉の線維化などがみられ

やすいが、歯肉出血は少ない。

(問題 43) 14歳の男子。歯肉の腫脹を主訴と して来院
した。患者はてんかん発作の既往があり通院していると

いう。口腔内写真 (別冊午後NO.6)を別に示す。

関与が疑われるのはどれか。

a ジルチアゼム
b ニフェジピン

c フェニトイン
d シクロスポリン

別冊午後 NO.6 写真

選択肢考察 答え c 

乳頭歯肉が

腫脹している

xa、xb ジルチアゼムやニフエジピンは副作用とし

て歯肉の溜殖があるが、高血圧症などに用いられる

カルシウム措抗薬である。

Oc フヱ二トインは抗てんかん薬であり、劃作用とし
て歯肉の僧殖がある。

xd シクロスポリンは副作用として歯肉の僧殖がある

免疫抑制薬である。

ポイント

く歯肉増殖に関与する薬物>

・フエニトイン(抗てんかん薬)

てんかんに用いられる。
内

b
司
ペ
U

第27回第1回模試

・カルシウム括抗薬(二フ工ジピンなど)

高血圧症や狭心症に用いられる。

・シクロスポリン(免疫抑制薬)

臓器移植などに用いられる。

(問題 44) アタッチメントロスがみられるのはどれか。
2つ選べ。

a 侵襲性歯周炎
b 妊娠関連歯肉炎

c 穂尿病関連歯肉炎
d 綾死性;買蕩性歯周炎

選択肢考察 答え ad
Oa 侵襲性歯周炎は歯周炎であり、アタッチメントロ
スがみられる。

xb 妊娠関連歯肉炎は歯肉炎であり、アタッチメント

ロスがみられない。

x c 糖尿病関連歯肉炎は歯肉炎であり、アタッチメン
トロスがみられない。

Od 療死性潰傷性歯周炎は自信周炎であり、アタッチメ
ントロスがみられる。

ポイント

<歯周炎>

歯肉の炎症が歯槽骨や歯根膜まで波及したもので、

歯周ポケットの形成や歯僧骨吸収、アタッチメントロ

スがみられる。

(問題 45) 口腔内写真 (別冊午後 No.7)を別に示す。

観察されるのはどれか。

a 頬棚
b 切歯乳頭

c 臼後三角
d 顎舌骨筋線

別冊午後 NO.7 写真

選択肢考察 答え b 

x a 頬棚とは歯摺堤、頬小帯、外斜線、臼後三角(レ
トロモラーパッド、臼後パッド)に固まれた領域の

ことである。下顎全部床義歯の岐合圧負担域として

重要である。

Ob 切歯乳頭は上顎前歯部に存在する。切歯乳頭の下
には神経、脈管の出入り口である切歯孔が存在する。

Xc  臼後三角はレトロモラーパッドとよばれ、下顎顎

爆の後方にみられる。仮想校合平面の決定の際や人

工歯排列の際の基準となる。

xd 顎舌骨筋線は下顎骨体舌側を近遠心的に走行する

骨の隆線であり、顎舌骨筋が付着している。

午後問題解説

ポイント

<無歯顎患者の解剖>

上 顎 |切歯乳頭、口蓋隆起、口蓋ヒダ、口蓋小寓、上顎結節

l頬側、外斜線、顎舌骨筋線、下顎隆起、
下顎 l

E臼後隆起(臼後三角、レト口モラーバッド)

〔問題 46) 37歳の女性。上顎右側中切歯の失活歯に対
してレジン前装冠を製作することになり、テンポラリー

クラウンを仮着した。

テンポラリークラウンの目的はどれか。 2つ選べ。
a 歯髄の保護
b 審美性の維持

c 岐合関係の維持
d 際下線能の維持

選択肢考察 答え bc
x a 失活歯なので歯簡を保護するわけではない。
Ob 審美性を確保する。
Oc ~交合機能を維持する。
xd 際下機能とはあまり関係がない。

ポイント

<テンポラリークラウンの目的>

①支台歯および歯周組織の保護

②審美性の確保

③直交合機能の維持

④隣接接触関係の維持

⑤対合歯の移動防止

〔問題 47)前歯部ブリッジの支台装置に用いられるのは
どれか。 2つ選べ。
a 3/4冠
b 全部金属冠

c 硬質レジン前装冠

d ~ーセレンジャケット冠

選択肢考察 答え ac
Oa 3/4冠は唇面以外の面を金属で被覆したクラウン
で、前歯部ブリッジの支台装置に用いられる。

xb 全部鋳造冠はブリッジの支台装置に用いられる

が、金属のみで製作されており、審美性が不良なた

め臼歯部のみに限られる。

Oc 硬質レジン前装冠は唇面を硬質レジンで製作した
鋳造冠なので、強度もあり、審美性が良好な補綴物

である。したがって、前歯部ブリッジの支台装置と

して用いられる。

xd ジャケットクラウンやラミネートペニアなどの補

綴物は強度不足のため、ブリッジの支台装置として

は不適切である。

ポイント

<ブリッジの支台装置に用いられる補綴物>

前歯音sI硬貨レジン前装冠、レジン前装冠、陶材焼付金属冠、
|3/4冠、ピンレツジなど

臼歯叩|硬貨レジン前装冠、レジン前装冠、陶材焼付金属冠、
14/5冠、全部金属冠など

『，，qd 
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〔問題 48)顎関節症の臨床症状で正しいのはどれか。
a 流 j延
b 閉口障害

c クリック音
d オトガイ部の患側偏位

選択肢考察 答え c
x a 流涯はみられない。流涯は顎関節前方脱臼の症状
である。

Xb 閉口障害ではなく、関口障害がみられる。顎運動
時の関節痛があるため、関口障害が生じる。そのほ

か、関節円板の非復位性前方転位(クローズドロッ

ク)がみられる場合も関口障害が生じる。

Oc 関節雑音(クリック音やクレピタス音)は顎関節
症の症状の 1つである。

x d オトガイ部の健側偏位は顎関節前方脱臼の症状で
ある。

ポイント

く顎関節症の臨床症状>

①顎運動時の関節痛

②関節雑音

③関口障害

④異常顎運動

〔問題 49) ウイルス性疾患はどれか。 2つ選べ。
a 類天癒癒
b 手足口病

c 流行性耳下腺炎
d シェーグレン症候群

選択肢考察 答え bc
x a 天痘癒に類似するが、麻融解を示さず表皮下水痘
が特徴である。歯肉、頬粘膜、 口議に好発する。ウ

イルス性疾患ではない。

Ob コクサツキーウイルスA同による感染が原因であ
る。夏に多く生じる。幼児に多い。小水泡の形成を

認めた後、アフタを形成する。発疹は5日以内で
治癒する。

Oc ムンプスウイルスによる感染が原因である。小児
(5-10歳)に多くみられる。
Xd 口腔乾燥、乾燥性角膜炎、関節リウマチを主症状
とした自己免疫疾患である。ウイルス性疾患ではな

い。

ポイント

くウイルス性疾患>

①単純癒疹

②帝状癒疹

③ヘルHンギーナ
④手足口病

⑤麻疹(はしか)

⑥流行性耳下腺炎(おたふくかぜ)

⑦後天性免疫不全症候群 (AIDS)

⑧A型肝炎
⑨B型肝炎

⑩C型肝炎

午後問題解説

〔問題 50) 関口障害がみられるのはどれか。
a 筋突起骨折
b H良禽底骨折
c 頬骨弓骨折
d 歯僧骨骨折

選択肢考察 答え c
x a 骨折なので疹痛はみられるが、通常、関口障害や
~合異常などはみられない。

Xb 知覚異常や複視などはみられるが、通常、関口障
害はみられない。

Oc 関口障害がみられるが、校合異常はみられないo
xd 骨折なので疹痛はみられるが、通常、開口障害は

みられない。

ポイント

<関口障害がみられる骨折>

関節突起骨折、頬骨弓骨折など。

(問題 51)22歳の男性。下顎埋伏智歯鍍歯のための局
所麻酔中lこ気分不快と呼吸困難とを訴えたので処置を中

止した。間もなくテタ二一緩症状を引き起こした。その

時の写真 (別冊午後No.8)を別に示す。

この偶発症として考えられるのはどれか。

a 過換気症候群
b 局所麻酔薬中毒

c 血管迷走神経反射
d アナフィラキシーショック

別冊午後 No.8 写真

選択肢考察

助産師の手

Oa 呼吸困難、テタ二一機症状、さらに写真では助産
師の手を認めるので、過換気症候群と考えられる。

xb 局所麻酔薬中毒であれば、初期症状として、顔面

紅潮、血圧上昇、脈拍上昇などがみられる。

Xc 血管迷走神経反射〈神経性ショック〉であれば、

顔面蒼白、血圧低下、脈拍減少などがみられる。

xd アナフィラキシーショックであれば、顔面蒼白、

血圧低下、脈拍上昇、毒事麻疹などがみられる。

ポイント

く過換気症候群>

①不安、緊張などの精神的因子が誘因となる。

②PaC02が低下し、 Pa02が増加する。
③血圧はやや上昇し頻脈になる。

④呼吸困難を訴える。

⑤四肢の強直性痘筆(テタ二一症状)を示す。

⑥チアノーゼはみられない。

⑦脳血流量の減少がみられる。

no 
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⑧治療はC02の吸入(再呼気)、ジアゼパム静注。

(問題 52)歯の移動機式で歯冠部と歯根尖が反対方向へ
移動するのはどれか。

a 圧下
b 回転

c 傾斜移動
d 歯体移動

選択肢考察 答え c
x a 圧下は、歯が歯僧内へ押し込まれる方向への移動
様式であり、歯冠昔日と歯根尖は根尖方向へ移動する。

xb 回転は、歯車由を中心に回転する移動様式であり、

歯冠部と歯根尖は同じ方向へ回転移動する。

Oc 傾斜移動は、歯根の根尖側 1/3を回転中心に、
根尖は歯冠と反対方向へ移動する様式である。

xd 歯体移動は、歯冠と歯根が同じ方向ヘ同じ距離だ

け移動する様式である。

ポイント

<歯の移動儀式>

選択肢以外の移動儀式として以下のものがある。

-挺出:1留が歯僧骨から飛び出す方向への移動様式

.トルク，歯根を唇 ・頬舌的に回転させる移動儀式

〔問題 53) 顔の形成において癒合不全により口唇裂を発

症するのはどれか。 2つ選べ。

a 上顎突起
b 下顎突起

c 内側鼻突起
d 外側t，¥突起

選択肢考察 答え ac
Oa、xb、Oc、xd
口唇裂は上積突起と内側鼻突起との癒合不全で発

症する。下顎突起や外側鼻突起は関係ない。

ポイント

・口唇裂.上顎突起と内側a突起との癒合不全
.顎裂:球状突起と口蓋突起との癒合不全

-口蓋裂:左右の口議突起の癒合不全

〔問題 54) ある矯正装置の製作中の写真 (別冊午後 No.

9)を別に示す。
製作中の装置の名称はどれか。

a 急速砿大装置
b 舌側弧線装置

c クワドヘリックス
d ナンスのホールディングアーチ

別冊午後 No.9 写真

選択肢考察 答え b 

午後問題解説

維持装置

主線

、¥、、/(ンド

x a 急速拡大装置は鉱大スクリユーが付与されたワイ
ヤーが維持バンドで固定された形態をしている

Ob 舌側弧線装置はバンドと維持装置、舌側歯頭部に
接するよ?に屈曲された主線と補助弾線からなる。

写真の装置は製作途中の舌側弧線装置である。

x c クワドヘリックスはバンドとワイヤーからなる
が、ワイヤーには4つのらせん(ヘリックス)が付

与されている。

xd ナンスのホールディングアーチはバンドと主線、
レジンボタンからなる。舌側弧線装置と異なり、主

線は舌側歯頭部に沿わせず、口蓋粘膜に位置する。

ポイント

<舌側弧線装置の補助弾線>

直径0.9mmの主線に取り付けられた、直径0.5mm

の矯正用ワイヤーで、以下の4種類がある。

-単式弾線

・複式弾線

.連続弾線

・3旨様弾線

〔問題 55) 幼若永久歯の特徴はどれか。 2つ選べ。

a 根尖孔が太い。
b 歯髄腔が狭い。

c 象牙質が薄い。
d エナメル質が薄い。

選択肢考察 答え ac 
Oa 幼若永久歯は根尖孔が太く開大している。
xb、Oc 幼若永久歯は象牙質が薄いため、歯髄腔が
広い。
xd 幼若永久歯は岐耗が少ないためエナメル質は厚
い。加齢により吸耗するため、 エナメル質の厚さは

徐々に薄くなる。

ポイント

<幼若永久歯>
エナメル質が未成熟で耐酸性が低い。そのため、フ

ッ化物塗布が有効である。象牙質は増齢とともに厚み

を増すため、幼若永久歯の象牙質は薄い。

(問題 56) Hellmanの歯齢 11A期にみられるのはどれ

か。 2つ選べ。
a 顎間空隙
b 発青空隙

c 盤長空隙
d リーウェイスペース

選択肢考察 答え bc
x a 顎間空隙は Hellmanの歯齢 IA期にみられる。
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Ob 発育空隙はHellmanの歯齢11A期にみられる。
Oc 霊長空隙はHellmanの歯鈴11A期にみられる。
Xd りーウ工イスペ スは乳歯の側方歯群の歯冠近遠
心幅径総和と永久歯の側方歯群の歯冠近遠心幅径総

和との差である。

ポイント

・顎間空隙 上下顎の前歯部歯槽堤の聞にみられる空隙0

.発育空隙 φ 乳歯列にみられる霊長空隙以外の生理的歯

間空隙。

・霊長空隙 φ 上顎の乳側切歯と乳犬歯との問、下顎の乳犬

歯と第一乳臼歯との聞にみられる歯間空隙。

(問題 57)乳歯の外傷について正しいのはどれか。 2つ
選べ。

a 上顎前歯に多い。
b 5~6歳児に多い。

c 脱臼より破折が多い。
d 原因として転倒が多い。

選択肢考察 答え ad

Oa 乳歯の外傷は上顎前歯に多い。
xb 乳歯の外傷はひとり歩きを開始したばかりの 1 ~
2歳児に多い。
x c 乳歯列期の顎骨は多子L質のため、乳歯の外傷は破
折より脱臼が多い。

Od 乳歯の外傷の原因として転倒が多い。

ポイント

乳歯の外傷では、歯冠の変色や歯髄の壊死、歯根の吸

収などが生じるだけではなく、後継永久歯のエナメル質

形成不全や萌出障害などの原因となる。

(問題 58) 10歳の女児。下唇の異常を主訴として来院

した。軽度の波動を触れるが疹痛はない。初診時の口腔

内写真 (別冊午後 No.10)を別に示す。
考えられるのはどれか。

a 萌出嚢胞
b 粘液嚢胞

c ヘルペス性口内炎
d リガ・ フエーデ病

別冊午後 NO.10 写真

選択肢考察 答え b 

下唇に腫f習が
みられる

x a 萌出嚢胞は歯の萌出直前ににみられるもので、口
唇に生じるものではない。

Ob 下唇の腫癌で波動を触れるため、粘液嚢胞と考え
られる。

Xc  ヘルペス性口内炎では多数の小水泡、びらんが生

じる。
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xd リガ・フエーデ病は舌下部にみられる潰湯である。

ポイント

<粘液嚢胞>

口唇の岐傷による唾液腺導管の損傷などが原因で生

じる。痛みはなく、波動を触れる。再発しやすい。

(問題 59)歯の加齢変化で増加するのはどれか。 2つ選
fて。

日 象牙質粒

b 歯髄腔容積

c 歯髄細胞密度
d セメント質の厚さ

選択肢考察 答え ad

Oa 加齢に伴い歯髄内に象牙質粒の出現が増加する。
xb 加齢に伴い歯髄が線維化し、生理的第二象牙質が

形成されるため、歯髄腔は狭窄する。

x c 加齢に伴い歯髄細胞密度(歯髄細胞数)の減少や
歯髄細胞の萎縮lζ加え、細胞間隙の拡大(こより細胞
突起が連絡し合って網様構造を呈する〈網様萎縮〉。

Od 加齢に伴い有細胞セメント質は歯根腹側に添加し
て厚くなる。

ポイント

く歯髄の加齢変化>

-歯髄が線維化する。

-生理的第二象牙質が形成される。

→歯髄腔は狭窄する。

-象牙質粒の出現が増加する。

-象牙芽細胞の萎縮がみられる。

.歯髄細胞数が減少する。

-歯髄細胞が萎縮する。

〔問題 60)脳血管疾患の後遺症で頻度の高いのはどれか。
2つ選べ。

a 幻聴
b 幻覚

c 失語
d 片麻痔

選択肢考察 答え cd
x a、xb 幻聴や幻覚は統合失調症でみられる症状で
ある。統合失調症の原因は不明であるが、中枢神経

の脆弱性や複数の遺伝的要因と環境因子が関与して

いると考えられている。脳血管疾患の後遺症で頻度

の高いものではない。

Oc 失語は高次脳機能障害の1つで脳血管疾患の後遺
症で頻度の高いものである。言語機能の障害であり、

そのために意思の疎通が困難となる。

Od 片麻簿は片側の運動障害であり、脳血管疾患の後
遺症で頻度の高いものである。

ポイント

脳血管疾患の症状は障害される脳血管によって異な

り、脳内出血や脳塞栓症、脳血栓症では、急激な発症で

意識障害や片麻簿、失語などがみられる。一方で、くも

膜下出血では、激しい頭痛と意識障害がみられる。
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〔問題 61) 口腔ジスキネジアを伴う患者の医療面接に際
して聴取すべき服用歴はどれか。 2つ選べ。
a 抗菌薬
b 抗凝固薬

c 抗精神病薬
d 抗Parkinson病薬

選択肢考察 答え cd
x a、xb これらの疾患の治療薬の長期投与による副
作用として口腔ジスキネジアは発現しない。

Oc 、Od 口腔ジスキネジアを伴う患者の医療函
接に際して聴取すべき服用歴は抗精神病薬と抗

Parkinson病薬である。服薬との関連で口腔ジス
キネジアを呈する病態には、遅発性ジスキネジア

と一般的なジスキネジアの2種類がある。前者は
ほぼ抗精神病薬使用後に出現し、後者の多くは抗

Parkinson病薬などのドパミン関連薬剤使用時に出
現する。

ポイント

治療薬の長期投与による副作用として口腔ジスキネ

ジアを発現しやすい原疾患は、統合失調症と Parkinson
病である。

〔問題 62) 行動療法で不安軽減法はどれか。

a タイムアウト法

b オペラント条件づけ

c トークンエコノミー
d レスポンデント条件づけ

選択肢考察 答え d
x a タイムアウト法は行動形成法である。
x b オペラント条件づけは行動形成法である。

Xc  トークンエコノミーは行動形成法である。

Od レスポンデント条件づけは不安軽減法である。

ポイント

<行動療法>

-不安軽減法

レスポンデント条件づけ、リラクセーション、工

クスポージャー〈曝露法〉

-行動形成法

オぺラント条件づけ、 トークンエコノミ一、タイ

ムアウト法、レスポンスコスト、シエイピング

-観察学習

モデリング

〔問題 63) 歯科予防処置はどれか。 2つ選べ。
日 根分岐部病変を有する患者への抗菌薬の貼付

b 健康歯肉を有する患者への歯肉縁上歯石の除去

c 萌出直後の健常歯を有する患者への小禽裂溝壊纂
d 乳歯う蝕を有する患者へのフッ化ジアンミン銀塗

布

選択肢考察 答え bc 
x a 根分岐部病変を有する患者への抗菌薬の貼付は歯
周病に対する処置であり、歯科予防処置ではない。

Ob 健康歯肉を有する患者への歯肉縁上歯石の除去は

午後問題解説

歯科予防処置である。

Oc 萌出直後の健常歯を有する患者への小禽裂溝媛塞
は歯科予防処置である。

xd 乳歯う蝕を有する患者へのフッ化ジアンミン銀塗

布はう蝕に対する処置であり、歯科予防処置ではな

ポイント

<歯および口腔の疾患の予防処置>

-歯の露出面および正常な歯肉の遊離縁下の付着物お

よび沈着物を機械的操作によって除去すること。

-歯および口腔に対して薬物を塗布すること。

〔問題 64) エックス線写真(別冊午後No.ll)を別に示す。
観察できるのはどれか。

a う蝕
b 歯石

c 歯槽硬線

d 歯の内部吸収

別冊午後 NO.ll 写真

選択肢考察

x a う蝕は観察できない。
xb 歯石は観察できない。

答え c 

歯僧硬線が

白く観察できる

Oc 歯根の周囲に歯槽硬線が白く観察できる。
xd 歯の内部吸収は観察できない。

ポイント

-41 -

く歯槽硬線>

固有歯檀骨の部分であり、歯周病に寵患すると歯槽

硬線が消失してくる。

〔問題 65) 歯周病のリスクファクターはどれか。 2つ選
ハく。

a AIDS 
b 胃潰療

c 糖尿病

d 高血圧症

選択肢考察 答え ac 
Oa AIDSは後天性免疫不全症候群であり、 歯周病の
リスクファクターである。

xb 胃潰傷は歯周病のリスクファクターではない。
Oc 糖尿病は歯周病のリスクファクターである。
xd 高血圧症は歯周病のりスクファクターではない。

ただし、高血圧症に対するカルシウム括抗薬は歯肉

増殖の原因となる。
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ポイント

<歯周病のリスクファクターとなる代表的な全身疾患>

. AIDS 

-白血病

.糖尿病

・後天性好中球減少症

〔問題 66) 口腔内写真 (別冊午後No.12)を別に示す。

軟組織に認められる形態異常はどれか。

a クレフト
b クレーター

c フ主ストゥーン
d テンションリッジ

別冊午後 No.12 写真

選択肢考察 答え b 

乳頭歯肉が

クレーター状に

陥白している

xa クレフトとは辺縁歯肉が裂溝状を示したものであ
る。

Ob クレーターとは乳頭歯肉がロート状lζ陥没した状

態であり、第二小臼歯と第一大臼歯の間に認められ

る。

x c フ工ストゥーンは辺縁歯肉がロール状に肥j撃した
ものである。

xd テンシヨンリッジは口蓋側の歯肉が堤状に肥厚し

たものである。

ポイント

<歯肉の形態異常>

フェストゥ ン
辺縁歯肉 (遊艶歯肉)が厚くロール状1;:隆起、肥厚した

(マツコールの
もの

犬歯部や小臼歯部の唇側面に多くみられる。
フ工ストつーン)

-誤ったプラッシング法などの外的刺激で起こる。

クレフト 辺縁歯肉や付着歯肉!こみられるV字型(またはU字型)
(ステイルマンの の裂;胃

クレフト) 誤ったブラッシング法などの外的刺激で起こる。

幽閉乳頭の歯肉が退縮して、口 ト状1;:歯肉が陥没した
クレーター 状態

-誤ったプラッシング法などの外的刺激で起こる。

〔問題 67) 歯面研磨材の賦形剤はどれか。

a シリカ
b グリセリン

c ケイ酸ジルコニウム
d 水酸化アルミニウム

選択肢考察 答え b
x a、xc、xd シリカやケイ酸ジルコニウム、水酸

化アルミニウムは研磨剤として用いられている。

Ob グリセリンは歯菌研磨剤の賦形剤として使用され

ている。

午後問題解説

ポイント

<歯菌研磨材の主な4育成成分>
-研磨剤 シリ力、ケイ酸ジルコニウム、炭酸カルシ

ウムなど

・賦形剤 ・グリセリンなど

-粘結剤 力ラギーナン、カルポキシメチルセル口一

スナトリウムなど

・その他 。フッ化物、香料など

(問題 68) 器具の写真 (別冊午後No.13)を別に示す。

使用法で正しいのはどれ方。

a フリーハンドで操作する。
b バームグリップで把持する。

c 出血がみられたら操作を中止する。
d ウォーキングストロークで操作する。

|別冊午後 No.13 写真|

選択肢考察 答え d 

プロープ

x a プローブの操作時には手指で固定をとる。
x b プローブは執筆状変法で把持する。

x c プローブはポケット底まで挿入する。 出血がみら
れたからといって操作を中止するわけではない。

Od プローブはウォ キングストロークで操作する。

ポイント

<プローピング>

・ 挿入圧は20~25gである。

-プローブは歯根面に沿わせるように挿入する。

〔問題 69) PMTCに用いるのはどれか。 2つ選べ。

a 工パチップ
b スケ ラ

c 歯間ブラシ
d 歯垢染色剤

選択肢考察 答え ad 
Oa PMTCでは工パチップで隣接面の清掃を行う。
xb スケーラーはPMTCには用いない。

x c 歯問ブラシは PMTCには用いない。
Od PMTCでは歯垢染色剤を用いてプラークを染め

出す。

ポイント

PMTCは歯科医師、歯科衛生士が行う機械的歯面清

掃で、う蝕や歯周病の予防に対するプロフ工ツショナル

ケアである。
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(問題 70) う蝕活動性試験で試験結果が当日判定できる

のはどれか。

a RDテスト @
b Dentocult⑩ -SM 

c カリオスタッ ト@
d ミ1ーカウント⑮

選択肢考察 答え a
Oa RDテスト@ は15分という短い時間で判定が可
能であるo

x b Dentocultllll -SMは48時間培養する。

x c カリオスタット ⑮ は 24~48 時間培養する。

xd ミユーカウン卜 @ は24時間培養する。

ポイント

< RDテスト lIll> 
一般的なう蝕活動性試験と異なり、 恒温稽を使用せ

ず体温を使用する。採取した唾液をディスクlこ滴下し
たものを透明フィルムで上腕内側に 15分貼付し、色

調変化によってリスクを判定する。

(問題 71) 厚生労働省のガイドラインで定めるフッ化物
j先日の対象となるのはどれか。 2つ選べ。

a 1歳6か月
b 3歳

c 4歳
d 60歳

選択肢考察 答え cd
xa、xb 1歳6か月や3歳では、洗口がうまくでき

ないため不適切である。

Oc、Od 4歳や 60歳は、厚生労働省が定める「フ
ツ化物洗ロガイドラインJによる洗口の対象年齢で

ある。

ポイント

く厚生労働省のガイドラインで定めるフッ化物洗口法の対象年齢>

4歳から成人、老人まで広く適用される。特に、 4
歳(幼稚園児)から開始し、 14歳(中学生)まで継

続することが望ましい。その後の年齢においてもフッ

化物は生涯にわたって歯に作用させることが効果的で

ある。

(問題 72) 小寓裂溝填塞法で使用するリン酸溶液の濃度

で正しいのはどれか。

a 1 ~ 5% 
b 1 0~ 20% 

c 30~ 50% 
d 70~90% 

選択肢考察 答え c 
x a、xb、Oc、xd
レジン系小寓裂溝煩塞材を用いる場合には、一般

的に 30~50%の正リン酸溶液またはゲルを用いた

酸処理が行われる。

ポイント

リン酸によるエッチング処理でエナメル質が1O~30

μm程脱灰される。その脱灰面にレジンがタッグを形

成することでレジン系填塞材の保持がなされる。

〔問題 73) エックス線写真(別冊午後 No.14)を別に示す。

グレーシータイプキユレツト #13ハ4の適した部位
はどれか。 2つ選べ。
a ① b ② c ③ d ④ 

別冊午後 No.14 写真 l

選択肢考察 ・ 答え ad

Oa ①は下顎左側第一大臼歯近心根の遠心面である。
臼歯部の遠心面には#13ハ4のグレーシータイプ
キユレツトが適している。

xb ②は下顎左側第一大臼歯遠心根の近心面である。

臼歯部の近心面には#11ハ2のグレーシータイプ
キュレツ卜が適している。

x c ③は下顎左側第二大臼歯近心根の近心面である。
臼歯部の近心面には#11ハ2のグレーシータイプ
キュレットが適している。

Od ④は下顎左側第二大臼歯遠心根の遠心面である。

臼歯部の遠心面には#13ハ4のグレーシータイプ
キユレットが適している。

ポイント

グレーシータイプキユレツトは #1~ 14まであり、

部位によって使用部位が異なっている (部位特異性)。

〔問題 74) う蝕発生に関与する宿主因子はどれか。2つ

選べ。

日 歯列不正

b 唾液分泌量の低下
c 発酵性糖質の摂取
d ミユータンスレンサ球菌の酸産生

選択肢考察 答え ab 
Oa 歯列不正はう蝕発生に関与する宿主因子である。
Ob 唾液分泌量の低下はう蝕発生に関与する宿主因子

である。

Xc 発酵性糖質の摂取はう蝕発生に関与する糖質因子

である。

xd ミユータンスレンサ球菌の酸産生はう蝕発生に関

与する細菌因子である。

ポイント

<う蝕発生に関与する因子>

①細 菌

②糖質

③宿主

④時間

門ペ
d
A
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①~③の要因は rKeyesの3つの輪Jであり、そ

れに④を加えたものがrNewbrunの4つの輪Jである。

〔問題 75) 歯周治療の再評価で治癒と判定されるのはど
れか。 2つ選べ。
a BOP ない

b 根分岐部病変 :1度

c 歯の動1m : 1.0mm以内
d 歯周ポケット :3mm以内

選択肢考察 答え ad 
Oa BOPがないのは治癒の基準に含まれる。

xb 根分岐部病変が認められる状態は病状安定に含ま

れる。

x C 歯の動揺0.2mm以内、つまり生理的範囲である

ものは治癒の基準に含まれる。

Od 歯周ポケット3mm以内は治癒の基準に含まれる。

ポイント

<歯周治療における治癒>

歯周治療後の再評価において、歯肉の炎症がなく、

歯周ポケットは 3mm以下、 BOPがない、動揺度は

生理的範囲にある状態であり、歯周組織が健康を回復

している状態である。

〔問鐙 76)グレーシータイプキユレツ トのシャープニン
グで正しいのはどれか。 2つ選べ。

a 刃部側面と砥石の角度を一定にする。
b 刃昔日のヒールからトゥに向かつて研ぐ。

c インディアナストーンでは潤滑材は不要である。
d セラミックストーンは刃部の形態修正に適してい
る。

選択肢考察 答え ab 
Oa シャープニング操作では、刃部側面と砥石の角度
を一定にする。

Ob シャープニング操作では、刃部のヒールからトゥ

に向かつて研ぐ。

Xc インディアナストーンは潤滑材としてオイルを使
用する。

xd セラミックストーンはきめが細かいため、仕上げ

用に適している。

ポイント

くグレーシータイプキユレットのシャーブニング>

・ 刃部内面と砥石のなす角度を100~ 1 1 0・にする。

.刃部のヒールからトつに向かつて研ぐ。

-セラミックストーンは潤滑剤が不要(または水)で

あり、施術中のシャープニングに適している。

〔問題 77) フッ化物洗口を週 1回行うこととした。

洗ロ液 10mしに含まれるフッ化物量はどれか。

a 0.9mg 

b 2.5mg 

C 4.5mg 

d 9.0mg 

選択肢考察 答え d 

午後問題解説

xa、xb、Xc、Od

週 1団法のフッ化物洗口にはフッ化物イオン濃

度 900ppmの洗口液が使用される。したがって、

濃度900ppmの洛液 10mL中に含まれるフッ化物

量は、 900ppmx 10mL = 900mg/mL x 10mL = 
9.0mgとなる。

ポイント

くフッ化物洗口>

毎日法 : 0.05% ~0.1 %NaF溶液

(フッ素イオン濃度226~450ppm)
遡 1団法 0.2%NaF溶液

(フッ素イオン濃度900ppm)

〔問題 78) ユニバーサルキユレツトで正しいのはどれか。
2つ選べ。
a 部位特異性である。
b 刃部両側にカッテイングエッジがある。
c 刃部内面と歯面のなす角度は45-90度とする。

d 第 1シャンクに対して刃部内面は70度である。

選択肢考察 答え bc

xa 部位特異性であるのはグレーシーキュレツトであ

る。

Ob ユニバーサルキユレットは刃昔日両側にカッティン

グエッジがある。

Oc ユニバーサルキュレットは刃部内面と歯面のなす
角度を 45~90度で操作する。

xd 第 1シャンクに対して刃部内面は 70度であるの

はグレーシーキユレットである。

ポイント

くユニバーサルキユレット>

・すべての歯函で使用可能である。

・刃部両側にカツティングエッジがある。

・第1シャンクに対して刃部内面は90度である。

〔問題 79)歯周治療の再評価の目的はどれか。 2つ選べ。
a q交合機能の回復
b 治療計画の修正

c 治療効果の評価
d 治療費用の低減

選択肢考察 答え bc

x a 岐合機能の回復は再評価の目的ではない。岐合機
能回復治療で行う。

Ob 再評価の目的として治療計画の修正が挙げられ
る。

Oc 再評価の目的として治療効果の評価が挙げられ
る。

xd 治療費用の低減を目的として再評価を行うわけで
はない。

ポイント

<再評価>

歯周基本治療後や歯周外科治療後、メインテナンス

やSPTヘ移行する前などに行われる。治療によって

どのくらいの効果が得られたかを評価して、治療計画

の修正などを行うことが目的である。
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〔問題 80) Mini Mental State Examination (MMSE) 

で正しいのはどれか。

a 知的機能は評価できない。
b 質問項目は9項目で構成される。

c 認知症のスクリーニングを目的とする。
d 20点以下を認知症の疑いありと判定する。

選択肢考察 答え c
X a MMSEは知的機能を評価する。

x b MMSEの質問項目は 11項目で構成される。 9

項目で構成されるのは改訂長谷川式簡易知能評価ス

ケール (HDS-R)である。

Oc MMSEは認知症のスクリーニングを目的とする。

X d MMSEは23点以下を認知症の疑いありと判定

する。 20点以下を認知症の疑いありと判定するの

はHDS-Rである。

ポイント

< Mini Mental State Examination (MMSE) > 
-知的機能を評価する質問項目である『見当識(時

間・場所)J、 「短期記憶J、 「計算 ・注意力』、

『遅延再生』 、 「呼称」、 「文章理解』、 『読み書

き」、 『図形模写(偶成能力)Jなどの日項目で

構成され、それぞれ正解すると得点が加算され、す

べて正解すると合計30点となる。

〔問題 81) 53歳の女性。下顎右側側切歯部の歯肉腫脹

を主訴として来院した。初診時の口腔内写真 {別冊午後

No.15)を別に示す。保健指導を行うよう指示を受けた。

丸印で囲んだ部位の清掃に適するのはどれか。 2つ選
ノて。

a 工パチップ
b 歯間ブラシ
c タフトブラシ
d ラパーチップ

別冊午後 NO.15 写真

選択肢考察 答え bc 

隣接函に

歯石の付着

歯肉腫脹

x a、xd 工パチップやラパーチップは PMTCに用
いる。

Ob 歯問ブラシは歯間部に空隙があるときの歯間清掃

に使用する。

Oc タフトブラシは植毛が1束のため、刷毛部がかな

り小さく、プラークが残りやすい部位への適合がス

ムーズである。歯間部に空隙があるときの歯問清掃

に使用する。

ポイント

口腔内写真では歯肉腫脹がみられるため、消炎処置を

行い急性症状を緩和させることも重要である。

〔問題 82) 84歳の男性。脳梗塞の既往があり、口腔内

の清婦が難しいという。口腔清掃自立度〈改訂BDR指僚〉

の評価を表に示す。

評価

B b2 

BDR1旨4禁 。 C 

R a 

自発性 a 
口腔と義歯の

習慣性 a2 
清掃自立状態

有効性 b 

男性への指導内容で適切なのはどれか。 2つ選べ。
a うがいの練習
b 義歯着脱の練習

c 口腔清掃習慣の確立
d フアーラ位での口腔清掃

選択肢考察 答え bd

x a プクプクうがいをしているため、うがいの練習は
必要ない。

Ob 自分ではまったく着脱しないため、義歯着脱の練

習を行う必要がある。

Xc 自ら進んで1巳に 1回程度清掃しているため、口

腔清掃習慣は確立されている。

Od 歯磨き時に座位が保てないため、ファーラ位での

口腔清掃を指導する必要がある。

ポイント

口腔清掃の自立度の評価には、歯磨き (Brushing)、

義歯装着 (Denturewearing)、うがいくmouthrinsing) 

の3項目を自立、一部介助、全介助の3段階で評価する
改訂BDRt旨擦がある。

(問題 83) 12歳の男児。学校歯科健康診断で歯科医院

の受診を勧められて釆院した。学校歯科健康診断の結果

を示す。

1 1 TCo V レ/V1/ v171パ/1/ 1/ |パ 11 
1 8 1 7 1 6 5 1 4 3 1 2 111 2 1 3 4 1 5 ST7TsI 

上 EID CIB AIA BIC DIE 上
右 左
下 EID CIB AIA BIC DIE 下

1 8 1 7 1 6 5 1 4 3 1 2 111 2 1 3 4 1 5 6f1T8l 
1--r Ico 17 co 1/ V 1/ V V T/ |ア17 日rn
適切な対応はどれか。 2つ選べ。
a 要観察歯の磨き方を指導する。
b 歯閤ブラシの使用法を指導する。

c う蝕治療が必要なことを説明する。
d 第二大臼舗が萌出することを説明する。

選択肢考察 答え ad

Oa  学校歯科健康診断の結果から CO(要観察歯〉が

4本あるため、要観察歯を 1歯ずつ磨くなど、磨き

方を指導する必要がある。

xb 歯悶ブラシやデンタルフロスなど補助的清掃用具

の使用法を指導する必要はない。

p
b
 

A
『
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x c 学校歯科健康診断の結果からc(う歯〉はみられ
ないため、う蝕治療は必要ない。

Od 学校歯科健康診断の結果から第二大臼歯が未萌出
である。 co(要観察歯〉が4本あり、う蝕りスク
が高いため、これから第二大臼歯が萌出することを

説明し、第二大臼歯がう蝕にならないように指導す

る必要がある。

ポイント

萌出途上の歯はブラッシングが困難なため、同部を意

識させた l歯磨きの指導が効果的である。

(問題 84)40歳の男性。定期健康診査を目的に来院し
た。歯科保健指導は2回目となる。 指導時の会話を以下

に示す。

歯科衛生士 r前回から今までお口の中で気になった

ことはありませんでしたか」

患 者・ 「特にありませんJ

歯料衛生土 「お口の中を診させてもらいましたが、

汚れが目立ちましたJ

患 者・『気になったことはありませんけどj

歯糾衛生士 『お口の臭いなどは気になりませんかJ

患 者「いいえ、とくには・1

保健行動変容の段階はどれか。

a 無関心期
b 関心期

c 準備期

d 行動期

選択肢考察 答え a
Oa 無関心期は行動変容を考えてない時期である。会
話の内容から口腔内の状況にまったく興味がないた

め、 保健行動変容の段階は無関心期である。

Xb 関心期は行動変容に関心はあるが、すぐに行動変
容するつもりはない時期である。

x c 準備期は行動変容に関心があり、すぐに行動変容
しようと思っている時期である。

xd 行動期は実行する時期である。

ポイント

<行動変容>

スァージ 方法

-意識の高揚
無関'U、期 感情的経験

環境の再評価

関心期 -自己の再評価
準備期 -自己の解放

-行動置換

実行期と維持期
-援助関係
-強化マネジメント
ー刺激の統制
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〔問題 85)32歳の女性。舌の異常を主訴として来院し
た。 6か月前から口臭が気になっていたという。初診時
の舌の写真 (別冊午後No.16)を別に示す。
推奨する補助的清掃用具はどれか。2つ選べ。

a 舌ブラシ

b タフトブラシ

c スポンジブラシ
d デンタルフロス

選択肢考察

別冊午後 No.16 写真

1 ，..与叫曹哩昆ーふ
1".1c:・E開へ崎 、司・~
圃kヨ・圃雌繁 .，，_I{. ，._~~ヨ薗箇轟轟
・・・E・・・・・邑'_ェ，;rt ~ ~.有圃・・・・・・・

舌背中央部に舌苔が付着している

Oa 舌苔の除去には舌ブラシを使用する。

答え a c 

x b、xd タフトブラシやデンタルフロスは舌苔の除
去には適していない。

Oc スポンジブラシは口腔粘膜の清掃に使用するが、
舌苔の除去に使用することも可能である。

ポイント

<舌苔の除去に使用する補助的清掃用具>

-舌ブラシ

-スポンジブラシ

(問題 86) ビタミンと欠乏症状との組合せで正しいのは
どれか。2つ選べ。
a ビタミン 82 口角びらん

b ビタミンC一一一一一歯肉出血
c ビタミンD一一一一ー粘膜の知覚過敏
d ビタミンE←一一一舌乳頭消失

選択肢考察 答え ab 
Oa ビタミン82の欠乏により、皮膚や粘膜の異常が
生じる。

Ob ビタミンCの欠乏によりi褒血病が生じることで、
歯肉から出血しやすくなる。

x c ビタミンDの欠乏により、小児期ではくる病、成
人では骨軟化症が生じる。

xd ビタミンEの欠乏により、神経症状や眼症状、溶
血性貧血が生じる。

ポイント

ビタミンCはコラーゲンの合成に必要であり、欠乏す
ると壊血病が生じることで、歯肉から出血しやすくなる。
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(問題 87) 日本人の食事摂取基準 (2015年)で耐容上
隈霊が定められていないのはどれか。

日 ビタミンA

b ビタミンD

c ビタミンE
d ビタミンK

選択肢考察 答え d
Oa、Ob、Oc ビタミンAやビタミンD、ピタミ
ンEは日本人の食事摂取基準 (2015年)で耐容上
限量が定められている。

xd ビタミンKは日本人の食事演取基準 (2015年)
で耐容上限量が定められていない。

ポイント

<8本人の食事摂取基準 (2015年)で
耐容上限量が定められているビタミン>

.ビタミンA

-ビタミン0

.ビタミンE

〔問題 88)85歳の男性。摂食 ・鴨下障害を主訴として、
訪問歯科診療の依頼があった。患者の舌上には食物残澄

がみられる。最近の栄養アセスメント結果を表に示す。

'通常体重比 198% 

体重減少率 16か月で5%
血清アルブミン値 I 3.3g/dし
コレステロ-)~f直 1 200mg/dL 

低栄養を疑うのはどれか。

a ① b ② c ③ d ④ 

選択肢考察 答え c
xa 通常体重比98%は低栄養ではない。
xb 体重減少率6か月で5%は低栄養ではない。

Oc 血清アルブミン値が3.6g/dし未満は低栄養を疑う。
xd コレステロール値が200mg/dLは低栄養ではな
し¥0

ポイント

〔問題 89) 発話速度やリズムの異常を評価する検査はど
れか。

日 発語明瞭度検査

b パラトグラム検査
c ブローイング検査
d ディアドコキネシス

選択肢考察 答え d
xa 発語明瞭度検査は患者の会話が検査者にどの程度
理解できるかを主観的に評価する検査である。

xb パラトグラム検査は舌が口蓋に接触する範囲を評

価する検査である。義歯の口蓋形態の確認に用いら

れる。
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x c ブローイング検査はブローイング時の鼻漏出の程
度を評価する検査である。鼻咽腔閉鎖機能を評価す

る。

Od ディアドコキネシスは発話速度やリズムの異常を
評価する検歪である。

ポイント

<オーラルディアドコキネシス>

摂食聴下機能に関与する器官の随意運動能力を評

価できる。 r)¥タカJ は口唇から舌後方部までの前方

から後方への連続動作を評価することができる。

りて」 口唇閉鎖運動

「タJ 舌尖運動

r:1J J ・舌後方部挙上運動

(問題 90) 88歳の男性。介護老人福祉施設が実施する
ミールラウンド 〈食事場面の観察〉の場において食事中

のむせが認められた。

まず行う検査はどれか。

a 頚部聴診法
b 聞東下造影検査

c 嚇下内視鏡検査
d プローイング検査

選択肢考察 答え a
Oa 頭部聴診法は食塊の嚇下時に咽頭部で生じる嚇下
音や聞東下前後の呼吸蓄を頭部から聴診し、聴下音の

性状や長さ、呼吸音の性状や発生するタイミングか

ら時下障害を判定する方法である。

xb 畷下造影検査はエックス線を照射することで、 口

腔から咽頭、食道入口部に至るまでの食塊の流れを

動画で観察する。

x c 畷下内視鏡検査は上日因頭から下咽頭、喉頭までの
食塊の流れを直視下で観察する。

xd ブローイング検査はブ口ーイング時の鼻漏出の程
度を検査することで、 鼻咽腔閉鎖機能を評価する。

ポイント

頭部聴診法は、侵食時の嚇下障害をスクリー二ングす

る手段として最も実用的な方法の1っと考えられている。

〔問題 91) 74歳の男性。摂食 ・撚下リハビりテーシヨ
ンを目的に紹介受診した。際下造影検査で検査食の梨状

寓への残留を認めた。実施した摂食 ・際下機能訓練時の

写真 (別冊午後No.17)を別に示す。
この訓練の目的はどれか。

a 喉頭拳上の強化
b 声門閉鎖の強化
c 頚部可動域のf広大
d 鼻咽腔閉鎖の改善

日市平蚕 No.17 写真

選択肢考察 答え a 
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Shaker exercise (シャキア法〉

Oa 喉頭挙上の強化はShakerexercise (シャキア法〉

の目的である。 Shakerexercise (シャキア法〉は

喉頭挙ょに関与する鴨下関連筋を対象とした筋機能

訓練である。頭部の筋力が低下した症例、喉頭が下

垂した症例、 日因頭収縮力が低下した症例に対して有

効である。

xb 声門閉鎖の強化は声門閉鎖訓練の目的である。声

門閉鎖訓練には Pushingexercise、Supraglottic

swallow (SGS)、Super-supraglotticswallow 

(SSGS)がある。

Xc 頭部可動域の拡大は頭部ROM(可動域〉訓練の
目的である。

xd 鼻咽腔閉鎖の改善はブローイング訓練の目的であ

る。

ポイント

< Shaker exercise (シャキア法)> 
食道入口部の開大不全、前頭筋群の筋力低下がみら

れるときに行われる。仰臥位をとり、頭部のみを挙上

し、 足先をみた状態を60秒間保持する。その後、頭

部を下して60秒間休憩し、これを3回繰り返す。

(問題 92) 経静脈栄養と比較して経口摂取が優れている

のはどれか。 2つ選べ。

a 脱水の防止
b 血圧の調整

c 消化管機能の維持
d バクテリアトランスロケーシヨンの防止

選択肢考察 答え cd
x a 経静脈栄養は経口摂取と比較して水分のコント口
ールが行いやすいため、脱水の防止に優れている。

xb 経静脈栄養は経口摂取と比較して電解質〈ナトリ

ウム、カリウムなど〉のコントロールが行いやすい

ため、血圧の調整に優れている。

Oc 経静脈栄養は非生理的な栄養補給法であるが、経

口摂取は生理的な栄養補給法であるため、消化管機

能が維持される。

Od 経静脈栄養は非生理的な栄養補給法であるが、経
口摂取は生理的な栄養補給法であるため、腸内細菌

叢が変化しにくい。つまり、バクテリアトランスロ

ケーシヨンが防止できる。

ポイント

栄養素が腸から吸収されないと、腸内細菌叢が変化す

るためバクテリアトランスロケーションを起こしやすく

なる。少量でも腸管の栄養基質を投与することで、消化

管機能は維持される。

午後問題解説

(問題 93)歯科診療において歯科衛生士のみが行うのは
どれか。

a スケーリング
b 業務記録の作成

c 処方せんの交付
d 工ックス線写真撮影

選択肢考察 答え b
x a スケーリングは歯科医師、歯科衛生士が行う。

Ob 歯科衛生士が作成する記録物である。 3年間保存
する(歯科衛生士法施行規則)。

x c 処方せんを作成、交付するのは歯科医師である。
xd 工ツクス線装置の照射権は歯科衛生士には認めら

れていない。

ポイント

<歯科衛生士が行える業務>

①歯糾予防処置 歯石除去、う蝕予防処置

歯科医師の指示のもと患者の口腔内に直接

補助
触れる行為(概形印象、スケーリング、ル
ートプレ ニング、ラパーダム防j盟、小寓

②歯科診療
裂j歯填塞など)

補助 ・介助
歯科診療の介助(チ工アーサイドアシス

介助 ト、器材 ・器具の準備、事務的介助、受付
など)

③歯科保健指導 プフツシング指導、栄養指導
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〔問題 94) 心服ペースメーカー装着者に行わないのはど

れか。

a 温度診
b 動揺度測定

c エックス線検査

d 板管長測定器の使用

選択肢考察 答え d

Oa 温度診で歯髄の生死を判断する。ペースメーカ

装着者に行っても問題ない。

Ob 動揺度測定で歯の般折の有無、歯周疾患の程度な
どを判断する。ペースメーカー装着者に行っても問

題ない。

Oc エックス線検査はう蝕、歯周疾患などのさまざま

な疾患の診査のために行う。ペ スメーカー装着者

に行っても問題ない。

xd 身体に電流を流す根管長測定器をペースメーカ

装着者に使用するのは避けるべきである。

ポイント

<心服ぺースメーカー装着者の歯科治療の際の注意事項>

歯髄電気診断器、超音波スケーラ一、根管長測定器、

インピーダンス測定器の使用は避ける。

ーγ
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(問題 95) 8型肝炎患者に使用した器具の写真 {別冊午

後No.18)を別に示す。

滅菌 -消毒法として正しいのはどれか。 2つ選べ。
日 煮沸消毒

b 高圧蒸気滅菌

c 70%エタノールによる消毒
d エチレンオキサイドガス滅菌

別冊午後 No.18 写真

選択肢考察

ハンドピース

答え bd 

x a 煮沸消毒 ( 1 00'C、 5~ 15分)は安価で簡便で

あるが、芽胞が死滅しない。ガラスや金属製器具に

は用いられるが、ハンドピース類の消毒には使用し

ない。

Ob、Od ハンドピ ス類は高E蒸気滅菌〈オートク
レープ〉、工チレンオキサイドガス滅菌 (EOG滅菌〉
で滅菌する。どちらも HBV、HCV、HIVのいずれ

にも有効な滅菌法である。

x c 70%エタノールは HIVに有効であるが、 HBV、
HCVには無効である。

ポイント

くハンドピース類の滅菌法>

①高圧蒸気滅菌〈オートクレーブ〉

②エチレンオキサイドガス滅菌 (EOG滅菌〉

(問題 96) 超硬貨石膏 100gの練和に適した水の量は

どれか。

a 10ml 
b 20ml 

c 40ml 
d 60ml 

選択肢考察

x a、Ob、xc、xd
答え b 

超硬質石膏の混水比は約0.2なので、 100x 0.2 
= 20mlである。

ポイント

<歯科用石膏>

午後問題解説

〔問題 97) インプラント体に用いられる生体活性材料は

どれか。

a チタン
b ジルコ二ア

c コJUl"トクロム合金
d ハイドロキシアパタイト

選択肢考察 答え d

xa、xb チタン、ジルコ二ア、アルミナは骨組織と

接触しているので、 生体不活性材料に分類される。

xc コHJしトクロム合金、ステンレス鍋は骨組織との
問に結合組締性被膜を形成するので、生体許容性材

料lこ分類される。インプラント体の材料として使用
されていた時代もあるが、現在は使用されていない。

Od ハイドロキシアパタイ ト、バイオガラス、 β
ーTCP(リン酸三カルシウム)は骨組織と結合する

ので、生体活性材料に分類される。インプラント体

にハイドロキシアパタイトを表面処理(コーテイン

グ)しているものがある。

ポイント

<インプラント材料の分類>

生体活性
ハイドロキシアパタイト

骨組織と結合 バイオガラス
材料

βTCP(リン酸三カルシウム)

生体不活性
チタン

骨組織と接触 ジルコ二ア
材料

アルミナ

生体許容性 骨組織との問1;::: コH)[，トクロム合金
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材料 結合組織性被膜を形成 ステンレス銅

〔問題 98) 回転用切削器具の写真 {別冊午後No.19)

を別に示す。

器具と用途との組合せで正しいのはどれか。

a ① 一一一一寓縁斜面の付与
b ② 一一一一軟化象牙質の除去

c ③ 保持形態の形成

d ④ ー一一一一 コンポジツ トレジンの形態修正

『別冊 午後 No.19 写真

選択肢考察 答え d 

① ② ③ ④ 

x a ①はラウンドパーである。う寓の開鉱、軟化象牙
質の除去、髄腔穿孔に用いる。

xb ②はインパーテツ ドコ ンパである。アマルガ

ム窓洞の角型穿下付与、窓底の平坦化に用いる。

Xc ③は工アタービン用のダイヤモンドポイントであ

る。仕上げ形成用(=ファイン)のパーである。

Od ④はホワイトポイントである。 コンポジツトレジ
ンの形態修正、研磨に用いる。
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ポイント

<パーの種類>

フウンドパー う窓の関位、軟化象牙質の除去、髄腔穿子J

インパーテッド アマルガム窓洞の角型穿下付与

コーンlてー (=アンダーカットの形成)、
窓底の平坦化

アーJ(ード クロスカット'インレ-;@洞の形成
フィッシャーパー ファインカット，寓縁斜面の形成

ストレート アマルガム寓洞の箱形 (boxform)保持
フィッシャーパー 形態の形成

力ーボフンダムポイント 岐合調整や歯冠修復物の形態修正

ホワイトポイント
コンポジットレジンやグフスアイオノマー
セメントの形態修正、研磨

(問題 99) 25歳の男性。下顎左側第二大臼歯の自発痛

を主訴として来院した。疹痛のため昨夜はほとんど寝

ていないという。初診B寺のエックス線写真 (別冊午後
No.20)を別に示す。

これから行う処置で準備するのはどれか。 2つ選べ。

a 裏層充媛器
b エレベータ-

c クランプフォ セップス
d ルートキャナルメーター

別冊午後 No.20 写真

選択肢考察 答え cd 

rr大きなう窓

x a 自発痛、疹痛のため昨夜はほとんど寝ていない、
エックス線写真より大きなう禽を認めることから急

性化膿性歯髄炎と考えられる。この場合、抜髄する

ので裏層充填器は不要である。

xb 挺子のことである。抜歯の際に用いる。

Oc クランプフォ セップスを含むラパーダム防湿器
具一式は抜髄、感染根管治療などの歯内療法の際に

必要である。

Od 根管長測定器のことである。抜髄や感染根管治療

などの歯内療法の際lこは準備する。

ポイント

<麻酔抜髄の際に準備するもの>

①基本セット ⑨ピーソーリーマー

②注射針 ⑩ミニウムシリンジ

③注射筒 ⑪次亜塩素酸ナトリウム溶液

④カートソッジ ⑫過酸化水素水

⑤クレンザー ⑬EDTA 

⑥リーマ一類 ⑪仮封材

⑦ブローチ ⑮ラパーダム防湿器具一式

③ラウンドパ ⑮根管長測定器 (=Jレートキけj以ート)

午後問題解説

〔問題 100) 歯髄鎮痛消炎薬はどれか。 2つ選べ。

a ユージノール
b 水酸化カルシウム

c フッ化ジアンミン銀
d フェノールカンフル

選択肢考察 答え ad 
Oa、Od フエノールカンフル (CC)、グアヤコール、

酸化亜鉛ユージノールセメントなどが歯髄鎮痛消炎

療法に用いられる。

xb 水酸化カルシウムは硬組織形成作用を有し、間接

覆髄、直接覆髄、 生活歯髄切断、根管目占薬、根管充

填などに使用される。

x c フッ化ジアンミン銀にはう蝕進行抑制作用がある。

ポイント

<歯髄鎮痛消炎療法に用いる薬剤>

①フ工ノールカンフル (CC)

②グアヤコール

③ユージノール

④パラモノクロロフエノールカンフル (CMCP)

〔問題 101) 器具の写真 (別冊午後 No.21)を別に示す。

上下顎全部床義歯の町立合採得時に使用するのはどれ

か。 2つ選べ。
a ① b ② c ③ d ④ 

別冊午後 No.21 写真 l

選択肢考察 答え bd 

① ② ③④  

xa ①は岐合紙ホルダーである。岐合関係を診査する
際に用いる。

Ob ②は校合平面測定板である。校合採得時の仮想岐
合平面設定のために用いる。

x c ③はクラウンリムーパーである。クラウンの除去
に用いる。

Od ④はデンタルノギスである。岐合採得時の岐合高

径設定のために用いる。鼻下点ーオトガイ点間距離

と口角一眼角間距離が等しくなるように校合床を調

整する。

ポイント

<全部床義歯の校合採得時に準備する器具 ・道具>

①校合床

②パラフィンワックス

③ノギス

④顔弓(フェイスボウ)

⑤岐合平面板

⑥ワックススパチユラ(大・小)

⑦工パンス

n
u
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③岐合採得材(チェックバイト、シリコーンラパ一、

パラフィンワックスなど)

⑨校合床形成用ヘラ

〔問題 102) 部分床義歯装着時の患者指導で説明するのは

どれか。 2つ選べ。
a 義歯の着目先方法

b 定期検診の必要性

c クラスプの調整方法
d 義歯安定材の使用方法

選択肢考察 答え ab

Oa 部分床義歯の場合、クラスプが多いほど義歯の着

脱が難しく、義歯の着脱方法について説明しておく。

Ob 長期間義歯を使用すると顎堤の吸収や人工歯の吹
耗などが生じるので、定期検診の必要性を説明して

おく。

x c クラスプの調整は患者が行うのではなく、来院し
てもらい歯科医師が調整する。

xd 義歯安定材の使用は勧めるべきではない。

ポイント

<新義歯装着時の患者指導>

①新しい義歯では慣れが必要であることを説明する。

②痛みがなくても再来院は必要であることを説明する。

③毎食後、義歯周ブラシで清掃する必要があることを

説明する。

④市販の義歯安定剤を使用しないように指導する。

〔問題 103) 局所麻酔で使用する薬品の写真 (別冊午後

No.22)を別に示す。

取扱いでEしいのはどれか。 2つ選べ。
a 針は使用直前に装着する。
b 開封前は凍らせて保管する。

c 高圧蒸気滅菌後に使用する。
d 使用時は頭部メンプランをアルコ ル消毒する。

|別冊午後 No.22 写真

選択肢考察 答え ad 

局所麻酔カートリッジ

Oa 針は使用直前に装着する。

xb カートリツジは冷暗所に保管するが、凍らせない。

x c 高圧蒸気滅菌!こ入れてはいけない。
Od 使用時は頭部メンプランをアルコール消毒する。

ポイント

<局所麻酔カートりツジの取り扱い>

①カートリツジは冷暗所lこ保管する。
②使用時は頭部メンプランをアルコール消毒する。

③針は使用直前に装着する。

(問題 104) プライヤーの写真 {別冊午後No.23)を別
に示す。

レクトアンギユラ ワイヤーを屈曲するのに使用する

のはどれか。

a ① b ② c ③ d @ 

別冊午後 No.23 写真 |

選択肢考察 答え a 

J
 

HUM 
② 

@ ④ 

Oa ①はツイードアーチペンディングプライヤーであ

る。レク トアンギユラーワイヤ の屈曲に用いる。

xb ②はボンディングブラケットリムーピングプライ

ヤーである。ブラケッ トを歯函から撤去するときに

用いる。

x c ③はテ'ィスタルエンドカッターである。矯正用ワ
イヤーの末端を口腔内で切断する際に用いる。

xd ④はレジンリムーパーである。接着したブラケツ

トを歯面から撤去した際に歯面に残ったボンディン

グ剤を除去するのに用いる。

ポイント

<ツイードアーチペンディングプライヤー>

レク トアンギユラーワイヤーの屈曲に用いる。

〔問題 105) 矯正装置の写真 (別冊午前 No.24)を別に

示す。

装着時の患者指導で正しいのはどれか。

a 会話するときは外してもらう。
b 装着目寺はできるだけ口呼吸してもらう。

c 1日巌低 14時間以上は装着してもらう。

d 装置は 1週間に 1回歯ブラシで磨いてもらう。

別冊午後 No.24 写真

選択肢考察 答え c 

アクチパトール

R
d
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xa 装置は装着したままで話ができる。
Xb 装着時はできるだけ口を閉じて鼻呼吸する。

Oc 1巳14時間以上装着し、時間をグラフに記入す
る。

Xd 装置は毎日 1回歯ブラシで磨く。

ポイント

<機能的矯正装置(アクチパトールなど)装着患者への指導内容>

①1日14時間以上装着する。

@装着しているときは、 できるだけ鼻呼吸を行う。

@装置は毎日歯ブラシで磨く。

④外したら、ケースに保管する。

(問題106)クラウンフォームを応用した歯冠修復処置で
用いるのはどれか。 2つ選べ。
a 金冠ばさみ
b 合着用セメント

c 既製冠調整用鉛子
d コンポジツトレジン

選択肢考察 答え ad
Oa 金冠ばさみで適切な歯冠高径になるように冠縁を
切除する。

Xb 合着しないのでセメントは不要である。コンポジ

ツトレジン冠なのでボンデイングで接着させる。

x c 金属製の乳歯冠ではないので、既製冠調整用組子
は不要である。

Od クラウンフオームとはコンポジツ トレジン冠を製
作する際に準備するものである。

ポイント

<コンポジットレジン冠製作時に準備する器具、器材>

①クラウンフォームセッ ト

②金冠ばさみ(曲)

@探 針

④コンポジツ トレジン

⑤尖刃万

(問題107)高齢者への対応で正しいのはどれか。 2つ選
ぺ。

a 簡潔に早口で説明する。
b 水平伎にしたチェアーに誘導する。

c 患者の訴えを十分時閣をかけて聞く。
d 全身疾患の有無に注意する必要がある。

選択肢考察 答え cd
x a 高齢者のスピード(テンポ)に合わせて、十分時
聞をかけて説明する。

xb 水平位よりも座位にしたチェアーに誘導する。問

診時、術者と患者の眼が同じ高さになるように患者

を座位にする。そして、患者の訴えを十分時間をか

けて聞く。

Oc 患者には直接声がけを行い、患者の訴えを十分時
閣をかけて聞く。

Od 高齢者の場合、全身疾患に穫患していることが多
いので注意を要する。

午後問題解説

ポイント

<高齢者への対応>

①問診時、術者と患者の日艮が同じ高さになるように患

者を座位にする。

②高齢者のスピード (テンポ)に合わせる。

③全身疾患に注意する。

@患者の訴えを十分時間をかけて開く。

⑤十分時間をかけて説明する。

⑥精神医学的な評価を行う。

⑦脳梗塞になった患者の診療時には誤畷しやすいので

注意する。

(問題108)放射線被曝による早発障害はどれか。
a 脱毛
b 力T ん

c 白血病
d 白内障

選択肢考察

Oa 脱毛は早発障害である。
xb がんは晩発障さである。

Xc 白血病は晩発障害である。

xd 白内障は晩発障害である。

答え a 

ポイント

<早発障害と娩発障害>

早発障害 | 晩発障害

放射線被曝後、数日から数|放射線被曝後、数か月から数年以上経
か月以内に出現する |過して出現する

脱毛、紅斑、紋射線宿酔、 |白内障、白血病、骨髄炎、粘膜萎縮、
粘膜炎、昧覚障害 |口腔乾燥、がん、骨露出、下顎骨壊死

〔問題109)下顎右側第 大臼歯の口内法エックス線写真
撮影を行うことになった。

歯科衛生士の対応で正しいのはどれか。

a 患者の姿勢は立位で設定する。
b 患者にポケット線量計を着用させる。
c 上顎の校合平面が水平になるように頭部を固定す
る。

d 患者の左手第2指でデンタルフィルムを保定させ

る。

選択肢考察 答え d
xa 患者の姿勢は、座位で設定する。
xb ポケット線量計は医療従事者が着用する。患者に

は防護エプロンを着用させるべきである。

Xc 下顎の岐合平面が水平になるように頭部を固定す

る。

Od 患者の左手第2指でデンタルフィルムを保定させ
る。
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ポイント

くエックス線写真(デンタル写真)の撮影方法>

頒影部位 | 媛影方法

上顎前歯部 |上顎の唆合平面を水平。
|フィルムを親指で保持してもらう。

上顎臼歯部 |上顎の校合平函を水平。
|フィルムを示指で保持してもらう。

下顎前輔自|下顎の岐合平面を水平。
|フィルムを示指で保持してもらう。
|下顎の岐合平面を水平。下顎臼歯部 |
'フィルムを示指で保持してもらう。

午後問題解説

〔問題 110) 心肺蘇生に使用する機器の写真 (別冊午後

No.25)を別に示す。

使用後に直ちに行うのはどれ力。

a 人工呼吸
b 胸骨圧迫
c 気管切開
d 意識の確認

別冊午後 NO.25 写真|

選択肢考察 答え b 

AED (自動体外式除細動器)

x a、Ob、xc 、xd

写真はAED(自動体外式除細動器)である。 AED
(自動体外式除細動器)を装着使用後、 引き続き心

肺蘇生として胸骨圧迫心マッサージ、人工呼吸を

30 : 2の割合で行う。

ポイント

< AEDによる除細動の術式>
心室細動と脈なし心室頻拍が適応。心静止と脈なし

電気活動は適応とならない。

①周囲の安全確認(水分をタオルで拭きとる)

②電源を入れる

③電極パッ ドを胸の右上および胸の左下に貼{寸

④ケーブルをつなぐ

⑤解析の結果、 「除綿動の適応」とのメッセージがあ

れば、指示に従って通電

⑥通電後は直ちに胸骨圧迫から救急処置を再開
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